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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　第十三話　それはきっと壺のせい










　魔ま術じゆつ師し養成の高等学校。葵あおい学園。


　暖あたたかな風が吹ふいているせいか、学校全体にぼんやりとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。若わかさという名のエネルギーは、多少の疲つかれや倦けん怠たい感は吹ふき飛ばしてしまうものだが、数日続くぽかぽかした気候のため、行動力に「休きゆう憩けい」の札ふだが貼はられていた。


　休み時間になっても、騒さわがしい物音はそれほど感じられない。皆みな教室でのんびりしているようである。


　それは二年Ｂ組の問題児、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこも同じであった。朝からふわふわした感かん覚かくが抜ぬけきらない。いつもなら起きて考えることは「金金金金、朝食」なのだが、今日に限かぎって「金金、朝食」だった。これは彼自身にも驚おどろきで、「たとえ飢き餓がでも食い物を売り飛ばして差さ額がくを稼かせぐ」ことを身上にしているため、「俺おれは病気なのか」と疑うたがったりもした。


　幸さいわい平熱で身体からだにも異い状じようはなく、財さい布ふの小こ銭ぜにの鋳ちゆう造ぞう年次を、全すべて暗唱できるほど記き憶おく力りよくも安定していた。


　単に気候のせいなのだろう。そういえば、いつもに比くらべて勘かんも鈍にぶっている気がする。クラスメートの話しぶりから小こ遣づかいの額を当てたときに比べると、今は競輪の予想屋以下でしかなかった。


　仲丸は気分を紛まぎらわしたかった。こんな精せい神しん状じよう態たいでＢ組にいると、極ごく悪あく非ひ道どうなクラスメートに食い物にされてしまう。なにしろ連中ときたら、自分以外は全てキャッシュカードくらいにしか思っていないのだ。弱みを見せたら身ぐるみをはがされる。闇やみ金きん融ゆうみたいな奴やつらだ。


　クラスメートから見れば、仲丸は闇金の一員どころか元もと締じめなのだが、彼自身はそんなことをつゆほども思っていない。自分のような清せい廉れん潔けつ白ぱくですこやかな高校生が、Ｂ組でわりを食うのだと本気で信じていた。


　彼は外の風に当たろうと、校こう舎しやの屋上へ向かった。


　最近の屋上は、色々な人間が使ったせいか、教きよう師しの目が厳きびしくなりつつあった。噂うわさでは式しき森もり和かず樹きとその友人たちがよく利用したという。


　やはり式森かと彼は思った。あいつは油ゆ断だんがならない。成せい績せきも悪く臆おく病びような男だが、どういうわけか損そんをしないポジションについている。本人は「お前らのおかげで僕ぼくの一生は不幸だ」などと言っているが、金かね儲もうけの抜け駆けが発覚してウルグアイに逃とう亡ぼう、潜せん伏ぷく先のモンテビデオで銃じゆう撃げき戦の末捕とらえられ、今は厳げん重じゆうな監かん視し下かに置かれている柿かき本もとに比べれば、天国で暮くらしているようなものだ。


　屋上への扉とびらを開ける。


　暖かい風が全身を覆おおった。日差しが目にまぶしい。


　仲丸はゆっくりと中央に向かう。昼休みには屋上で食事をする生徒の姿すがたもあるが、今は誰だれもいない。


　いや、人ひと影かげがあった。


　その生徒は柵さくにもたれ、ぼんやりと外を眺ながめている。特に目的があるように感じられない。仲丸と同じように、風にあたりに来たようであった。


　髪かみが風で波打ち、スカートが微かすかに揺ゆれる。女子生徒であった。


　仲丸の知っている顔だった。





　二年Ｂ組の拝はい金きん主しゆ義ぎ者しや、松まつ田だ和かず美みは朝から頭が重かった。彼女は健康体で滅めつ多たなことでは体調を悪くしない。いわゆる「女の子の日」はさすがにだるいが、一週間前に終わっていた。それなのに調子が良くないのだから、なにか特別変なことでもあったのかと疑った。


　思い当たる節はある。新聞部部長の鳴なる尾お来らい花かと組んで、校内新聞にテスト範はん囲い予想のコーナーを設もうけたのだ。欄らんには予想になるかならないかのすれすれの文章を載のせ、詳くわしいことが知りたい生徒には、全ぜん寮りようで使用可か能のうな食券と引き替かえに売る。


　売りとばす予想は全て和美が考えた。二学年トップの秀しゆう才さいが書くものだから、前まえ評ひよう判ばんはいい。だが実じつ際さいは滅め茶ちや苦く茶ちやである。彼女は元からまともに予想する気がなく、適てき当とうに書きとばしたのだ。真ま面じ目めにやると学校側から目をつけられるため、「遊びです」と逃にげられるようにしたのだ。


　もちろんそんな事じ情じようまで客に説明するつもりはなく、ひたすらに予想を売りまくった。テストは当分先だから、まだ発覚するおそれはない。久ひさ々びさの儲け話であった。


　食券は和美と来花で山分けにした。だから問題ないはずだが、油断はできない。欲よくをかいた来花が食事に毒を盛もり、体調が崩くずれるなどは十分考えられる。あるいは教師側に司法取引を持ちかけるため密みつ告こくし、和美は監視下に置かれているとか。


　どちらもありえる話であった。なぜなら自分もやるつもりだったからだ。Ｂ組でクラスメートを信じるなど、縄なわを首にかけてのバンジージャンプと同じである。


　彼女は気持ちを落ち着かせようとした。休み時間に他人の弱点か金儲けのネタを狙ねらっているクラスをそっと抜け出し、階かい段だんを上る。


　目当ては屋上だった。あそこなら邪じや魔まは入らない。外で暖かい日光を浴びれば、嫌いやなこと──金の話を逃のがしたあげく他人に儲けられたとか──を忘わすれられる。


　屋上には誰もいなかった。手すりに寄よりかかり、ぼんやりと下を眺ながめる。


　一年生らしき生徒たちが、なにか遊んでいるのかはしゃぎ回っている。誰もがきらきらと輝かがやきを放っていてまぶしかった。


　愚ぐ民みん共め、と思ったりはしない。純じゆん粋すいに、幸せそうで羨うらやましい。彼らには悩なやみがないのだろう。勉強も、テストも、友達も、青春のよき一ページとなるに違ちがいない。Ｂ組生徒のように裏うら切ぎりと利息で夜も眠ねむれないことはないはずだ。


　幸福な一いつ般ぱん人じんである。自分は、違う。


　背はい後ごで金きん属ぞく音おんがした。錆さびついた扉とびらがきしみをあげている。ささやかな孤こ独どくは終わった。誰か来たようだ。


　ゆっくりと振ふり向く。そこにいるのは男子生徒だった。


「仲丸君……」


　和美は呟つぶやいた。





　　　　○





　時間は少し戻もどる。


　その日の式森和樹は、珍めずらしく早起きをした。寝るのが快かい楽らくというより、純粋に起きるのが苦手な彼にしては珍しい。自分でも一種の奇き跡せきじゃないかと思った。


　朝食を食べに一階まで降おりる。女の子たちは一人を除のぞいて全員いた。玖く里り子こだけは、和樹以上に寝ね坊ぼうをするのだ。


「和樹さん、今日は目玉焼きですから」


　宮みや間ま夕ゆう菜なが上半身だけ振り返りながら言う。エプロン姿がよく似に合あう。実際に料理は上手だ。家事は彼女の天てん職しよくなのだ。


　ふと見ると、リビングのテーブルの上に、なにか置いてあった。


　近ちか寄よってみる。壺つぼであった。


　薄うす汚よごれているというか、くたびれている。長い間土の中にでもあったのだろうか、ざらざらしており、上薬がかけられていなかった。ところどころ欠けてもいる。


「なにこれ？」


「お父様が送ってきた壺です。中米で出土したんですって」


　夕菜の父親は考古学者で、現在は中米・南米と調ちよう査さのために回っている。もっとも噂によると、コニーという名の助手と一いつ緒しよなため、夕菜母に追いかけ回されているらしい。


　出土というくらいだから、かなり古いものなのだろう。ただ、聞かなければ薄うす汚よごれた壺にしか見えない。


「なにか大事なもの？」


「分かりません。同どう封ふうされていた手紙には、『宗しゆう教きよう的てきな価か値ちがあるかも』って書いてありましたけど」


「宗教なんだ」


「当時の人は、その壺を拝おがんでいたみたいですよ。願い事をかなえてもらうんですって」


「へえ……」


　信しん仰こうのご利り益やくとして、現世での願いをかなえてもらうのはよくある話である。精神的な安定を求める場合も多い。


　なんの変へん哲てつもない壺だから、神しん殿でんまで備そなえた大規き模ぼなものではなく、素そ朴ぼくな土着宗教らしい。農のう耕こうでの豊ほう作さくや、狩しゆ猟りようの恵めぐみを求めて祈いのったのだろう。


　和樹はなんとなく手を合わせた。特に理由はなかったが、拝んでみることにした。


（願い事かあ……）


　かなえて欲ほしいことなら、プール一いつ杯ぱい分はある。幸福とか幸福とかささやかな幸福とか。しかしいざ祈るとなると、どうでもよくなってきた。いや、どうでもよくないのだが、こんなところで願うのは不ふ謹きん慎しんな気がする。


（適てき当とうでいいや）


　今は滅ほろんだ古代の宗教である。遊び気分でやってみることにした。


（ええと……よし）


　頭に浮うかんだことを呟く。締しめとして、二回ほど手を叩たたいた。


　特に変化はない。当然だろう。目の前にあるのはただの壺なのだ。


「和樹さん、ご飯ですよ」


　夕菜に呼よばれ、和樹はテーブルに向かった。





　　　　○





　屋上で、二人の男女は向かい合っていた。


「松田……」


　仲丸も呟いた。


　和美は彼にとって終生のライバル、恐おそるべき天てん敵てきである。彼女は金かね儲もうけにも陰いん謀ぼうにもめざとい上に鼻が利きく。仲丸が密ひそかに進める計画をどうやってかかぎつけ、分け前を要求するのだ。「お前はヤクザか」と罵ののしると、「じゃああんたは企き業ぎよう舎しや弟ていね」と言い返すほど面つらの皮も厚あつい。


　彼は硫りゆう酸さんがなみなみと注つがれたビーカーを持つ慎しん重ちようさで、柵さくまで近づいた。


　和美は少しだけ仲丸を眺ながめていたが、やがて視し線せんを前に戻もどす。手すりにもたれかかる姿し勢せいは変わりない。


　彼女の横顔は愁うれいをおびていた。


　疲つかれているのだろうかと仲丸は思った。和美のこんな表情は見たことがない。いつもは金と権けん力りよくを求め、ただならぬ迫はく力りよくを宿している。


　同時に、ずいぶんと美しく感じられた。同じクラスの夕菜とも違ちがう、知的な雰ふん囲い気き。


　こいつこんなに美人だっただろうか。どうしたんだ。そう考えた直後に、疲れているのは俺の方だなと思い直した。なにしろ松田が綺き麗れいに見える。


　彼女と同じように、鉄柵に寄りかかる。わずかに柵がたわむ。
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　眼がん下かを眺める。一年生の男女が楽しそうに騒さわいでいた。


「……平和な奴やつらだ」


　ぽつりと呟つぶやく。


「悩なやみなんてないんだろうな」


「……仲丸君、わたしと同じこと考えるのね」


　視線を動かさず、和美が言う。


「あの子たちは幸せよ。友情を信じなかったことがないって顔をしてるわ」


　苦く笑しようする仲丸。


「俺も信じている」


「え？」


「友情さ……中国の首都だろう」


「それは一年のときに誰かが言ったことよ。友情は違う。確か……食品添てん加か物ぶつの名前」


「そうだったか」


「そうよ」


　仲丸は「そうだな」と呟いた。友情がなんでもかまいはしない。たとえそれが、食品添加物であろうとも。


　真下で教きよう師しが歩いているのが見えた。眠ねむそうに足を引きずる姿。自分たちの担たん任にん、伊い庭ばかおりだ。


　彼女に「友情は中国の首都か食品添加物の名前です」と言ったらなんと答えるだろう。「正せい解かい」か「幼よう稚ち園えんからやり直せ」か。きっと「そんなことよりゲームをやれ。バンゲリングベイがアツい」と言うにちがいない。あれはそういう女だ。かおりにとってゲームは人生だ。Ｂ組生徒にとって金が全すべてと同じように。


「金か……」


　仲丸は静かにその単語を口にした。


　甘かん美びな響ひびきだった。「か」ときて「ね」。発音に高こう貴きさすら感じる。これ以上美しい単語があるだろうか。「金曜日」も「金かね曜よう日び」に、「金きん閣かく寺じ」も「金かね閣かく寺じ」に変へん更こうすべきだ。


「金よ……」


　和美もまた、同じ想おもいだったようだ。


「わたしたち、お金のために努力してきたわね……」


「ああ……なんでもした」


「覚えてる？　わたしたちが初めて顔を合わせた日のこと」


「忘わすれるものか」


　一年生のとき、まだＢ組ができたばかりのころ。


　クラスメートたちは全員、大人しく、おどおどしていた。仲丸も「高校生になり、不安で不安で仕し方かたありません」という顔をしていた。もちろん演えん技ぎにすぎない。中には本当に不安だった生徒（式森和樹）もいたが、大半は相手を油ゆ断だんさせる手しゆ段だんだった。


　当時の担任中なか村むらはクラスの状じよう態たいを知り、「皆みなで団だん結けつし、Ｂ組を盛もり上げようじゃないか」と語っていた。その言葉通り、まもなくＢ組は盛り上がる。予想もつかなかった方向に。


「あたしがＢ組のみんなを見て、なんて考えたか知ってる……？」


「いいや」


「『こいつらちょろい』って思ったの。わたしは虫も殺せない、臆おく病びようで、無口な女の子を演じていた。引っかかるなんて、なんて単たん純じゆんなんだろう。そう、思っていた……」


「俺おれだって同じだ。全員、マルチ商法の宣せん伝でんにつられた客に見えた。ここなら一ひと財ざい産さんを築きずくのも夢ゆめじゃない。そんな気持ちだったな……」


「まさか……まさかあんな連中だったなんて……」


　和美がかすれた声で漏もらす。その中には、堪こらえようとしても堪えられない悔くやしさが混まざっていた。


　Ｂ組で最初に金の話を持ちかけたのは和美だった。彼女はほとんど会話のないクラスの中で、「お母さんが病気なの。でもお金がなくて……」と切り出したのだった。


　それを聞いたのは鳴尾来花。深く同情した来花は「あたしが貸かしてあげる。手形で」と言った。


　受け取った手形はどう考えてもうさんくさく、流通しそうになかった。和美はなにも言わず本物っぽく見えるよう細工をし、涙なみだを浮かべながら「お兄ちゃんが交通事じ故こを起こしたのに入院費用がないの。これを買って……」と浮う氣き光みつ洋ひろに転売した。


　やがて手形は様々な人間の手に渡わたり、最後はＦ組の誰かが買わされていた。何な故ぜか四枚まいに増ふえていたという。


「あれはわたしだけが儲もうける予定だった……でも気づいたら、クラスのほとんど全員がお金を増やしていたわ。わたしのネタだったのに……。それからよ……世の中には悪あく魔まみたいな人間がいる。それが高校の一つのクラスに集中することもあるんだって思うようになったのは」


「Ｂ組は信用できない。今さら繰くり返したところで……」


「最後のどさくさでＦ組に売りつけたのは、仲丸君、あなたよ……」


　仲丸は、優やさしげに口の端はしを曲げた。


「あれは……忘れるようにしている。想おもい出にするには、儲けが少なすぎたのさ……」


　和美がゆっくりと顔を動かし、仲丸を見つめた。


「噓うそが得意ね……仲丸君」


「得意じゃない。口止め工作にも金を使ったからな」


「それも噓……」


「やめろよ。ただ俺は、噓が必要な人に……そっと囁ささやいてあげるだけ……」


「それは……テストの問題をでっち上げて、教員から流出したと偽いつわって、売りさばいた時の話……？」


「ああ……」


　まったくの噓でも、せっぱ詰つまった人間には通用するものだ。不安を覚える生徒に、偽にせテスト問題は飛ぶように売れた。本当に流出したわけでもないので、教師側からの追つい及きゆうもない。仲丸由紀彦、会心の金儲けであった。


　和美は笑わなかった。事じ情じようを知らないものが見れば、少女が昏くらい陰かげを背せ負おっている図だが、実じつ際さいは仲丸の儲けがしゃくに障さわっているだけ。


「Ｂ組は信用できない。他にも沢たく山さんある。あれは……文化祭の時だったかな」


　仲丸が遠くを見つめる。


「色んなことがあったわよ……」


「最初に言い出したのは誰だれだったか……模も擬ぎ店をチェーン店にしようと言い出したんだ。他ほかのクラスにノウハウを売って、マネジメント料を取る。そうすれば、昼ひる寝ねをしてても莫ばく大だいな金が入る。誰もがそんな夢を見ていた……」


　コンビニみたいにフランチャイズ化して、売り上げの一部を徴ちよう収しゆうする気だったのである。高校生のお遊びにしては画期的すぎるアイディアに、Ｂ組は興こう奮ふんした。ちなみにこれを言い出したのは他ならぬ仲丸である。


「夢を見る権けん利りはあるもの。みんな一いつ攫かく千せん金きんを確かく信しんしていた……あのときは、クラスが一つになったわね」


「楽しかったよ。普ふ通つうに文化祭に参加しようって言い出した式森を、火あぶりにして……」


「異い分ぶん子しを排はい除じよするのは全体主しゆ義ぎだけの特権じゃないわ。それにあたしたちは、式森君が嫌きらいなんて言ってない……ただ、彼とは歩む道が違ちがうだけ」


「ノウハウのためのマニュアルは、チームを組んで書いた。分かりやすくイラストを多用し、役に立つことばかり」


「本気で売り上げ狙ねらったから……。あのときだけは教師に密みつ告こくする人間もいなかった。伊庭先生にだって黙だまっててもらった……」


「絶ぜつ版ぱんソフトを渡せば、伊庭先生はいくらでも目をつぶるのさ」


　ファミコンソフト「たけしの挑ちよう戦せん状じよう」を受け取ったかおりは、喜んでなにも見ていないふりをしたのだった。


　仲丸発案の模擬店チェーン店化計画はクラスの圧あつ倒とう的支し持じを受け、順調に進んでいった。しかし思わぬ所から計画は破は綻たんする。


「まさか……綿わた飴あめ派はと水風船派に分ぶん裂れつするとはな……」


　仲丸は、いかにもむなしそうに回かい顧こした。無念を表すように、手をぎゅっと握にぎる。


　肝かん心じんの模擬店をなににするかで、クラスの意見が二分されたのだ。当初は食品（綿飴、焼きそば、たこ焼き等）、玩具おもちや（水風船、お面等）、その他（射しや的てき等）で話しあわれていたが、やがて綿飴と水風船に吸きゆう収しゆうされる。二つは派は閥ばつを立ち上げ、例によって密告、買収、テロが横行した。


「俺は混こん乱らんを回かい避ひしようと必死だった」


「企画料として、自分だけ報ほう酬しゆう倍を主しゆ張ちようしていたもんね……」


「だが欲よくに目がくらんだ人間に、なにを言っても無む駄だだった。そうしているうちに、俺の足を引っ張る計画まで発覚して……」


　模擬店の出店場所を区く割わりし、場所代を取ろうとするグループが現あらわれたのである。額がくはフランチャイズ代と同じ。取られる方は、負ふ担たんが倍になる。


「あれじゃ誰も興きよう味みがなくなる……計画はご破は算さん。俺は詐さ欺ぎ師し呼ばわりだ」


「誰がやったのかしらね……」


　犯はん人にんはこの女である。


「今となってはどうでもいい。仕方がないから俺は式森に責せき任にんを押おしつけた」


「式森君なら、みんな納なつ得とくするもの」


　夕菜と仲のいい和樹は、常つねにやっかみの対象である。足を引っ張ってやりたいと思うものがうようよしているため、なにかにつけて被ひ害がい担当となる。しかも、実際になにをしたかは関係がない。


「でも、逃にげられちゃったのよね……」


「あいつの危き機き回かい避ひ能のう力りよくは恐おそろしい。友人の俺から見ても、人間業わざじゃないと思うときがある……」


　仲丸は悔くやしさとも感心とも言えないため息をついた。


「いつもそうだ。損そんをするのは俺たちで、得をするのは式森……不公平な世の中だよ」


　和樹が聞いたら、抗こう議ぎしたであろう。


「式森君、か……」


　和美は髪かみをかき上げた。


「今、なにしてるのかしら……」


　財さい布ふでも落としていればいいんだが、と仲丸は思った。





　　　　○





　一方こちらは生徒会室。


　和樹は寒気を感じて、身体からだを押おさえた。背せ筋すじに悪お寒かんが走っていた。


　隣となりの風かぜ椿つばき玖里子は、怪け訝げんに思って机つくえの上にある安物の温度計を眺ながめた。


「二十二度。寒くないわよ」


「いや……なんだか悪寒がして」


「誰か噂うわさでもしてるのかしらね」


　そうかもしれませんと和樹は呟つぶやき、玖里子の机の上に、抱かかえていた物を置いた。


「あら。これ持ってきたの」


「ええまあ」


　宮間健けん太た郎ろうから送られてきた壺つぼであった。こうしてみると、家で見たときよりくすみを感じる。


「うちにはもう置く場所がありませんから、どこかに飾かざれないかって思ったんです」


　同行していた夕菜が言う。


「でも生徒会室？　骨こつ董とう商に売ればいい値ねになるんじゃない？」


「送ってもらったものを、売るのもちょっと」


「まあねえ」


　玖里子が壺の上辺を撫なでる。


「お祈いのりの対象だったのよね」


「現地ではイコン的なものだったそうですが」


　神かみ城しろ凜りんが、興味深げに観察していた。その隣では栗くり丘おか舞まい穂ほが、背せ伸のびをしながら眺ながめていた。


「素そ朴ぼくな信しん仰こうだとは思いますが、外に広がる気はしませんね」


「カーゴカルト（飛行機を信仰する宗教）だってあるんだから、まともな方よ」


　玖里子は夕菜を向き、


「昔は、この壺にお願いしてたんでしょ」


「お父様はそう言ってました」


「今でも効きくのかしら」


「やってみます？」


　玖里子は腕うで組ぐみをしながら、


「願いねえ……なにかあったかしら」


「じゃあ、わたしやってみます」


　夕菜が壺の前に立った。やや頭を下げ、両手を合わせる。


「えーっと、一日も早く和樹さんのお嫁よめさんになれますように」


　聞いていた和樹は口を「い」の字に開けたが、玖里子と凜は冷ややかになった。


「図ずう々ずうしいわよ」


「夕菜さんはいつもそれですね」


「もちろんです。わたしの一番の願いですから」


　夕菜はさらりと言った。彼女にとっては、世界平和よりも優ゆう先せんする願望なのである。


「あたしならもうちょい別な願いにするけどー」


　と玖里子。


「どんなことです？」


「やらせて」


　同じように壺の前に立つ。


「えーっと、もっと金持ちになって、もっとスタイルが良くなって、もっと美人になって」


　夕菜が「今でもお金持ちでスタイルが良くて美人なのに」と呟く。


「そんで和樹が一生あたしの奴ど隷れいになりますように」


　今度は和樹が「ひい」と叫さけんだ。夕菜が慌あわてて抗こう議ぎをする。


「玖里子さん！　なんてことを言うんですか。和樹さんをそんな……」


「大だい丈じよう夫ぶ。和樹はマゾだから。きっと喜ぶ」


「そういうことじゃありません。わたしのものなのに……。壺さん、玖里子さんのお願いは、なしにしてください」


　当然だが、壺は返事をしなかった。静かに置かれたまま。


「凜さんはやらないんですか？」


「信仰を否ひ定ていはしませんが、壺相手は少々……」


「なに言ってんですか。ほら」


　夕菜によって、剣けん豪ごう少女は強ごう引いんに立たされた。渋しぶ々しぶといった感じで、手を合わせる。


「えー、天にまします……違ちがうな……はらはんにゃー……これも違うか……あー、ごにょごにょごにょ」


　いくつか既き存そん宗教の祈りを唱えたあと、小声で願いを口にする。


　夕菜と玖里子は耳を近づけた。


「聞こえませんけど」


「聞こえなかったわねえ」


「……他ひ人とに聞こえるようにやるものではありません！」


　何な故ぜか怒おこり出す凜。


「聞かれては効果も半はん減げんです」


「もしかして、聞かれちゃまずい願いだったんですか？」


「教えません」


「なんか和樹がどうのこうのって言ってたような……」


「玖里子さんは黙だまっていてください！」


　赤面して騒さわぎ出す凜。その隙すきをついて舞穂が「舞穂のお願いは××××で××──」と大声で喋しやべりだしたので、これは全員で止めた。


　夕菜は、はあっと息を吐はいた。


「ふう……壺さんもこんな目にあったら、疲つかれちゃうでしょうね」


「案外日にち常じよう茶さ飯はん事じだったかもよ」


　玖里子が肩かたをすくめる。


「和樹はやんないの？」


「僕は……朝やってみたんです」


　和樹はリビングで壺を拝んでみたと説明した。


「どんなお願いしたんですか？」


　夕菜が訊きく。


「たいしたことじゃないんだけど……ウチのクラスのことを」


「伊庭先生なら、ゲームを欲ほしがると思います」


「先生じゃなくて、仲丸と松田さんのこと。あの二人さあ、いつも僕をいじめるだろ。だから大人しくなって欲しいって思ったんだ」


「大人しく、なんですか？」


「いっそあいつらカップルになっちゃえば、もう僕を馬ば鹿かにできないんじゃないかって考えて。松田さんはまんざらじゃないんだろ、だから……。でもそんな願い、かなったりしないよねえ」


　和樹は苦く笑しようして、壺を軽く叩たたいた。





　　　　○





　仲丸は無言で目線を前方に戻もどした。


　ちちちち……。鳥の鳴き声がする。巣に戻るのだろうか、小さな影かげが、樹きの上を横切っていった。


「あの鳥が……」


　和美が言う。


「あの鳥が……金か権力を運んでくれないかしら……わたしに」


「そんな都合のいい話が、あるといいな……俺だけに」


「わたしよ……」


「俺さ……」


　顔を見合わせ、ふっと笑う。そこには高校生だけが分かりあえる連帯感と、「やっぱりこいつの欲よく望ぼうは底なしだ」という確かく信しんが漂ただよっていた。


　二人は金と同じくらい権力を好んでいた。この場合の権力には、他人を顎あごでこき使える政せい治じ力りよくから、人を見下せればなんでいいというものまで、全すべて含ふくまれている。


　むろん、Ｂ組の生徒ほとんど全員が同じ欲求を持っている。ごく一部（和樹、夕菜、舞穂、杜もり崎さき沙さ弓ゆみ）に例外はいるが、その分を他の人間が強すぎる権力欲でおぎなっていた。


　権力を巡めぐるトラブルは、金を巡るトラブルと同じくらい起こっている。地位のために金銭を投入するものも多いので、泥どろ仕じ合あいぶりは金を巡るものよりも遥はるかに上回っていた。


「権力か……。難むずかしいな。あれを手に入れるには、俺たちは……素す直なおすぎる」


　仲丸の声には、珍めずらしいことに空むなしさがこもっていた。


「そうね。学級委員、決まらないものね……」


　和美もゆっくり同調する。


　権力の亡もう者じやでもあるＢ組生徒には、学級委員（と会計）は美お味いしすぎる地位である。この二つの兼けん任にんを可か能のうにしてしまったため、決定は常つねに揉もめていた。学校と生徒会には「早く決めろ」と催さい促そくされているが、買収と裏うら切ぎりが横行するためまるでうまくいかなかった。


「選挙の予よ備び選。予備選の予備選。推すい薦せん人にんを決めるための選挙。立会人を決めるための選挙。投票方法を決めるための選挙。投票用紙を印いん刷さつする方法を決めるための人員を決定する選挙。きりがない……」


　和美が口にするたび、一つ一つ指を折る。ちなみに後半の三つを最初に持ち出したのは彼女である。


「みんな、知っているのさ。権力は怖こわい。この世の中の汚きたないものから目を背そむけることが許ゆるされず、それでいて自分まで染そまっていく。そして自分が権威という魔ま物ものに取り憑つかれるのを拒きよ否ひできないんだ。そんな困こん難なん、他人に押しつけられるか？　だから──」


　俺がやる。


　仲丸はそう口にした。


　和美は微かすかに震ふるえ、小さく、それでいて消え入ることがないように言う。


「駄だ目め……仲丸君が学級委員になるのは駄目。そんなことしたら──」


　わたしたちは全員あなたの下僕しもべになってしまう。彼女の瞳ひとみはそう訴うつたえていた。


　仲丸は首を振ふる。


「俺のことは心配するな……」


「してない……わたしは自分のことだけが心配。だから、あなたに権力を持たせるのは嫌いや……」


「じゃあいっそ、俺たち二人で──」


　学級委員になるか。結けつ婚こんのプロポーズみたいに彼は言った。


　和美は恥はずかしそうになりながらも、きちんと答える。


「駄目。分かっているでしょう……」


「……クラスの連中が反対するだろうな」


「銃じゆう火か器きとか持ち出してくるわよ……」


「心の狭せまい奴やつらだよ……」


　二人とも自分のことは、成せい層そう圏けんまで届とどく棚たなのてっぺんに上げた。


　苦笑しながら、仲丸と和美は柵さくの外を眺ながめる。


　風は止やんでいた。


「クラスで権力を握にぎるのは容よう易いじゃない」


　そんな仲丸の台詞せりふを和美が続ける。


「他人が得することには耐たえられないもの。金も、権力も……恋れん愛あいも」


「どいつもこいつも、ひがみやがって」


「あなたは違ちがうの？」


「ひがむとも」


　あっさりと仲丸は言いきる。


　色と欲と金。Ｂ組生徒はこの分かりやすい欲よつ求きゆうを誰だれよりも好むため、自分ではなく他人が得ることが許ゆるせなかった。全ての基き準じゆんは自分だけなのだ。


「恋愛は許せん。あれは全てを台無しにする悪あく党とうの行こう為いだ」


　故ゆえに和樹イコール悪党なのである。


　和美は仲丸の主しゆ張ちように同調しなかった。いつもならアジるかさらにひどい理り屈くつを並ならべるのだが、どうしてかぼんやりしている。


「恋愛か……」


　あの守しゆ銭せん奴どが、ろくな反はん応のうをしない。それどころか、頰ほおにうっすら赤みがさしているような感すらあった。


「仲丸君、恋こいに興味はないの？」


「会員制せいデートクラブなら経けい営えいしたいと思うが」


「そうじゃなくて、あなた自身のこと」


　言われて、仲丸は我わが身を振り返った。権力欲や金銭欲は優ゆう先せん順位の一位二位を争っているが、己おのれの恋愛となるとかなり下に位置する。しかも繰くり上がる要素がない。


「ないな」


「そう……」


「お前はあるのか」


　馬ば鹿かなことを訊きいたと思った。自分以上の金の亡もう者じやに、質しつ問もんする方が間違っている。


　だが和美は無言だった。


　しばらく外を見つめ、それからほうっと息を吐いたりしている。誰でもある動作だが、ここまで頻ひん繁ぱんなのは珍めずらしい。


「どうした」


「さっき、仲丸君が言ったこと、考えてみたの……」


「なんだっけか」


「二人で学級委員になろうって話」


「反対されるだろう」


「そうじゃないの……。わたしと仲丸君が二人っきりってこと……」


　どうにも意味が理り解かいできず、仲丸は首をかしげた。和美はじっと見つめてきて、気のせいか瞳が潤うるんでいるようにも見える。


　彼女はすっと近ちか寄よってきた。





　このとき、生徒会室に置かれた壺つぼが、低く唸うなりながらかたかた揺ゆれていたのだが、気づいたものはいない。





　仲丸はつい腰こしを引いた。


　和美の雰ふん囲い気きが普ふ通つうではない。なにか間違ったオーラを発している。しかもよりによって、そのオーラはピンク色だった。


　まずいと思う仲丸。しかし彼の身体からだはそれ以上動かなかった。おまけに視し界かいにはもやがかかっている。もやかどうかは定さだかではないが、とにかくおかしい。和美が美人で、色っぽく、なんだか放ほうっておけないように見えてきたのだ。


「ねえ仲丸君……わたし、とてもどきどきしている」


「……持病か？」


「わからない……心しん臓ぞう病かもしれない。でもこんなこと、あなたを見なきゃ起こらない」


「実は俺も……松田の前にいると」


　仲丸は正直に告白した。


「身体が熱くなるんだ。どうしていいか分からなくなるくらい……。お前もしかして、インフルエンザのキャリアか？」


「そうかもしれない……きっと、二人の仲を燃もえ上がらせるようなウィルスよ！」


　和美は仲丸の胸むねに飛び込んだ。仲丸もぐっと抱だきしめる。


「ああ、仲丸君、あなたはきっとインフルエンザウイルスＨ３Ｎ２型よりわたしの心に突き刺ささるわ。香港ホンコンＡよ！」


「松田はＨ１Ｎ１型より高熱を発するぜ。ソ連Ａだ！」


　固く抱きしめあう二人。それからもジフテリアだマラリアだアメーバ赤せき痢りだと、感かん染せん症しようの名前を連れん呼こした。


　そして互たがいに見つめあう。その瞳ひとみの中には、ちょっと歪ゆがんだＬＯＶＥの字が浮うかんでいた。


　ゆっくりと、唇くちびるが距きよ離りを縮ちぢめていく。学校の中だというのに、躊ちゆう躇ちよせず愛を確たしかめあおうとしている。


　まさに触ふれあおうとした次の瞬しゆん間かん。


　どこかで微かすかにだが、「ぱかん」という音がした。


　不意に仲丸と和美の動きが止まった。どちらもぱっと離はなれる。


　ゆっくりと、和美の瞳の色が元に戻る。仲丸も目の前が、霧きりが晴れるように鮮せん明めいになった。


　頭を振ふった。


「なんだ一体」


「……色々口走っちゃった」


　和美は元の口く調ちように戻っている。いつものままだった。


「驚おどろいた。熱でもあんのかと思ったぞ」


「仲丸君も変だったわよ……そういえば、朝から頭がぼーっとしてたの。気持ちもずっと重くて」


「お前もか。俺もなんだ」


　仲丸は下か腹ふく部ぶをさすった。今でも胃のあたりがむかむかしている。


「誰かの陰いん謀ぼうじゃない？　水道水に毒を入れられたとか」


「ありうるな。でなきゃお前が、あんなこと言うわけもない」


「え……それは……」


　なにか言いかけたので、仲丸は和美の次の台詞せりふを待ったが、彼女はそこで口を閉とじた。代わりに、


「ウチのクラスの誰だれかの仕し業わざね。あたしたちに恨うらみを抱いている人物。式森君かしら」


「ありうる。あの野や郎ろう、親友に対してなんて仕打ちだ」


　憤ふん慨がいする仲丸と和美。証しよう拠こもなにもない。勘かん以下の当てずっぽうだが確信していた。全すべての犯はん人にんは和樹である。
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「あいつを捕つかまえて締しめ上げよう。動機を吐はかせるんだ」


「面めん倒どうだから磔はりつけでいいわ。死んだらそのときよ」


「一度死んでるしな」


　二人は駆かけ出し、屋上から降おりた。





　　　　○





　生徒会室にやってきた夕菜は、室内を見み渡わたした。


「……あの壺、どうしちゃったんですか？」


「あれね、なんか割われちゃった」


　玖里子が肩かたをすくめ、


「掃そう除じしてたらさあ、落っことしちゃって真っ二つ。ごめんねえ」


　ちょうど割れた時じ刻こくは、和美が正気を取り戻しているころだったが、二人には知るよしもない。


「もらいものですから……でも、もったいなかったですね」


「夕菜ちゃん、なにしに来たの」


「和樹さんを捜さがしに来たんです。いなくなっちゃって」


「あー、さっきあんたのクラスの人が、廊ろう下かを引きずってたわよ。仲丸と松田だったかしら」


「どこに行ったんでしょう」


「極ごく悪あく人にんは処しよ刑けいだって騒さわいでいたから、中庭かしら。磔台を作ってたのよねえ」


　夕菜は慌あわてて窓まどを開けた。


　ちょうどそのとき、中庭からは和樹の悲鳴があがっていた。




　第十四話　とりっぷ・ざ・わーるど










　ある日の朝。まだクラスには、ほとんど人がいないときのこと。


　葵あおい学園二年Ｂ組のデマゴーグ、鳴なる尾お来らい花かが持ってきたのは、古ぼけた本の山であった。彼女はよろめきながら教室の扉とびらを開けると、自分の机つくえにドン、と置いた。


　来花はこわばった肩かたを二、三度回すと、上に積もったほこりをはたいた。


「なんだそりゃ」


　さっそく集まってきたのは仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこ以下、好こう奇き心しんと金の匂においに敏びん感かんな面々である。朝っぱらから登校しているのは、なにも勉強がしたいからではない。校内に小こ銭ぜにでも落ちていないか捜さがすためだ。数時間かけて捜したかいあって、十円玉が一枚まいだけ見つかり、さっきまで所有権けんを巡めぐって血みどろの争いを繰くり広げていたところであった。


「見れば分かるでしょ。古本」


　来花は何冊さつか手に取った。仲丸に渡わたす。


　彼はぱらぱらとめくった。


「一いち応おう日本語だな。聞いたことのない作者だ」


「これ、ちょっと前に流行したＳＲＰＧのシナリオよ」


　来花は冊数をチェックしながら言った。


　ＳＲＰＧとは、Sleep Role Playing Gameの略りやくで、架か空くう世界の登場人物になって楽しむゲームである。通つう常じようのＲＰＧと違うのは、文字通り「眠ねむりながら」おこなうことで、参加者全員が夢の世界で同じ体験をする。遊ぶにはシナリオブックに一定量の魔ま力りよくをチャージすればよく、あとは寝ねるだけで全すべてが進行した。


　口で語るより状じよう況きようが理解しやすいため、一時期はそれなりに流行した。しかし「声をかけてもなかなか起きない」「ホラーだとトラウマになる」「全員が寝ね言ごと喋しやべっているようで気持ち悪い」などの苦く情じようが相次ぎ、規き制せいが敷しかれ、今では完全に衰すい退たいしていた。


「よく見つけてきたな」


「図書館で本の破は棄きがあったのよ。ゴミにまぎれていたのをもらってきたわけ」


「で、これどーすんだ」


　仲丸が本を戻もどして訊きく。


「売ろうと思ってたんだけど……」


　来花は言葉を濁にごした。規制品なので販はん売ばいをためらっているわけではない。そんなことでひるむ人間はＢ組にはいない。単に流行遅おくれなので、見向きもされない可か能のう性せいがあるためだ。


　なにより、シナリオの面おも白しろさがわからない。プレイヤーの自由度が高いゲームで、物語の中に入ってしまえば、かなり色々なことができる。それだけに元がしっかりしていないと、すぐに破は綻たんしてしまうのだ。


「誰だれか試ためしにやってくれるとありがたいのよねえ」


　その台詞せりふに、仲丸以下は苦い顔をした。魔力が豊ほう富ふなので、少しくらいのチャージはなんともないが、へたをすると寝ている間に細工をされるかもしれない。財さい布ふから札さつを抜ぬかれるくらいは覚かく悟ごする必要があった。


「あー……お前やれば」


　仲丸が、隣となりにいる浮う氣き光みつ洋ひろに言った。


「こういうゲーム好きだったよな」


「俺おれの中でブームはすぎた。今は双すご六ろくの時代だ。興きよう味みはない」


　全員が、「双六ってなんだ。今考えついたんじゃないのか」と思った。


「こういうのは六む車ぐるまが得意のはずだが」


　浮氣に名指しされた背せの低い少年は、露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。


「持ってたよ、そのシリーズ。だけど人にあげちゃったんだよね」


「なんでそんなもったいないことを」


「だってつまんないんだよ」


　非ひ常じようにもっともなことを言う。


「質しつにばらつきがあるんだ。ストレスが溜たまってやってられない」


　わかりやすい理由である。ゲームというのはストレス解かい消しようのためにやるものであって、逆ぎやくではないのだ。


　六車の発言を聞き、一同は余よ計けいにやる気をなくしていた。


「……元はゴミだけど、捨すてるのってもったいないわ」


　と来花。


「誰か引き取ってくれないかしら」


「だから試しにやってみればいいんだろ」


　無む責せき任にんに仲丸が言う。


「案外面おも白しろいかもしれん。そうしたら、『ＳＲＰＧ幻まぼろしの傑けつ作さくシナリオ発はつ掘くつ』とか銘めい打うって、オークションにでも出せばいいんだ。あとは共同作業で値ね段だんをつり上げ、適てき当とうなところで売り抜ければいい」


「そのやってくれる人がいないんだって」


「見つくろえばいいだろ。ゲーム好きで、気が弱くて、いなくなってもＢ組には損そん失しつにならない奴やつ……」


　仲丸の台詞に、腕うでを組んで考える一同。


　そのとき、教室の扉とびらが開いた。


「おはよう」


　入ってきたのは式しき森もり和かず樹き。今日の日直なので、早めに登校してきたのだ。


　全員がぱっと、彼の方を向く。


「え……なに？」


　和樹がたじろいだ。


「よく来てくれた式森。まあ座すわれ」


　仲丸がにこにこしながら手て招まねきをする。


「……なんだよ」


　和樹は入り口付近で立ち止まっていた。こういうときにはどんな目にあわされるか、身に染しみて知っているためだ。警けい戒かいするように身体からだを引いている。


「なんでもないって。来いよ」


　動こうとしない和樹の両腕を、浮氣と六車が押さえた。そのまま引きずってくる。


「ちょっとおい、なにするんだよ！」


　来花が机つくえと椅い子すをセット。仲丸は呪じゆ文もんを唱え、本に魔力を充じゆう塡てんさせる。


「なんでもない。楽しいことだ」


「噓うそだろ。やめてくれ！」


　和樹は強ごう引いんに座らされた。机に本が置かれ、後頭部を摑つかまれる。


「これから素す晴ばらしい夢ゆめの世界だ。うらやましい奴やつめ」


「だったら自分で行けよ！」


「俺たちはいく気はない。こういうことは親友に譲ゆずるもんだ」


「親友なんかじゃない！　僕は仲丸と友達になった覚えなんかない！　離してくれ！」


「それは断ことわる」


　和樹の額ひたいが本に押おしつけられる。次の瞬間、彼の全身から力が抜け、まぶたが閉とじられた。





　　　　○





「わっ！」


　和樹は叫さけぶと同時に跳はね起きた。なんだか嫌いやなことをやらされていたかのように、心しん臓ぞうがどきどきしていた。


　どうもベッドに寝ねかされていたらしい。といっても粗そ末まつなもので、木き枠わくの中にわらを敷しき詰つめ、そこで横になっていた。


　自分の身体を確かく認にんする。怪け我がはない。服も着ている。鎧よろいはある。剣けんも持っている。


　鎧？　剣？　和樹は驚き、しみじみと眺ながめた。ベッドのすぐ横に、脱ぬぎ捨すてられた鎧と、剣が立てかけてあった。


　なんでこんな武ぶ具ぐが、と考えた瞬間に納なつ得とくした。むしろない方がおかしい。この世界に装そう備びは必ひつ須すだ。なければ、どんなモンスターに殺されるかわからないのだ。


　あらためて室内を見回す。簡かん素そな小屋だった。地面は剝むき出しで、天てん井じようからはところどころ光が漏もれている。恐おそらく、昔は馬小屋だったのだろう。


　まあ、屋根のあるところで寝られるだけでも幸運だ。この戦せん乱らんの時代、着の身着のままで放ほうり出された人は何人もいるのだから。


　深く納得して起きあがり、装具を着用した。剣はかなり重い。長時間持っていると、腕がしびれそうだった。


　着き替がえが終わったころを見計らうかのように、小屋に誰かが入ってきた。


「和樹さん。出発しますよ」


　宮みや間ま夕ゆう菜なだった。和樹とは違ちがい、白いローブに身を包み、同色の三角帽ぼう子しをかぶっている。手に持っているのは、楡にれの木でできた杖つえだった。


「フーゴブルクの街が、モンスターに攻せめられて大変なことになっています。早くしませんと」


　夕菜の台詞せりふに、「わかった」と返事をする。名前が漢字で街はカタカナのところに違い和わ感があったが、何な故ぜかそれでいいのだと納得できた。


　二人は小屋から出た。目の前には平原が広がっていた。


　細い街かい道どうが先まで続いていた。むろん舗ほ装そうされてはおらず、旅人が行き交かううちに踏ふみ固められ、道として使われているものだ。


　和樹と夕菜はフーゴブルクの街へ出発した。


　街道を歩く。早く向かい、モンスターの手から街を救わなければならない。これもよくよく考えると、救う理由が不明だったが、やはりそういうものだと思っていた。


　道は地平線の先まで、延えん々えんと続いているように感じられた。


「いつまで歩けばいいんだろ」


「すぐです。フーゴブルクまでテレポートしてくれる標ひよう識しきがありますから」


　夕菜が教えてくれた。なんて安あん易い、いや便利なんだ。それがあれば救きゆう援えんは簡かん単たんで、いざとなったら逃にげるのも楽だ。


　彼女の言葉通り、しばらくすると標識が見えた。「フーゴブルク行きの方かたは丸印に触ふれてください」と書いてある。


　これくらい親切だとやりやすい、と和樹は思った。あちらこちらと捜し回るのは面めん倒どうすぎる。いっそのこと、自分は座るだけで、モンスターや宝たから箱ばこの方からやって来てほしいものだ。


　木の板に白ペンキで丸がしてある。触さわろうとした次の瞬しゆん間かん。


　ボン、と音がして、黒い煙けむりが立ちこめた。


「げほっ、なんだこりゃ」


「和樹さん、もっと下がってください」


　二人は手で口を押さえ、いったん標識から離れる。


　しばらくすると煙が晴れる。するとそこには、一人の女じよ性せいが立ちはだかっていた。和樹はぽかんとして口を開ける。


「……玖く里り子こさん？」


　風かぜ椿つばき玖里子であった。彼女はいつもとは違い、真っ黒のレザーを着ている。しかも上下セパレーツとなっていて、面積は極度に狭せまい。背中からは黒い羽根が生えており、ぱたぱたと動いていた。当然のようにしっぽもある。


「ほほほほ！」


　彼女は口元に手を寄せると、高笑いした。
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「我われら『たくさんのモンスター軍ぐん団だん』に刃は向むかおうと、フーゴブルクまで楽してたどり着こうとは、なんて愚おろかなゲーム脳のうご一行様！」


「……えーと、どうしたんです？」


　和樹が声をかける。が、彼女は三角に尖ったしっぽをぴょこぴょこ動かしながら、演えん説ぜつを続けた。


「しかしそれもここまでよ、今まで倒たおしたような、ゼリーが半はん端ぱに固まった奴やつとか、遺い伝でん子し操そう作さに失敗して大きくなりすぎたキノコとは一いつ緒しよにしないことね」


　腕をばっと振る。にわかに天がかき曇くもり、雷かみなりが鳴った。


「ほほほほほ、ここから先に行きたければ、大だい魔ま王おうかおりの片かた腕うでこと、このあたし玖里子を倒してからにしなさい！」


　ノリノリであった。自分の役目をよく分かっているようで、台詞や態たい度どによどみがない。この手のゲームは白けたら最後だと、ちゃんと理解しているのだ。


「出ましたね、中ボス玖里子！」


　夕菜が杖を構かまえる。


「世のため人のため、なによりわたしと和樹さんのため、ここを通してもらいます」


「ほほほっ、フーゴブルクで予約した新しん婚こんさん用ペンションがパーになるのが、よほど惜おしいようね。大魔王かおりはちゃんと分かっていて、破は壊かいするのは一番最後にしてやるって言ってたわよ」


「最後でも壊こわさないでください！　伊い庭ば先生はなにしてるんです」


「大魔王かおりは『テトリスＤＳ』にはまって手が離せないのよ。ゲームオタクの上司を持つと苦労するわ」


　台詞が終わるや否いなや、玖里子は空を飛んだ。くるっと回転すると、両手を真下に突つき出す。


「はっ！」


　玖里子の手から稲いな光びかりが放たれた。和樹のすぐそばに命中し、轟ごう音おんと共に地面に焦こげ跡あとを作る。


「どわーっ」


　悲鳴を上げる和樹。夕菜が後ろで、なにやら呪じゆ文もんを唱えている。


「えいっ、バリヤー！」


　透とう明めいな膜まくが、夕菜の周囲に張はり巡めぐらされた。半円球のドームにすっぽりと覆おおわれている。そこに稲光が落ちるが、傷きずも裂さけ目もできなかった。


「玖里子さん、魔法なら負けません」


「ふっ、やるわね夕菜ちゃん。だけどそれには致ち命めい的な欠点があるわ」


「なんです？」


「これよ！」


　またも玖里子の手のひらから、青白い光が飛ぶ。


「うわあああっ！」


　和樹に直ちよく撃げきし、彼は身体からだを痺しびれさせて転げ回った。


「きゃーっ、和樹さん」


「バリヤーは自分だけしか守れないのよ。おかげで和樹が隙すきだらけね」


　いくつもの稲妻が放たれ、和樹は燃もえながら逃にげまどった。


「あち、あち、あちちち！」


「大だい丈じよう夫ぶですか和樹さん!?」


「燃える燃える！」


「魔法でなんとかしてください」


「僕ぼくは戦士だよ!?」


　とりあえず剣けんを抜いて振り回すが、飛んでいる玖里子にはなんの役にも立たなかった。


「はいとどめ」


　玖里子が両手をぴたりと合わせ、ひときわ強力な雷らい光こうを発はつ射しやする。


「ぎゃああああっ!!」


　和樹の全身が、真っ白な光で覆われた。





　　　　○





　和樹がうっすらと目を開けた。


「おい、起きたぞ」


　浮氣の言葉に、仲丸たちは机つくえを取り囲む。


「なんか寝ねた気がしない……」


　和樹の声は、やけに疲つかれきっていた。


「式森、夢ゆめの世界はどうだった？」


　仲丸が声をかける。


「……なんか、ファンタジーで……知り合いがたくさん出てきて……雷かみなりが……雷が……」


　うわごとばかりで、声に張りがない。来花が和樹の頭の下に敷しいてあった本を取り上げた。ページの最初をめくる。


「ええと……プレイヤーの想像力によっては、知人が登場人物になることもあります。現げん実じつ世界と同じ会話を始めることもありますので、使用には十分注意して……だって」


「雷ってのはなんだ」


　と浮氣。


「知らない。避ひ雷らい針しんの修しゆう理りでもしてたんじゃない」


「変わったファンタジー世界だな。その本どうするんだ」


「これは駄だ目めね。別のにしましょう」


　本の山から一冊さつ抜き出す。立ち上がろうとした和樹が、再ふたたび押おさえつけられた。


「おい、離はなせよ！」


「ごめんね式森君。まだあるから協力して」


「協力って……僕が一方的にやるだけじゃないか。ちょっと！」


「はいこれ」


　仲丸に本が手て渡わたされる。彼は机に載のせると、さっきと同じように、和樹の額ひたいを無理矢理くっつけた。





　　　　○





　目が覚めると、またもベッドの上だった。


　今度はわらではなく、ちゃんとした現代のベッドであった。白いシーツが敷しいてあり、クッションも適てき度どな硬さ。室内も白系けい統とうで整えられ、清せい潔けつ感に溢あふれている。


　ほっとしたが、清潔すぎるのが気になった。よく見ると家具類がまったくなく、小さいテレビが一台だけ。ベッドの脇わきには点てん滴てきのパイプが下がっており、頭のところには「式森和樹」と名札がある。


　つまり病院の個こ室しつなのであった。


「なんで!?」


　飛とび起きた。と、同時に理解をする。そうだ、謎なぞの事じ件けんに巻まき込こまれ、謎の病院に閉とじこめられたのだ。謎の病院は謎の組そ織しきによって運うん営えいされ、謎の実験を繰くり返している。和樹はここで謎の薬を注射され、謎の病気になるはずだったのだ。


　謎ばかりで分かりづらいが、そこも謎だ。今はとりあえず、謎の注射を打たれる寸すん前ぜん、謎の理由によって中止され、謎のまま寝かされていたところであった。


　謎の実験体になりたくなければ、ここから脱だつ出しゆつしなければならない。幸い病室の扉とびらは開いたままだ。


　そこに看かん護ご婦ふが、よろめきながら入ってきた。


「か……和樹さん。逃にげましょう」


　夕菜であった。白衣がなかなか似に合あっている。


「謎の実験が失敗して、謎の街は大混こん乱らんです。謎のまま死ぬ前に、早く」


「わかった。君も一いつ緒しよに逃げるんだ」


　こういうとき女じよ性せいを見み捨すてると、真っ先に殺されるキャラとして認にん識しきされる。頑がんとして慎つつしむべきであった。


　彼は夕菜と一緒に病室を飛び出した。


　廊ろう下かは電でん灯とうがちらつき、薄うす暗ぐらかった。病室の扉はどこも閉まっていて、時折うめき声や、壁かべを叩たたく音がしている。


　和樹は震ふるえあがった。威い勢せいのいいことは言ったものの、こういう雰ふん囲い気きは苦手だ。夕菜の方が、まだしっかりしている。


「和樹さん……他ほかの病室では患かん者じやさんが、謎の薬を打たれて謎の変へん異いを起こしているんです。でも探さがせば武ぶ器きとか懐かい中ちゆう電でん灯とうとかあるかもしれませんよ」


「いや、余よ計けいなこと言わなくていいから……」


　狭せまい部屋で遭そう遇ぐうしても、まともに戦えない。反射神しん経けいには自信がないのだ。


　恐る恐る前に進む。足あし下もとに非常口の方向を示しめすランプがともっているので、なんとか行く先はわかった。


　だがそこに、謎の物体が集しゆう団だんで現れた。


「うわわっ!?」


　和樹が思わず悲鳴を上げる。物体かと思われたが実は人で、しかも顔や手足が腐ってただれていた。あちこちから骨ほねも覗のぞいており、はっきり言って相当グロい。


　このゾンビと思われる一いち群ぐんの後ろには、高笑いをする女性がいた。


「ほほほほっ。和樹に夕菜ちゃん、ここが年ねん貢ぐの納おさめ時ね」


　またもや玖里子であった。今度はビキニファッションではなく、黒い軍服に身を包み、帽ぼう子しをあみだにかぶって鞭むちを持っている。


「また玖里子さんが……」


　和樹が嘆なげく。


「またとはご挨あい拶さつね。大人しく捕つかまって、我わが組織に屈くつしなさい」


「玖里子さん……なんで謎の組織の仲間になんかなったんですか！」


　夕菜が叫さけんだ。


「仲間じゃないわ。この組織はあたしが作りあげたのよ。大ボスに雇やとった伊庭かおり先生はＤＳライトを買うために、朝から家電量りよう販はん店てんに並ならんでいるわ。観念なさい」


　玖里子が鞭を振るう。ぱしっという音がして、ゾンビが右に左に動く。


　襲おそってくるかと思い、二人は身み構がまえる。だがゾンビの群れは二つに分かれると、中央に道を作った。


「ほほほっ、いでよ、我が手下！」


　号令と共に現われたのは、お馴な染じみの剣けん豪ごう少女、神かみ城しろ凜りんであった。


　いつもの胴どう着ぎを着て愛刀を提げているが、首から「現在死し亡ぼう中につきゾンビ化」と書かれた札ふだが下がっている。そのせいか表情はむすっとしたままだ。


「いくら夕菜ちゃんや和樹でも、凜の刀には勝てないはずよ」


「玖里子さん……」


　凜は嫌いやそうな表情で振り返った。


「何な故ぜ私が玖里子さんの手下で、しかも悪役なのです」


「こういうロールプレイなのよ、我が慢まんしなさい」


「どうにも納なつ得とくいきません。なんですかこの札は。いつの間に死んだのです」


「武運つたなく捕とらえられ、注ちゆう射しやを打たれたのよ。その結果ね」


「勝手なことをしないでください」


「ごちゃごちゃうるさいわね。攻こう撃げきなさい、ゾンビ凜！」


「私は動く死体ではありません！」


　そんなことを叫びつつも刀を抜く。和樹、夕菜と対たい峙じした。


「そういうわけだ。式森、悪いが覚かく悟ごしてもらうぞ」


「僕も捕まるの？」


「玖里子さんの手下の手下になるだけだ。私と一緒の逃とう避ひ行こうも、場合によってはありだが」


「なんてこと言うんですか。そんなの許ゆるしません！」


　聞いていた夕菜が怒ど鳴なった。白い帽子を床ゆかに叩たたきつけ、凜の前に進み出る。


「ゾンビなんかに和樹さんを盗とられるわけにはいきません」


「私はゾンビではありません。これからゾンビになるのは夕菜さんです」


「誰が決めたんですか」


「きっとそういうシナリオです。盛もり上がります」


「馬鹿なこと言わないでください！」


　夕菜が右手を天に掲かかげる。呪じゆ文もんを唱えた。光の粒つぶが集中する。


「謎の組織はわたしが倒たおします。えいっ、看かん護ご婦ふさんの巨きよ大だい注射器！」


　指先からの青白い噴ふん流りゆうが、凜に襲いかかる。剣豪少女は日本刀を振るい、かわした。


「なにが巨大注射器です。いつものウンディーネではありませんか！」


「注射器です。よく見てください」


　凜と、ついでに和樹も水流を眺ながめる。「わたしは巨大な注射器です」と書かれた札がかけられており、横に「この注射針ばりは使い捨すてです」と注ちゆう釈しやくがしてあった。


　凜が激げつ昂こうする。


「ふざけないでください！　こっちは真ま面じ目めなのです。それなりに」


「それなりじゃないですか！」


　少女二人が宙ちゆうを舞まった。


　日本刀と、ウンディーネではない注射器が激突した。廊ろう下かを戦場に鋼はがねと水流が飛び交かい、全すべてをヒートアップさせていく。


　和樹は頭を抱かかえて伏ふせていた。一方の玖里子は冷静な顔。


「夕菜ちゃんと凜って、頭に血が上ると周りが見えなくなるのよねえ」


　鞭を一振り。ひかえていたゾンビの群れが、もそもそ動き出す。


　和樹の顔から血の気がひく。動く死体は群れをなして、彼の方へと向かっていた。


「ぎゃーっ、夕菜夕菜、助けて！」


　白衣に身を包んだ少女は、凜との戦せん闘とうに熱中して聞いていない。玖里子が鞭で方向を示す。


「襲おそっちゃいなさい」


　ゾンビが一いつ斉せいに飛びかかってきた。





　　　　○





　和樹が悲鳴を上げながら目を覚ます。まるで断だん末まつ魔まだったので、見守っていたクラスメートたちは一瞬ひいた。


　彼はがたがた震ふるえながら、机つくえにしがみついていた。


「ゾンビが……誰だれも……助けてくれない……僕の……身体からだが……ゾンビ……」


「すげえ汗あせだな」


　仲丸が和樹を見下ろす。


「ゾンビゾンビって呟つぶやいているわよ。ホラーだったのかしら」


　来花は本を乱らん雑ざつにめくりながら言う。仲丸は別のシナリオをあさりつつ、


「売り物としては、あまり刺し激げきが強いのも考えものだな。次はどれだ」


「これがいいわね」


　本を手渡す来花。


「中身はチェックしたか」


「してないわよ。どうせ式森君が体験するんだから」


「そうだな」


　その言葉で和樹は我われを取り戻もどす。「なに考えてんだ！」と抗こう議ぎするが、全員によって黙もく殺さつされた。


　仲丸がさきほどまでと同じように、机に本を敷しく。和樹の額ひたいが押おしつけられた。





　　　　○





　今度目覚めた場所は、カプセルの中だった。


　正せい確かくにはカプセル型のベッドで、大きなゆりかごみたいな形をしている。クッション部分はふわふわで、いつまでも寝ねていたい、と思わせるものがあった。


　目の前を覆おおっていた透とう明めいなカバーが、音もなく開く。ベッドが傾かたむいて、起きあがりやすくなった。


　和樹はパジャマ姿すがたではなく、白いつなぎのような服を着ており、左ひだり胸むねに名前がアルファベットで刺し繡しゆうしてあった。今までに着たことのない、不ふ思し議ぎな肌はだ触ざわりだ。


　室内はベッドルームのようで、同じようなカプセルがいくつも並ならんでいる。窓まどはない。どうやら宇う宙ちゆう船せんの中らしい。してみると、今回の舞ぶ台たいはＳＦか。


　突然室内が赤くなり、けたたましいブザーが鳴った。自動ドアが開いて、少女が飛び込んでくる。


「和樹さん、大変です！」


　夕菜だった。「またこのパターンか」と脳のう裏りをかすめるが、すぐに思い直す。そうだ、自分はこの宇宙船の乗組員であり、長い航海の末地球に帰り着く直前であったのだ。


「悪の宇宙人が船内に侵しん入にゆうしました！　退たい治じに向かいます！」


　彼女は宇宙服を着てレーザーガンを持っている。何な故ぜ分かったのかというと、形こそサブマシンガンみたいだが、ひらがなで「れーざー」と書いてあったからだ。


　急せかされてベッドルームを出る。通路には、同じく宇宙服を着た凜がいた。


「これを使え」


　凜がやはり「れーざー」と書かれた武ぶ器きを手渡す。彼女自身は例の日本刀を持っている。


「宇宙人はこの先に出現した。追い出すぞ」


「船体に穴あなが空いて空気が漏もれて大変とかじゃないの」


「立ち寄よった惑わく星せいで採さい集しゆうした卵たまごから孵ふ化かしたという設せつ定ていだから、大だい丈じよう夫ぶだ」


　通路は非常事態を表すため、赤いランプがしきりと点てん滅めつしている。彼らは小走りに進んだ。


　いくらも行かないうちに、通路の破は壊かいされた部分にぶつかった。


「ほほほほっ！」


　また高笑い。中央に、背中から黒い触しよく手しゆのようなものをたくさん生やした、ビキニスタイルの女じよ性せいが立ちはだかっていた。玖里子であった。


「ほほほっ、この宇宙船はいただいたわ。これで地球にたどり着き、卵から孵かえった我が種族によって地球人を全員奴ど隷れいにするのよ！」


「くっ……さっき赤ん坊ぼうだったのに、もうそんなに大きくなるなんて。いくらスタイルがいいからってビキニばっかり……」


　夕菜が歯を嚙かみ鳴らす。


「そういう便利設せつ定ていのおかげで、これから派は手でな戦せん闘とうシーンになるのよ。覚かく悟ごおし！」


「させません！」


　夕菜がレーザーガンを構かまえる。和樹も慌あわてて同じポーズを取り、凜は日本刀を抜く。


　玖里子が片かた手てを上げた。


「出てきなさい、我が配下の宇宙怪かい獣じゆう！」


　背はい後ごから、小こ柄がらな女の子がちょこちょこと歩いてくる。


「がおー」


　両手をあげて楽しそうに威い嚇かくしているのは、栗くり丘おか舞まい穂ほだった。いつもの髪かみ留どめの代わりに犬耳のついたヘアバンドをしているが、違ちがいはそこだけで、あとは葵あおい学園の制せい服ふくのままだ。


　舞穂はよほど嬉うれしいらしく、何度も威嚇をした。


　和樹は夕菜の方を向く。


「えっと……退治しちゃっていいの」


「それは……怪獣ですから」


「児童虐ぎやく待たいとかになるんじゃない」


「困こまっちゃいますね」


「うにゃー、舞穂、怪獣なんだから、こっち向くー！」


　舞穂が手を振り回して抗こう議ぎをした。


「これから攻撃するんだから、戦ってくれなきゃ困るのー！」


「あ、ごめん」


　和樹は詫わびて、前に向き直った。舞穂は機き嫌げんを直し、にこにこしながら飛び跳はねる。


「じゃあいくよー」


「いいよ」


「えーい」


　ぽんと音がして、舞穂の手の中に本が出現した。黒い表紙の文庫本である。


　どこが攻撃なんだと考えていると、彼女が本を開いた。


「えっと……彼女は言った。『ああっ、なんて××な××××で××××』」


　いつものエロ朗ろう読どくだ、と思った瞬しゆん間かん、空中に白い球が浮うかび上がる。


「×××××で×××のような××××は、全身を舐なめ回して××××を×××に××××して××××」


　ぽぽぽぽぽん。舞穂の言葉にあわせ、白い球から続けざまになにかが飛び出してきた。


　和樹たちに襲いかかってきたのは、なんと裸はだかの女性たちであった。


「どわーっ！」


　しかもただの女ではない。アニメ絵であったりポリゴン風であったり実写であったり。異い星せい人じんやネコ耳や妖よう精せい、全ぜん裸らだけではなくメイドに看かん護ご婦ふに女教きよう師しに喪も服ふくまで、あらゆる人種とメディアに及およんでいた。


　彼女たちは和樹を踏ふみつぶすと、続けて夕菜と凜を襲った。
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「きゃーっ!!」


　相手は武器なしの女性、しかも裸同然である。目のやり場に困り、二人は逃にげまどった。


「××××××と××××は××××で、××××や××××はそそり立つ××××を」


　読みあげながら追い回す舞穂。女性たちは無む限げんに球からわき出てくる。宇宙船の通路は、裸の女性たちによる追い駆かけっこの場と化した。


　踏みつけられ、空気の抜けた風船のようになっていた和樹は、しばらくたってからようやく目を覚ました。


　目の前には、いまだ星がちらついている。なんとか意い識しきをはっきりさせると、誰かが見下ろしているのがわかった。玖里子だった。


「はいとどめ」


　彼女は触手で和樹をひっぱたいた。





　　　　○





　和樹は目を覚ますと同時に暴あばれ出した。


「もういやだ！　もうたくさんだ！　なんで僕ぼくばっかりこんなことに……！」


「うるさい男ね。モテないわよ」


　来花がわざとらしく耳を塞ふさぎながら言う。


「いいよモテなくて！　このままじゃ現実でも夢ゆめでも不幸……」


「口を塞いじゃって」


　浮氣と六車が飛びかかり、和樹をこれ以上喋しやべれなくした。猿さるぐつわに目め隠かくしまでして、身動きを取れなくする。


　仲丸が別の本を取り上げた。


「もうこれくらいしか残ってねえぞ」


「いいわよそれでも。仲丸君、魔ま力りよくのチャージした？」


「俺ばっかり消費していたから、他ほかの人に手伝ってもらった」


　仲丸はなおも叫ぼうとする和樹の頭の下に、強ごう引いんに押おし込んだ。





　　　　○





　今度はベッドではなかった。時じ刻こくは夕方で、空はすでに赤くなっている。太陽の光は、校こう舎しやを柔やわらかく照てらしていた。


　和樹は葵学園の制服を着ていた。ファンタジーでもホラーでもＳＦでもない。ほぼ現実世界のままだった。校門脇わきに立っており、今までの展てん開かいだと立ちながら寝ねていたことになるが、多分違ちがう。


　緊きん張ちようで身体が硬かたくなった。一見学園ものだが、もしかしたらとんでもないサスペンスがあるのかもしれない。テロリストが襲ってくるとか地じ震しんが起こるとか隕いん石せきが落ちるとか。


「式森君」


　背はい後ごから声がかかった。彼は「きた」と思った。瞬しゆん時じに振ふり返り、同時に後ずさる。


　そこには山やま瀬せ千ち早はやがいた。


「どうしたの？」


　彼女はきょとんとしていた。和樹は警けい戒かいを解とかない。


「玖里子さん!?　今度はどんな手で……」


「やだなあ、どうしたの」


「騙だまされないぞ。そんなこと言ってモンスターとかゾンビとか怪かい獣じゆうとかけしかけて、僕を酷ひどい目にあわせるんだ。悪魔みたいな人だ！」


　半泣きになる和樹。もはやＳＲＰＧの世界にのめり込めず、今までの出来事を引きずっているのだった。


　千早はちょっと眉まゆをひそめた。


「変なこと言わないで。風椿さん、先に帰ったみたいだよ」


「帰っ……た？」


「うん」


　彼の身体から緊張感が抜けていく。そうだ、今日は授じゆ業ぎようが終わった途と端たんに、みんな先に帰ってしまい、仕方ないので二人で待ち合わせをしていたのだ。なんだかそんなシナリオな気がしてきた。


「酷いなあ。あたしが悪魔なの？」


「あ……いや、その、ごめん」


　和樹は素す直なおに詫わびた。


「ちょっとこのところ、人が信用できなくて」


「ふーん。あたしも信用できないんだ」


「そ、そういうわけじゃないんだ」


　慌ててフォローする。千早はくすりと笑い、「帰りながら話そう」と言った。


　学校から続く銀杏いちよう並なみ木きを歩く。二人は並んでいた。


「それで、あたしのどこが悪魔だって？」


「いや、それは山瀬さんのことじゃなくて……」


「でも悪魔みたいだって言ってたよね」


　千早は怒おこっているようには見えない。面おも白しろい話のネタだ、くらいにしか感じられないが、和樹をうろたえさせるには十分だった。


「だから山瀬さんのことじゃないんだよ。玖里子さんが……ていうか玖里子さんもシナリオ上なんだけど、酷いことばかりするから、つい」


「式森君は、女の子のことをそんな風に思っているんだ」


「あ……ああああごめんなさい！」


　深く頭を下げる和樹。


「本当にごめん。変なこと言っちゃった」


「別にあやまってもらおうって考えてないけど、悪魔って言われたからびっくりした」


「その、なんでもするから許ゆるして」


　ぺこぺこしながら言う。千早の顔が、わずかだが輝かがやく。


「なんでもしてくれるの？」


「うん……なんでもする」


「じゃあ、今度の日曜日、デートして」


　反はん射しや的に身を引く和樹。


「もちろん、二人だけでだよ」


「え……」


　千早の目が細まった。


「なんでもしてくれるって言ったよね」


「言ったけど……」


「じゃあ二人だけでデート」


　二人だけ、を彼女は強調していた。


「う……うん」


　ついうなずく和樹。千早は嬉うれしそうになった。


「デートしてくれるんだ」


「……うん」


「するんだよね」


「うん」


「するんだね」


「うん……？」


「するんですね!?」


　途と端たんに、彼女の口く調ちようが変わった。


　特とく徴ちようあるショートヘアーは消え失うせ、二つに分けてアップにした髪かみ型がたとなっている。顔も変わり、大きな瞳ひとみの中には炎ほのおが渦うず巻まいていた。


　千早の姿すがたはそこにはない。眼がん前ぜんの女の子は、まぎれもない夕菜であった。


「どわーっ！」


　あまりのことに、和樹は腰こしを抜ぬかした。


「和樹さん、わたしに黙だまってデートするつもりでしたね!?」


「いや……あれは、その、そう言わないと……」


「山瀬さんとどこに行くつもりだったんですか！」


「だって、仕方なかったんだ！　でも出かけるだけで他ほかにはなにも……」


「なんでもするって言ってました！」


　彼女は片かた手てを上げ、精せい霊れいの召しよう喚かんを始める。金の粒つぶが舞まい、瞬またたく間に集結。出現したウンディーネは、こんなときに限かぎって巨きよ大だいだった。


「ちょっと待った！　こんなことばかりじゃ、僕の身体はもたな……」


「問答無用！」


　水の精霊は、一直線に和樹へと襲おそいかかった。





　　　　○





　和樹は「ぐぎゃー！」とうめき声を上げて、椅い子すから転がり落ちた。そのままダンゴムシのように丸まり、がたがたと震ふるえ出す。


「もう嫌いやだ……こんな人生……ゲームもやだ……やだ……」


　うわごとを繰くり返す姿すがたに、仲丸は首を振った。


「壊こわれたか。当分使いものにならねえな」


「哀あわれなものね」


「不ふ憫びんな奴やつ」


　人ごとのようなクラスメートたち。仲丸は本を抜き取る。


「このシナリオも駄だ目めだな。精せい神しん負ふ担たんが大きすぎる」


　それから廊ろう下か側の座ざ席せきに座すわっている女の子に言った。


「さっきはどうも。魔力のチャージ、面めん倒どうじゃなかった？」


　夕菜がにこりとする。


「いえ、そんなことありません。お役にたてたなら嬉うれしいです」


　彼女はこっちにやってきた。


「なにをしてたんですか」


「ゲームのシナリオを調べてたんだけど、チャージする魔力と、プレイヤーによって内ない容ようが大おお幅はばに変わるみたいなんだ。こりゃ危あぶなっかしい」


「そうなんですか……そういえば、和樹さん見ませんでしたか？　ずっといなくて」


　仲丸は床ゆかで精神崩ほう壊かいを起こしている人間を指した。


「そこに転がってる」


「……和樹さん！」


　夕菜は急いで駆かけ寄よった。




　第十五話　生物部合宿伝説










　昼休みの時間、式しき森もり和かず樹きは珍めずらしいことに女の子から呼よび出された。いつもならたとえ相手が異い性せいでも、「かつあげか借金の申し込みか」と身み構がまえてしまう悲しい性せい格かくだったが、幸いなことにそうはならなかった。呼び出した相手が神かみ城しろ凜りんで、呼び出されたのは和樹の他ほかにも宮みや間ま夕ゆう菜な、風かぜ椿つばき玖く里り子こといたからだ。


　凜はお馴な染じみの屋上ではなく、生物部の部室で待っていた。他の部員の迷めい惑わくになるといけないからと、部室に部外者を入れたがらない彼女にしては、珍しいことだった。


「相談がある」


　と凜は言った。


「すまないがのって欲ほしい」


　返事をしたのは和樹。


「いいけど。帰ってからじゃ駄だ目めなの？」


　四人は同どう居きよしているので、放課後になればいくらでも話しあうことができる。


「駄目なんだ。緊きん急きゆうの用事だ」


　彼女の表情は、わずかながら深しん刻こくさを帯びていた。


「そりゃのったっていいけど」


　これは玖里子。


「緊急ってことは洒しや落れにならないネタなの？」


「そんな感じです。いえ、これから冗じよう談だんにならなくなるというべきか」


「もったいつけるわねえ」


「すみません。私自身もぴんと来きてなくて」


「つまりなんですか」


　しびれをきらしたか、夕菜も口を挟はさんだ。


「今説明します」


　凜は、こほんと咳せき払ばらいをした。


「実は、土日を利用して、生物部で合宿に行くことになりまして」


「いいじゃないですか。凜さんも行くんですか？」


「前向きに考えています。千ち葉ばの山やま奥おくで生物を採さい集しゆうしたり、日ひ頃ごろの研究発表をおこないます」


「フィールドワークもするなんて、本ほん格かく的ですね」


「それはいいのですが、合宿そのものに問題が出てきまして」


「どんなことです？」


「合宿にあたって、当然宿や交通手しゆ段だんの手配をしなければなりません。ところが上級生に、計画を立てるノウハウに難なんのある方かたが少なくないのです」


「なんかもって回った言い方ですね。部長さんや副部長さんにお任まかせすればいいじゃないですか」


「こういってはなんですが、今の部長はいささか頼たよりないところがあるのです。副部長に至いたっては、アゲハチョウの生せい態たい以外に関心を示しめすことはほとんどありません。ですからどこにどうやって行くか、なにも決まっていないのです。前の難なん波ば部長ならそのようなことはないのですが……。しかし合宿の日は迫せまっていますから、スケジュールを立てる必要があります。結局もてあました三年生の一人が、二年生に丸投げしてしまいました」


　疲つかれたようにため息をつく凜。


「二年生は、面めん倒どうなことは極きよく力りよく避さけようとする方ばかりで、散々たらい回しをしたあげく、やはり丸投げしてしまったのです」


「分かりました。それで凜さんにお鉢はちが回ってきたんですね」


　夕菜がうなずく。和樹と玖里子も同時に納なつ得とくした。


「いえ。そうではありません」


　凜は首を振った。


「え？」


「自分たちの知り合いに任せてしまったらしいのです。生物部員ではない、他の二年生にです。いくら面倒だからとはいえ、ちょっと軽けい率そつすぎます」


「凜さんが係かかりにならなかったんですから、心配してもしょうがないと思いますけど……」


「任せたのが、二年Ｂ組の人たちなのです」


「げ！」


　と叫さけんだのは和樹である。


　つい先日、彼はクラスメートの手によって、Sleep Role Playing Gameなる得え体たいのしれないものの実験台にさせられたのだ。シナリオで散々な目にあい、危あやうく一生消せないトラウマを背せ負おいそうになったのである。またＢ組が出てくるなんて、終わりのない悪あく夢むであった。


「わたしたちのクラスですか」


　これは夕菜。彼女は和樹ほど自クラスの暗黒面を知らない。


「話によると、Ｂ組の人たちは喜んで引き受けたそうです。先せん輩ぱい方も楽ができると言ってましたが……。しかし……あー、夕菜さんの前でこう言ってはなんですが、そこまで信用するのはどうかと。合宿計画で金きん銭せんを扱あつかうのですから」


　夕菜よりも、和樹が深く首しゆ肯こうした。


　彼に言わせれば、あんな世界中の欲よくを濃のう縮しゆくした連中に任せるなんて、クレジットカードと暗あん証しよう番号を一いつ緒しよに渡わたし、「自由に使ってくれ」と言うようなものである。「人は噓うそをついても欲は噓をつかない」と訳わけの分からない理り屈くつで己おのれを正当化する奴やつらだ。


「そこでお願いなのですが」


　凜が続けた。


「夕菜さんと式森に、Ｂ組の人たちがどんな計画を立てているのか、調べて欲しいのです。全すべてお任せは怖こわすぎます」


「いいですよ」


　夕菜は簡かん単たんに承しよう知ちした。


「それくらい簡単です。ね、和樹さん」


「う……うん」


　ためらいがちに認みとめる和樹。調べるのはいいが、簡単ではない気がしてしょうがない。


「あたしはなにすんの」


　玖里子が訊きく。


「私と一緒に、合宿計画を立ててもらえませんか。予よ備びの計画を作っておきたいのです。申し訳ないのですが、玖里子さんの伝つ手てを使わせて欲しいので……」


「いいわよそれくらい」


　最近忘わすれられがちとはいえ、玖里子は財ざい閥ばつの娘むすめである。自身のコネも相当なものがあった。


「すみませんがお願いします」


　凜は全員に頭を下げた。


「悪い予感だけですめばいいのですが、部の一大事になるかもしれません。なるべく不ふ祥しよう事じにしたくないのです」


　和樹たちは、半分ほど同どう情じようしつつうなずいた。





　　　　○





「ええっと、まず誰だれから訊きましょうか」


　夕菜が指を頰ほおに当てて、思い出すように、


「わたしたちのクラス、学級委員がいないんですよね。確か臨りん時じ代理って役やく職しよくだったような……」


「こないだ、暫ざん定てい期き限げん付つき代行学級委員臨時代理執しつ行こう補ほって名前に変わった。余よ計けいなのが全部取れるまで、どう計算しても五年はかかるんだって」


　絶ぜつ大だいな権けん力りよくを他人に渡さないよう、足かせを付けていった結果であった。


「その、暫定……なんとかはどなたなんですか」


「仲なか丸まると松まつ田ださん。実じつ際さいに権力を使うには、書類を整えて判はん子こが二十個ほど必要になるらしいけど」


　そんなわけで、まず松田和かず美みに訊きにいくことになった。


　二学年で一番成せい績せきが良く、そのくせ金と権力になると優ゆう等とう生せいの仮か面めんを売り飛ばすことをいとわない女の子は、教室にいた。


　彼女は自分の席に座すわり、難むずかしい顔をして電でん卓たくを叩たたいていた。


　夕菜が何度か声をかけ、ようやく顔を上げる。


「なに？　今忙いそがしいんだけど」


「ごめんなさい。ちょっと訊きたいことがあるんです。生物部の合宿を頼まれたって……」


「あー、あれ。今ちょうど計画立ててたのよ」


　和美は電卓とノートをこんこんと叩たたいた。


「意外と面倒なのよね。こういうの好きだからいいんだけど」


「すみません面倒かけて。生物部のお友達が心配になってて」


「ちゃんとやるわよ」


　夕菜はそんな和美を見て安心した風であったが、和樹はむしろ不安になった。確かに真ま面じ目めに予定を組んでいるようではある。だが、Ｂ組の陰いん謀ぼう女おんな相手に油ゆ断だんは禁きん物もつなのだ。


　彼は恐おそる恐る訊いた。


「あのさ……どんな予定」


「普ふ通つうよ」


　さらっと答える。ますます疑ぎ念ねんが強まった。


「あたしが引いん率そつ者しやとしてついて行くから、普通に決まってるわ」


「……例えば予算は？」


「現げん状じようでは、二億ね」


「二……」


　和樹と夕菜は、鈍どん器きで頭を殴なぐられたようにふらふらした。なに驚おどろいてんだ、と言いたげな和美。


「な……なんだよその額がくは!?」


「普通これくらいかかるに決まってるでしょ」


「決まってないよ！　億ってなんだ億って」


「あのね、式森君。ジャンボジェットをワンフライト分借りるのにいくらかかると思ってんの」


「知らないよそんなの」


「一千万よ一千万。他にも空港までの送そう迎げいやらホテルの宿しゆく泊はくやら。二億なんてすぐいっちゃうわけ」


　それにしても二億は高すぎだ。その前に、合宿にジェット機を使うという理由がわからないのだが。


　説明を求めると、彼女はよく訊いてくれたと言った。


「まずわたしは、最初の目的地をエジプトにしたわけ」


「千葉のはずだけど」


「サハラ砂さ漠ばくで乾かん燥そう地帯の生物の採さい集しゆうと研究をおこなうのよ。滞たい在ざいは一週間を予定してるわ」


「なんでそんなに長く？　ていうかなんで砂漠？」


「それから新アレクサンドリア図書館……をスルーして、リビアへ行くの。国こつ境きよう線はビザ無しで夜間に突とつ破ぱするから気をつけないと」


「…………」


「リビアの生物に用はないわ。あそこは今度、大規き模ぼな鉱こう区くの開放があって、石油・ガス権けん益えき入札があるのよ。狙ねらいはそこ。試し掘くつ権けんだけでも手に入れれば、欧おう米べい企き業ぎように転売して利益を上げられるわ」


　ドルの小切手を手にする妄もう想そうをして、うっとりする和美。


　和樹は呆あきれた。やはりろくでもないことを考えている。しかも地下資し源げんの採掘権利とは、スケールが大きいのか無謀なのかわからない企たくらみであった。


　夕菜もしきりと目をしばたたかせている。


「あの……松田さん。生物部の合宿なんですけど」


「そうよ。まさかリビア政せい府ふも、入札に参加しているのが葵あおい学園生物部とは思わないでしょ。しかもわたしたちが生物部を隠れ蓑にしてるわけ。偽ぎ装そうは完かん璧ぺきね」


「でも石油って……」


「化石燃ねん料りようは生物の遺い骸がいから発生しているのよ」


　そんなの基き礎そ教養よと胸むねを張はっていた。


　石油の起き源げんがどうあれ、現行の生物部とは接せつ点てんがなかった。理屈だけ聞くと二億かかるのが当たり前の気もするが、発想のずれ方が半はん端ぱではない。


「松田さん、やっぱりその計画はちょっと……」


　恐る恐る口にする夕菜。


「なによ。夕菜も一枚まい嚙かみたいわけ？」


「わたしそういう難むずかしいことは」


「だったらわたしに任せて。金持ちになったら、コーヒーの一杯ぱいくらい奢おごるわよ」


　石油権益のおこぼれがコーヒーかよと和樹は思った。なおも熱心に電でん卓たくを操そう作さする和美を諦あきらめ、二人は教室を出た。





　嫌いやな予感がストレートに的中し、和樹は早くもうんざり気味だった。


「すごい計画ですね」


　夕菜が妙みような感心をする。


「エジプトに行ってリビアに行くなんて、考えつきません」


「いつも紙の上では派は手でなんだよ松田さんは」


　きっとうまくいかないからと、和樹は付け加えた。


「あと松田さん以外だと……仲丸さん？」


「うん」


　和樹は気持ちがどんよりとしてきた。また守しゆ銭せん奴どで権力好きである。しかも和美の次とは、どういう罰ばつゲームだ。


　仲丸由ゆ紀き彦ひこを捜さがしに行く必要はなかった。向こうからやってきたのである。彼は廊ろう下かを小走りに、Ｂ組へ戻もどろうとしていた。


「仲丸さん」


　夕菜が声をかける。彼は足を止めた。右手になにか持っている。


「なんだい」


「すみません、訊ききたいことがあるんです。生物部の合宿のことなんですけど……」


「しっ！」


　彼は突とつ然ぜん人差し指を唇くちびるに当てた。


「その秘ひ密みつ、誰から聞いた？」


「秘密って……凜さんからですけど。生物部ですから」


「そうか。でもあの合宿はトップシークレットなんだ。極力秘密にしといてくれ」


「トップ……いいですけど」


　仲丸は両手を合わせて拝おがむ格かつ好こうをした。また目をぱちくりさせる夕菜に代わり、和樹が言う。


「なんで秘密なんだよ」


「決まってるだろ。ウチのクラスだ。バレたら群むらがってくるに決まっている。とくに松田が危あぶない。そうしたら合宿は滅め茶ちや苦く茶ちやだ」


　現げん状じよう認にん識しきとしては正しい。自分を棚たなに上げてはいるが。


「慎しん重ちように進めないとな」


「僕には仲丸も松田さんと同じに見える」


「なんだと、公明正大清せい廉れん潔けつ白ぱく。葵学園のマハトマ・ガンジーと言われた俺おれになんてことを」


「インドが聞いたら怒おこるよ。仲丸の合宿計画はなんなの」


「聞いて驚け」


「前置きはいいよ。多分驚くから」


　仲丸は和樹の皮ひ肉にくに気づかず、話し始めた。


「生物部の合宿ということで、自然とのふれあいを重じゆう視しした。土曜日に駅に集合。そこから千葉まで電車だ。向こうに着いたらバスで宿へ行き、それから山へ出かける。植物相の確かく認にんと生物の採さい集しゆうが終わったら宿へ戻り、夕食後に発表会。これが一日目のスケジュールだ」


　和樹はぽかんとした。夕菜も目を丸くしている。確かに驚いた。喋しやべっている内ない容ようがびっくりするほどまともだからである。


「仲丸……熱でもあるの？」


「なにを言い出す」


「誰かに脅きよう迫はくされているとか」


「身辺のヤバネタはバレないように注意している。それがどうした」


「だって話が普ふ通つうだから……。僕ぼくが聞き間ま違ちがえたかな」


「普通じゃ駄目なのか」


「いや、いいよ。うん」


　仲丸は満足げになる。


「そうだろう。俺の計画に間違いはない。ま、多少は不都合が出てくるかもしれんが」


　突然、和樹の心の晴天に、雷らい雲うんが接せつ近きんしてきた。


「……どんな不都合？」


「ちょっとした、金きん銭せん面めんでの都合だ。なに、たいしたことはない」


「……たいしたことあるんだろ」


「いや予算は生物部から提てい示じされた範はん囲い内で収おさまった。色々込こみで一人頭八千円。文もん句くはないだろう」


「じゃあいいのかな」


　雷雲が薄うすくなっていく。和美の正気とは思えない予算案よりも、遥かにマトモであった。


「そういうこと。じゃあ俺はこれで」


　仲丸は手を上げて立ち去ろうとする。そこを夕菜が、


「待ってください仲丸さん。それ、なんです？」


　彼女が指し摘てきしたのは、仲丸が手に持っている紙かみ束たばであった。


「いやこれは……ちょっとした書類」


「生物部合宿って文字が見えたんですけど……」


「そうそう。生物部に渡わたそうとした予定表なんだ。これで……」


「リベートっていうのはなんです？」


　その単語が出た途と端たん、仲丸は脱だつ兎とのごとく逃にげだそうとした。


「和樹さん！」


　夕菜の合図に、彼は慌あわてて足を出した。運動神しん経けいの鈍にぶさからすると上出来で、仲丸は引っかかって転てん倒とうした。


　ホチキスで留とめられた紙の束を取り上げる。ざっと眺ながめた。


　和樹の脳のう内ない雷雲は、しきりとごろごろ鳴って雨を降ふらせていた。夕菜が仲丸を睨にらむ。


「……仲丸さん、なんで電車代が、一人あたり六十円になっているんですか」


「特別割わり引びきの目め処どがついたんだ。裏うらルートで切きつ符ぷを安く……」


「なんか貨か物もつで運ぶって書いてあります。あと宿しゆく泊はく費ひが一人百円っていくらなんでも安すぎないですか。泊とまれるんですか」


「それが泊まれるんだ。これも俺の裏ルートによってお得価か格かくに……」


「確かここの旅館って、二年前に猟りよう奇き殺人の舞ぶ台たいになって誰もお客さんが寄よりつかないって聞きましたけど」


「もう殺さつ人じん鬼きは逮たい捕ほされたから安心だ」


「安心とかいう問題じゃないです！　山に登るだなんて、ここは産業廃はい棄き物ぶつの不法投棄で問題になった場所じゃないですか！」


「薬品とガスの影えい響きようで、珍めずらしい植物が見られる」


「もうっ。あとなんで、予算の九十パーセントが計画立案者への報ほう酬しゆうってことになってるんですか!?」


「半分は裏の筋すじに渡わたすんだから、俺の取り分はそれほど多く……」


「いい加か減げんにしてください！」


　なおも追つい及きゆうすると出るわ出るわ。食事は二年前に期き限げんが切れた缶かん詰づめ。バスは怨おん霊りようが取り憑ついていて運転手なしで動く。帰りは全員ヒッチハイクなど、予算が極きよく限げんまで切りつめられていた。しかも余よ剰じよう金きんは仲丸の懐ふところに入る。


「これじゃ予定になりません。松田さんのはかかりすぎで、仲丸さんのはかからなさすぎです」


「バランスが取れていいんじゃないか」


　仲丸が適てき当とうなことを言う。


「良くありません。生物部の人たちに迷めい惑わくがかかっちゃいます。Ｂ組を信用してくれたんですから」


「信用する奴やつが無知だと思う」


　和樹も実は同意だったりする。


「そんなの理由になりません。仲丸さん、松田さんやクラスの皆みなさんと協力して、ちゃんとした予定にしてください」


　彼は渋しぶい表情をした。


「俺の利益が減へる」


「変なことばっかり考えてないでください。生物部のためです」


「……分かったよ」


　仲丸は不ふ承しよう不ぶ承しようであったが、うなずいて教室へ向かっていった。


　いかにも不満そうな背せ中なかを、二人は見送った。


「……ちゃんとやってくれるでしょうか」


「無理じゃないかな」


　あっさり返答する和樹。一度利益の光が見えたら、他の全すべてを投げ出しても食いつくのがＢ組生徒だ。


「常じよう識しきのある人が助けてくれるかもしれません」


「誰。杜もり崎さきさんとかは黙だまって見てるだけだよ」


「舞まい穂ほちゃんならなんとか」


「……下ネタで混まぜっ返してきそうだなあ」


　栗くり丘おか舞穂はエロ大だい魔ま神じんである。豊ほう富ふな知ち識しきを惜おしみなく披ひ露ろうするに違いない。


「……わたしたちも行きましょう。どうするか見ておかないと」


　夕菜はそう言い、教室へと急いだ。





　　　　○





　金の話である。Ｂ組の生徒が嫌きらいなわけがない。


　ごく少数の人間は興きよう味みを示しめさないが、しょせん少数である。昼休みの次はちょうど自習時間（ちなみに国語で、担たん当とうの伊庭かおりはゲームショップで中古ソフトを漁あさっていた）。よって各人テストに備そなえて勉強などという学生らしい過すごし方は吹ふっ飛び、「いかにして生物部合宿からうまい汁しるを吸すうか」の会議となった。


　この手の会議となると、まずは揚あげ足取りである。「なんで松田と仲丸はこんな重要なことを黙だまっていたのか」の追及が始まった。


「こんな重要なことを秘密にしていたなんて、二人の裏うら切ぎり行こう為いよ！」


　気き勢せいを上げたのは鳴なる尾お来らい花か。


「和美と仲丸君を外して話を進めましょう！」


　そこに浮う氣き光みつ洋ひろが異論を飛ばす。


「こいつらの持ってるコネがおしい。ただ働きをさせるべきだ！」


「駄目よ、逆ぎやくにあたしたちを砂さ漠ばくか千葉に置き去りにするわ！」


「人ひと質じちを取ろう。仲丸と松田の家族をさらってこい！」


「非ひ合法手段はリスクが大きい！」


　他にも「二人を警けい察さつに突つき出せる罪ざい状じようはでっち上げで」「負担の全てを生物部に押おしつけよう」「いっそどこにも行かない」等の意見も飛び出し、いつものことだがなかなか先に進まなかった。


　会議を見守っていた夕菜が、心配そうに訊いてきた。


「ねえ和樹さん。いつごろ終わると思います？」


「疲つかれたら終わるよ」


　ある意味慣なれっこな和樹は、素そっ気なく答える。議論を進めるのではなく、混こん乱らんさせるのが好きな連中である。疲ひ労ろうを待つのが遠回りなようで手っ取り早い。並んで座っていた舞穂はしきりに、「ねー、エッチな話するの？　ねー」と訊いていた。
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　十分足らずで話は収しゆう束そくした。意外に早い。もちろん結論が出たのではなく、喋しやべり疲れたためだ。


　ここからようやく合宿の話となる。


　和樹と夕菜が前に出て、趣しゆ旨しを説明した。仲丸や和美に任せるとまたろくでもないことになると思い、自主的に名乗り出たのである。


　二人は凜から聞いた話を嚙かみ砕くだいて話した。もちろん「これはあくまで生物部の合宿であり、目的地は千葉」と念を押すのを忘わすれない。


　教室内のクラスメートは、熱心に聞いていた。


「よく分かった」


　と浮氣。


「つまり『生物部の合宿』で『目的地が千葉』なら、あとはなにをやってもいいってことだな」


「にゃー、そーそー」


　と舞穂。


「みんなで集まって、エッチな××××をやるの。山やま奥おくで人がいないところだから、××Ｐくらい毎晩でも……」


　和樹は急いで壇だん上じようから降おり、舞穂の口を塞ふさいだ。


「えーっとね、こうでもなくて、普通の高校生の合宿で……」


「スタートとゴールだけが縛しばりなんだから、むしろやりがいがあるってもんだ。これはいい話だ」


　浮氣の意見に、ほぼ全員が賛さん同どうする。


「やりやすいわね」


「交通手段をごまかす方法なら、いくらだってある」


「出発時じ刻こくと到とう着ちやく時刻だって、利用すればいい」


　再ふたたび話がずれそうになり、和樹は急いで付け加えた。


「合宿だからね合宿。生物を集めたり発表したり……」


　舞穂が手を引きはがす。


「生物だからおしべとめしべで、アソコとアソコ、××と××が……」


　彼は口だけではなく目も塞ぐ。クラスメートたちはどっちの意見も聞いていない。


「となると、仲丸と松田の案を使うのも手だな……」


　ろくでもないことを言い出す浮氣。


「二人の計画をベースにしましょう。くっつけて、さらに検けん討とうすればいいわ」


　来花が賛同し、和樹と夕菜は元の席に戻もどらされ、代わって仲丸と和美が登った。


　まずやることは、天と地どころか地球とアルファ・ケンタウリほども離はなれている計画を、合わせることである。


「ちょろいわよ」


　と和美は言った。


「まず早朝、駅に集合するでしょ。そこから電車で成なり田たに移い動どう。チャーター機に乗ってエジプト。砂漠の生物を採集したあとは、夜や陰いんに乗じてリビアの国こつ境きよう線せんを突とつ破ぱ。開発鉱こう区くの入にゆう札さつに参加。あわよくば有望な場所を落札して欧おう米べい企き業ぎように転売。今度は海路イタリアに入国して、チャーター機で帰国。それから千葉の旅館に泊まって発表会。これでいいんじゃない」


「素す晴ばらしい」


　仲丸がうなずいた。


「二人の計画が見事にマッチしている。いいところが合わせられたな」


「美しい出来だ」


「素す敵てきね」


　教室のあちこちから賛さん辞じの声が上がる。


　和樹は絶ぜつ句くしていた。見事もなにも、文字通り計画を合体させただけである。「二つ合わせて二で割る」というのはあるが、「二で割らない」なんてのは初めてだ。


「待ってください待ってください！」


　夕菜が叫さけぶ。


「これじゃ滅め茶ちや苦く茶ちやじゃないですか。あれだけ生物部の合宿だって言ったのに」


　ついでに舞穂も「歓かん楽らく街がいがどこにもなーい」と騒さわいでいる。


「合宿は合宿よ。中身が肥ひ大だい化かしただけで」


「それが駄目なんです！　生物部の人たちに、全部言っちゃいますから！」


「……残念ね夕菜」


　和美がゆっくり首を振ふった。


「もうあなたは喋しやべることができないから」


　彼女は指を鳴らす。すると女子生徒数名が夕菜に飛びかかり、よってたかって縛しばり上げると口にタオルを詰つめ込こんだ。ついでに和樹と、余よ計けいなことばかり言う舞穂も同じ目にあわされ、かくしてこのクラスに止める人間はいなくなった。


「会議を続けましょう。この計画、欠点があるのよねえ」


　と和美。和樹は口を塞がれたまま「欠点しかないだろ」と思っていた。


「予算は二億なんだけど、このままだと十億を軽く超えそうなのよ。鉱区入札への見せ金と、イタリアへの密入国の代金が利きいてるわ」


「節約するしかないな」


　仲丸が呟つぶやく。


「チャーター機というのがよくない。エコノミーで行ったらどうだ」


「あたしたちが楽できないわよ。Ｂ組全員で行くんだから」


「生物部だけ貨か物もつ室しつにでも入れとくか」


「うまくいくといいわね」


　合宿旅行どころか、これでは密みつ輸ゆ品ひん扱あつかいである。和樹は舌したでタオルをなんとか押し出し、喋った。


「うまくいくわけないだろ！　そんなことどうやるんだ。予算は!?」


「確かに問題だな」


　仲丸が深しん刻こくな表情で、


「このままだといくら初期投とう資しが必要になるのか見当もつかない。生物部から提てい示じされた予算は一人八千円。大きな開きがある」


　開きどころではない。


「かといって計画を中止にはできない。やはりここは経けい費ひ削さく減げんしかないだろう。まずチャーター代。いくらなんでも贅ぜい沢たくすぎる」


「飛行機に乗らなきゃいいじゃんか」


　和樹が口にしたのは純じゆん粋すいな文もん句くだったが、彼らは提案と受け取った。


「いい案だ。まず駅に行って、それから竹たけ芝しば桟さん橋ばしに行く」


　仲丸がさっそく具体化する。


「……なんだそれ」


「船に乗るんだ。かなり安く上がるぞ。そこから太平洋を南下して、バシー海かい峡きようを抜ぬける。スエズ運うん河がを越こえたらアレキサンドリアだ」


「だから千葉は！」


「うるさいやつだな。アレキサンドリアに入港する前に、木き更さら津づに寄よればいいだろ」


「船だって高いよ！」


　和美がにやりとする。


「福ふつ建けん省の密みつ売ばい人にんから、ジャンク船をただで手に入れる算段はついているのよ。ガソリンと食料さえなんとかなれば、ノンストップで中東に行ったっていいわ」


「よしよし」


　仲丸が手を叩たたく。


「当初目的から多少ずれてきたが、問題はない。燃ねん料りようと食料はどう調達するかだ」


「あたしに任まかせて」


　来花が手を上げる。


「三年Ｄ組に、お父さんが石油精せい製せい会社の重役やってる娘むすめがいんの。あたしスキャンダル写真持ってるから、脅おどせばいくらだって手に入るわよ。食べ物はコンビニでバイトしてる人を総そう動員して、廃はい棄き弁べん当とうを集めましょう」


　おお、と感心した声が上がる。和美が黒板に、「駅集合→右竹芝桟橋→ジャンク船（廃棄弁当積み込み）」と書き込む。


「フィリピン沖とバシー海峡で海かい賊ぞくに襲おそわれるかもしれないぞ」


　どこからか意見が飛ぶ。和美が、


「ジャンク船のエンジンを改かい造ぞうしましょう。四十ノット出れば追いつけない。Ｅ組に家が造船会社だって男の子がいたわ。弱みを握にぎるのよ」


「すぐやろう」


　何人かが教室を飛びだしてＥ組へ行く。


「武ぶ装そうもしよう。自動小銃と無反動ロケット砲ほうが必要だ」


　浮氣が言う。


「調達は俺がやる。中国製ならいくらでも手に入るぞ。税関の役人が賄わい賂ろに弱いんだ。ジャンク船に装そう甲こう板ばんを貼はれば、ちょっとやそっとじゃ沈しずまねえぞ」


「フィリピンやインドネシアの沿えん岸がん警けい備び隊たいはどうするの」


「あいつらも金に弱い。あらかじめ華か僑きよう経由で金を渡しておけば見み逃のがす」


　すかさず和美が「駅集合→竹芝桟橋→ジャンク船（廃棄弁当積み込み）→武装して海峡突破」と記す。Ｂ組の生徒たちのボルテージが上昇した。


「万が一の燃料不足は、生物部員を海に落として重さを軽くしよう」


「アレキサンドリアじゃなくて、ハルガダに上陸して陸路がいいわ。スエズ運河の突破は面倒よ」


「現地のトラックをかき集めて横断だ」


　黒板が「駅集合→竹芝桟橋→ジャンク船（廃棄弁当積み込み）→武装して海峡突破→ハルガダ上陸→トラックによる横断」になる。


「エジプトでは砂さ漠ばくの生物採集だったか。そんなことしなくていいんじゃないのか」


　仲丸はすでに当初の目的を忘れている。もっともそれは他の生徒も同じで、一様にうなずいている。


「せっかくの計画なのに、いい加か減げんにして欲ほしいよな」


「生物部員はわがままだ」


　とりあえず和美が「予よ備び日び扱あつかいで、まだ残しておきましょう」と発言する。来花が立ち上がった。


「エジプトで、護ご衛えいも雇やとった方がいいんじゃないかしら」


「そうね。リビアに入国するときに、国こつ境きよう警備隊と撃うち合いになるかもしれないから」


「火力で粉ふん砕さいしましょう」


　合宿どころか武装強ごう盗とう団もびっくりだが、そんな譬たとえは意味が無くなるくらい計画はエスカレートしていた。


「リビア国境よりも、一度エジプトからスーダン国境を抜けて入国した方がよくない？」


　余計な知ち恵えを付ける来花。


「いっそチャドを通つう過かして、ついでにコバルト鉱山から物ぶつ資しをいただくというのは」


　これは浮氣。


「それじゃあサハラ砂漠での生物採集時間が無くなるわね」


「仕方ない。権けん益えき優ゆう先せんだ」


「じゃあエジプト入国後、すぐに偽ぎ装そうパスポートを作らなきゃ。本当の身分が分かるものは全すべてカイロで処しよ分ぶん」


「国境なき医い師し団だんに扮ふん装そうすれば、内戦の国でも侵しん入にゆうは容よう易いだ」


「夢ゆめのある話ね」


　一同の脳のう裏りには、小切手と権利書を手にしてうはうはな自分自身が映っていた。


　こうなるともう止められない。各おの々おの勝手な発言を始める。


「チャドからニジェールに行けばウラン鉱こう山ざんがあるわ。世界第三位の埋まい蔵ぞう量りようよ！」


「国こく際さい通つう貨か基き金きんからの融ゆう資しをぶんどる手もある！」


「イタリアで偽にせブランド商品の大量生産をしよう！」


「直ちよく接せつ帰国せずにアルバニアへ向かおう！　ネズミ講こうをしたい放題だ！」


「ブルガリア経由でウクライナにも入れる。ロシアの核かく物ぶつ質しつを持ち帰ろう！」


「天然ガスパイプラインに穴あなを空けて、横取りすることも可か能のう！」


　和美が片かた端はしから黒板に書いていく。すでに「駅集合→竹芝桟橋→ジャンク船（廃棄弁当積み込み）→武装して海かい峡きよう突とつ破ぱ→ハルガダ上陸→トラックによる横断→エジプト入国→パスポート偽ぎ造ぞう→スーダン国境突破→チャドのコバルト鉱山奪だつ取しゆ→ニジェールのウラン鉱→偽装融資→イタリアで偽ブランド製造→アルバニアでネズミ講→ウクライナで核物質密輸→天然ガス横取り」と訳わけが分からない状態になっていた。もちろん全員実現する気満々である。


「完かん璧ぺきな計画だ！」


「大金持ちだ！」


　浮うかれて踊おどり回るＢ組生徒たち。和樹だけは大声で「おーい、正気に戻もどれー！　おーい！」と呼びかけていたが、耳を貸かすものはいなかった。





　　　　○





「そんなわけで、これが完成した予定表」


　和美は机つくえの上に、分ぶ厚あつい書類をどさりと置いた。


　凜は電話帳のような紙束をまじまじと眺ながめる。同席している玖里子も、信じられないという感じであった。


「これが……合宿の予定ですか」


「そうよ。全すべてを記き載さいしたから」


「……ここのエジプトというのはなんでしょう。千葉でいいと伝えたはず……」


「まずエジプト。それが大事なのよ。外せないから」


「はあ」


「じゃあ頼たのむわね」


　和美は念を押して生物部室から出ていった。


　凜は書類をめくってもなお、書いてあることが信じられなかった。


「……これは正気なのでしょうか」


「あたしが訊きたいわよ」


　玖里子も自分の目を疑うたがっていた。


「どうなってんのかしらこれ。一泊ぱく二日じゃなくて、六十日くらいかけてやるプロジェクトよ。しかも全部非ひ合法。合法の部分なんて、最初の駅に集まるところくらいじゃない？」
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「とにかくこれは使えません」


　凜は書類を、全部読まないまま閉とじる。


「玖里子さんにお願いした予定でいきます。千葉の山で十分です」


「うちの系けい列れつで、いい旅館があったから使ってね。あまり贅ぜい沢たくはさせないように言ってるけど、学生だからいいでしょ」


「はい。高校生には高校生の本分というのがあります。ブローカーや密みつ輸ゆ商人ではないので」


「こっちの計画はどーすんの」


「Ｂ組の方に任せます。なんだか、いくつかは予約まで入れているようなので」


　肩かたをすくめる。


「まあ、エジプトでどうなっても、あの人たちなら帰ってくるでしょう」


　凜はそう言うと、書類をゴミ箱に捨すてた。


　その後、アフリカでＢ組になにが起こったか、ここで記すには困こん難なんを極きわめる。




　第十六話　対決！　白奉学園・上










　朝の登校風景。


「おはようございます」


「おはようございます」


　早朝の抜ぬけるような青空に、少年少女のさわやかな声がこだまする。登校中といえど学友へ挨あい拶さつを欠かさないのは、魔ま術じゆつ師し養成の私し立りつ学校葵あおい学園の生徒たち、ではない。


　私立白はく奉ほう学園女子高等学校の生徒たちであった。


　白奉学園は、世に言う「お嬢じよう様さま学校」である。創そう設せつは古く、「世界に恥はじない日本の子女育成のために」と校史にはうたわれている。その後世相の変化はあったが、理念だけは変えずに現代も生き残っている。かつては「旧きゆう弊へい体たい質しつ」と揶や揄ゆされたものの、近年になってマスコミへの露ろ出しゆつと共に学園への評ひよう価かも上じよう昇しよう。入学希望者は増ふえているとのことであった。


　式しき森もり和かず樹きと宮みや間ま夕ゆう菜なは、白奉学園の生徒が登校していくのを、右から左へ頭を動かしながら眺ながめていた。


　白を基き調ちようにしたロングスカートの女子生徒たちが、しずしずと歩いていく。どの娘むすめも物もの腰ごしは柔やわらかく、談だん笑しようする姿すがたは小鳥のさえずりであった。


「なんだかロマンですね」


　夕菜が感心したように言う。


「こういうのって素す敵てきです」


「こんな学校があるんだなあ。知らなかった」


　和樹は恐おそれ入ったとばかりに息を吐はいた。


　二人がいるのは、いつもの葵学園への通学路ではない。電車で二駅ほど離はなれた白奉学園前であった。


　担たん任にん教きよう師しである伊い庭ばかおりの言いつけによって、白奉学園までおつかいに来たのだ。「東京都高校教きよう職しよく員いん連れん絡らく評ひよう議ぎ会かい準じゆん備び委員会会合予定の手引き」という長い上に意味のなさそうな書類を受け取るためである。無む論ろん、本当ならかおりが自分で出向かなければならないのだが、二ふつ日か酔よいの上メタルギアソリッド３にはまってしまい、不ふ眠みん不休でプレイしたあげく脱だつ水すい症しよう状じようで病院に運ばれてしまったのだ。なお、代わりの教師はいずれ派は遣けんされるとのこと。


　二人はさすがに「身体からだ壊こわすまでゲームをするのはどうなんだ」と思ったが、死にそうな声で電話がかかってきたので、言いつけには従したがった。かくして、見知らぬ学校の校門前で、ぞろぞろ歩くお嬢様を見物することになったわけである。


「まるで知らない世界だなあ」


　和樹は感かん嘆たんするしかない。


「わたしこういうのって、ちょっと憧あこがれちゃいます」


「僕ぼくは想そう像ぞうもできなかった」


「でも、こういう学校に行ってみたいって思いません？　わたし一度くらいなら体験してみたいかも」


「んー、僕は男だから」


「あ、そうでしたね」


　夕菜はちろりと舌したを出した。


　いつまでも感心していてもしょうがない。二人は白奉学園の敷しき地ち内に入ることにした。


　さすがお嬢様学園。門には警けい備び員いんがいた。だが事じ情じようを説明すると、あらかじめ伝えられていたらしく、簡かん単たんに通してくれた。


　中はなにやら別世界であった。気のせいだとは思うが、外とは空気が違ちがった。


「広いですね」


　夕菜はしきりとあたりを見回していた。


「建物と建物が離はなれていて、なんだか空気が澄すんでいるみたい」


「葵学園も広いけどね」


　と言ったものの、夕菜と同じことは彼も考えていた。葵学園は雑ざつ然ぜんと広いのだが、ここは敷地からして「お嬢様」を強調しているのである。植物や噴ふん水すい、オブジェまでもが白奉学園のイメージを守るように設せつ置ちされていた。


「ところで、どこに行けばいいんでしょう」


　と夕菜。なにしろ広いので、へたをすると迷まい子ごになる。


「多分、先生たちのいる建物じゃないかなあ」


「葵学園とはかなり違いますね」


　ここはいくつも建物があり、それぞれが独どく立りつしているのだ。恐らく生徒の使うところと教師のいるところは別だろう。


「和樹さん分かります？」


「全然。誰かに訊きこうか」


　と思っていたら、声をかけられた。


「なにかお困こまりでしょうか」


　まるで鈴すずを転がすような声こえ質しつだった。一いつ瞬しゆん、聞き惚ほれてしまったくらいだ。


　二人の前に、白奉学園の生徒がいた。制せい服ふくのロングスカートは当たり前だが、髪かみもロング、しかも光が反はん射しやするくらい輝かがやいている。整った表情にしとやかな仕草。お嬢様を体たい現げんしているような生徒であった。


「わたくしにできることがあれば、おっしゃってください」


「あ……どうも」


　和樹は恐きよう縮しゆくした。紅あか尉い紫し乃のみたいな言こと葉ば遣づかいだが、あんな詐さ欺ぎ師しとしか思えない女じよ性せいとはやはり違う。


「どちらにご用でしょうか」


「……いや、用ってほどでも……」


　しどろもどろになる和樹をじろりと睨にらみ、夕菜が代わりに言う。


「書類の受け取りに来たんです。こちらの先生方がいる建物はどこでしょう」


「まあ……」


　女子生徒は、和樹と夕菜の制服を交こう互ごに眺めていた。


「もしかして、葵学園の方かたですか？」


「そうですけど」


「でしたら、教職員棟とうはあちらになっています。ですが先ほど、葵学園の方たちがお見えになられてましたけど」


「え？」


　その時、背はい後ごから話しかけられた。


「おい、なにしてんだ」


　そこにいたのは、同じ葵学園二年Ｂ組の仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこであった。隣となりには松まつ田だ和かず美みもいる。


「なにって……伊庭先生に頼たのまれたんだけど、仲丸は？」


「俺おれもそうだ。東京都高校教きよう職しよく員いんなんとかってやつの書類をもらいに来た」


　和美も「そうそう」とうなずいていた。


　どうも和樹と同じ用事で来たらしい。聞いてみると、やはりかおりから電話を受けたとのこと。朦もう朧ろうとしていたため手当たり次し第だいにかけていたらしい。


「ここ広いじゃない。わたしたちも迷まよっちゃって、那な須すさんに案内してもらったのよ」


　和美が説明した。さっきの女子生徒が、ぺこりと頭を下げる。


　この生徒は那須時雨しぐれという。聞いてみると三年生で、なんと生徒会長であった。


　今度は夕菜も和樹と一緒になってかしこまった。


「ごめんなさい。生徒会長さんにわざわざ……」


「いえ、いいんです。お客様へのお相手をするのも、生徒会長の大事な役目ですから」


　にこやかに言う。嫌いや味みのない顔だ。


　和樹は仲丸に訊く。


「書類は貰もらった？」


「ここにある」


　彼はマニラ封ふう筒とうを見せた。


「無む駄だ足あしかあ」


　和樹は嘆なげいた。


「しょうがないや、帰ろう」


　他ほかの三人も異い論ろんはない。時雨に礼を言って辞じすることにした。彼女は丁てい寧ねいに返礼し、「なにかありましたら、いつでもいらしてください」と言ってくれた。


　白奉学園の校門を出て、駅への道を急ぐ。


「仲丸さん、どんな学校でした？」


　しばらくしてから、夕菜が興きよう味み深げに訊いた。


「白っぽかった。騒がしくなくて廊ろう下かが広い。あと喋しやべってる言葉がいちいち柔やわらかいかな」


「お嬢じよう様さまっぽい？」


「そんな感じ」


　仲丸の返答に、にこりとする夕菜。


「やっぱり、選ばれた人の学校なんですね」


「うちも一いち応おうエリート学校だけどねえ」


　和美が首くび筋すじをぼりぼり搔かいた。あまりエリートっぽくない仕草だ。


「葵学園も好きですよ。でも、お嬢様の女子校って憧あこがれません？」


「そうねえ」


「そういう気分も味わってみたいんです。わたしだけじゃなくて、皆みなさんけっこう同じこと考えていると思うんですけど」


「そういやあ、代わりに来る長は谷せ部べって先生、どっかの女子校出身らしいな」


　と仲丸。


「だったらお嬢様みたいかもしれませんよ」


　夕菜の言葉に聞いていた和樹は笑った。未知のものへの好こう奇き心しんと憧しよう憬けいが、なんだか彼女らしかった。


　和樹と夕菜は駅へと向かった。用よう件けんはすんでいたので、早く葵学園に帰ろうと思っていた。


　そのため、仲丸と和美の目が妖あやしく光っていることに、まるで気づいていなかった。





　　　　○





　同日、葵学園二年Ｂ組。


　昼休みも過すぎ、そろそろ午後の授じゆ業ぎようも終わりとなる。目の前の勉強を片かた付づければ帰き宅たくなので、皆早く終われと念じながら机つくえに向かっていた。


　チャイムと共に魔ま法ほう哲てつ学がくの教きよう師しは退たい出しゆつし、帰りのホームルームとなる。今日はかおりがいないので、「生徒たちだけでやるように」と言われていた。


　教きよう壇だんに立ったのは、例によって仲丸と和美である。


　当然のように生徒たちは警けい戒かいした。この二人に喋らせるとろくなことがないのである。まず演えん説ぜつを始めたのは和美であった。


　彼女は両手で、教きよう卓たくをばんと叩たたいた。


「必要なのはお嬢様よ！」


　全員が「狂くるったかこの女」という顔をした。


「わたしはこのところ、Ｂ組に必要なのはなんなのか、ずっと考えていたわ。昼も夜も寝ねないでっていうか結局寝ながらずっと。出た結論はお嬢様だったのよ！」


「……なんでお嬢様なの」


　極きわめてまともな疑ぎ問もんを発したのは鳴なる尾お来らい花か。眼鏡めがねの新聞部部長である。


「お嬢様が世界を動かすからよ」


　和美は断だん言げんした。


「世界各国を動かすのは政せい治じ家かでも企き業ぎよう家でもない、お嬢様よ。お嬢様の手によって男は籠ろう絡らくされて地球は回っているんだわ。それが真実よ」


　あちこちから「ひでえ陰いん謀ぼう論だ」「和美、悪い薬でもやったのかしら」「新種の病気かな」との囁ささやきがあがる。


「つまり、わたしたちもお嬢様にならなきゃいけないのよ。それも今すぐ！」


「だからなんで」


　また来花が訊きく。


「それについては、俺が説明しよう」


　仲丸が前に進み出た。


「俺たちは今け朝さ、伊庭先生に言われて白奉学園まで行ってきた。そこでお嬢様の実態をつぶさに調ちよう査さしてきた」


　行って帰ってきただけじゃん、と和樹は思ったが、あえて黙だまっていた。


「普ふ通つうならお嬢様はいらない。完全に俺たちとは違ちがう世界の住人だ。だが情じよう報ほうによると、臨りん時じで担たん任にんになる長谷部先生は、白奉学園出身らしいんだ」


　ほう、という声が各所であがる。


「しかも長谷部先生は、校長の親しん戚せきらしい。つまりここでＢ組がお嬢じよう様さまクラスになれば、先生を通じて校長の覚えもめでたくなり、評ひよう価かもぐぐっと上がるってもんだ。すなわち学校支し配はいへの第一歩だ」


　和美があとを引き取る。


「今までわたしたちＢ組は、『葵学園特別監かん房ぼう』『放ほう射しや性せい物ぶつ質しつ保ほ管かん棟とう』『流し台の三角コーナー』なんて散々な中ちゆう傷しようを受けてきたわ。こんなに素す直なおで、清らかな心を持っているのに……」


　彼女は涙なみだぐんだ。つられて、というか計算で涙を流している女子生徒も何人かいた。


「それを変える必要があるのよ。つまりお嬢様。わたしたちはお嬢様となって、この学校に覇はを唱えるのよ！」


　演説に煽あおられた熱気は、主に女子生徒の間で急きゆう激げきな盛もり上がりを見せた。


　和樹は恐おそる恐る手を上げた。


「あのー……僕たち男子生徒はどうすれば……」


　和美はにやりとする。


「考えてあるわ。男子は全員執しつ事じよ」


「は？」


「礼れい儀ぎ正しく物もの腰ごしも丁てい寧ねい。そして有ゆう能のう。執事になればこれくらいは可か能のう。長谷部先生もくらっとすること請うけ合い。合い言葉は、行ってらっしゃいませお嬢様！」


　執事ってなに？　高校生がなるものなの？　もはや和樹は言葉も出ない。挙手して訊いたことを、激はげしく後こう悔かいしていた。
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「えーと、僕もう帰りたい……」


「却きやつ下かよ！　これからわたしたちＢ組は、お嬢様と執事になるために特訓するんだから！」


　和美の台詞せりふは、天にも届とどかんばかりの勢いきおいであった。





　閑話休題。


「そりゃいいんだがな、お嬢様と執事って、どうやってなりゃいいんだ」


　仲丸が教科書で扇あおぎながら訊く。


「そうねえ。態たい度どと言こと葉ば遣づかいかしら。そこを矯きよう正せいするんじゃない？」


「それなら、このままでも十分いけるわよ」


　来花が言った。


「ほら、あたしたちって育ちがいいから矯正なんて……」


　ぎろりと和美が睨にらんだ。


「暑いからって、スカートの中で下した敷じきをパタパタやるのは育ちがいいとは言わないわよ」


　来花がたじろぐ。和美は続けて、


「授業中に冷えピタを脇わき腹ばらに貼はろうとするとか、ガラス窓まどに背せ中なかをつけて冷やそうとするとか、お嬢様ならそういうことはしない」


「ガラス窓は和美がやったんじゃ……」


「黙んなさい。そこをもっとお嬢様っぽくするのよ」


「例えば？」


「そうね、トイレで冷えピタを貼るとか、個こ人じん用ガラス窓を持ち歩くとかよ。前者は男子の前でふしだらな自分を見せない、後者は金持ちっぷりをアピールするの」


　お嬢様や上流に縁えんがない和樹ですら、「それは違う」と思ったが、女子たちは深くうなずいていた。


「言こた葉ば遣づかいはどうするの」


　今度質問したのは中なか田た一いち子こ。


「うちら、『金が欲ほしい』とか『権力が欲しい』とか『死んじゃえばいいのに』しか言ってないわよ」


「それが問題なのよ。高校生以前にテロリストみたいだわ。そうじゃなくてかよわいお嬢様らしさをアピール」


「どんなのよ」


「同じ言葉でも『おぜぜをお寄よ越こしあそばせ』『わたくし、愚ぐ民みんどもを手のひらで動かしてみとうございます』『お亡なくなりになってくださらないかしら』なら趣おもむきが深くなるってもんじゃない」


「なるほど。お嬢様言葉って深いわね」


　深くねえよと和樹は思った。敬けい語ごがかなり違うが、そういう問題ですらない。単にテロリストの頭がおかしくなっただけだ。


　もちろん彼女たちは、一ミリたりとも言ってることを疑うたがっていない。


「おいおい、お嬢様ばっかりで執事にはそういう楽しい台詞はないのか」


　浮う氣き光みつ洋ひろが言う。和樹は楽しいってのも違うと思っていた。


「執事ってのはあれだろ、ワインを運ぶふりをして客の背中にこぼしたり、葉巻に火をつけるふりして髭ひげを焦こがしたりするんだろ」


　と仲丸。和美がすかさず反論する。


「ちょっと違うわ。ワインには毒を盛もって、葉巻は中に火薬を仕し込こむのよ。執事たるもの全すべては密ひそかにおこなうの」


「ほお。言葉遣いは」


「『お坊ぼつちゃまお嬢じよう様さま、人間のくずとはあなたたちのことでございます』や『旦だん那な様の財ざい産さんは、全てわたくしがいただきました』とか、そんな感じね」


「意外とソフトだな」


「そりゃハードに『失うせろ、くず』とか『有り金よこしな死に損ぞこない』なんてやったら、礼れい儀ぎ作法を知らないやつって思われちゃうでしょ」


「確かに」


　礼儀作法以前に、警けい察さつを呼よばれるのではなかろうか。


　周囲を見るとクラスメートたちは感心してるか（大多数）、寝ねているか（杜もり崎さき沙さ弓ゆみ他）、あまりのことに意い識しきが飛んでるか（夕菜他）のいずれかであった。およそ一いつ般ぱん的な判はん断だん力りよくを持っているのは和樹しかいない。つまり止められるのは彼しかいないわけで、神様から「この未み曾ぞ有うの危き機きを食い止めるにはお前しかいない」とせっつかれている気すらしていた。


　つたない勇気を振ふり絞しぼり、決死の覚かく悟ごで発言をする。


「あ、あのさ、やっぱりそれはお嬢様から外れてるんじゃないかな」


　大多数の生徒が、じろりと睨んできた。迫はく力りよくに圧あつ倒とうされ、後ずさりしたくなったが、あいにく座すわったままだ。


「やっぱりお嬢様や執しつ事じってのは、もっとこう物もの腰ごしだけじゃなくて、言葉も柔やわらかいもんだと思うんだ。愚民とか人間のくずなんて使わないんじゃないかと……」


　和美が冷ややかな目つきで、


「なあに、『お亡くなり』って言葉は柔らかくないっての。敬語嫌い？」


「だからそうじゃなくて、なんていうのかな、僕たちは上流階級の人間じゃないから、お嬢様言葉とか知らないと思うんだ。松田さんも想そう像ぞうで使ってるでしょ。だから、専せん門もん家かを呼よぶなりしてもっとちゃんとした講こう義ぎを受ければ……」


　追いつめられたため、とっさに出てきた台詞せりふであった。だが意外なことに、聞いたクラスメートたちは「一理ある」という顔をしていた。


「言われてみればその通りだな」


　仲丸が呟つぶやく。


「俺たちは素人しろうとだ。もしかしたら漏もれがあるかもしれん」


「完かん璧ぺきだとは思うけど、専門家の目から見たら甘あまさを指し摘てきされるかも」


　これは和美。漏れや甘さどころじゃないけどね、と和樹は心の中で言う。


「とすると、専門的な見地からのアドバイザーが必要ってことになる。誰かお嬢様いないか」


　仲丸が変な問いかけをした。ここで「はい」と手を上げるものは面つらの皮が厚あついだけで、お嬢様ではないだろう。


「そもそもお嬢様の定義が必要じゃないの」


　と来花が言う。


「そうだな。お嬢様言葉だからお嬢様ってのは定義にならないから……家いえ柄がらか？」


「あとは……お金持ちかしら」


　仲丸に続いて、和美も答えた。とりあえず反論はない。あいまいだが、全員の頭の中にある「お嬢様」は確かにそんな感じであった。


「家柄がいい女の子なんて、このクラスには……」


　和美が唇くちびるに指を当て、考え込む。一子がはっとして手を上げた。


「沙弓じゃない？」


　全員が、窓まど際ぎわで眠ねむっている格かく闘とう女子生徒を見た。


　沙弓の生まれは九きゆう州しゆうである。当人曰いわく「相当な田舎いなか」だそうだが、歴史はかなり古い。裏うらの仕事とはいえ魑ち魅み魍もう魎りよう退たい治じも請うけ負っているため、格式もあった。まさに知る人ぞ知る名門である。


「適てき任にんね」


　和美が大きく首しゆ肯こうする。


「家柄、格式、お金……は知らないけど、申し分ないわ。沙弓ならお嬢様のアドバイザーになれる」


　一子が格闘少女の様子をうかがった。


「沙弓、寝てるけど」


「起きてるわよ。寝たふりして難なんを逃のがれようとしてるの。わたしたち熊くまじゃないってのに」


　和美が沙弓の耳元で囁ささやく。


「さーゆーみー。起きてー。あんたの就しゆう職しよく先さきが決まったわよー」


　無論起きてこない。ただこめかみには、一条の汗あせが流れていた。
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「お嬢様言葉の師し範はんよ。格闘術の先生より割わりがいいかもよ」


「…………」


「引き受けないと、あんたが一人で芝しば居いしてる自作ラジオドラマ『愛いとしい人へのＬＯＶＥストーリー　恋こいのＤＯＫＩＤＯＫＩアバンチュール』を公開するわよ」


「そんなの作ってないわよ！」


　沙弓が跳はね起きた。それから、しまったという顔をする。


「あ……」


　和美がにやっとした。


「『パーソナリティー沙弓がお届とどけする愛のロマンポエム』だったかしら」


「やめなさい！」


　こっちは当たりだったらしい。普段の沙弓なら冷ややかな視し線せんで無視するか鉄てつ拳けんが飛ぶのだが、どちらもなかった。


「引き受けるでしょ」


「断ことわる！」


「今日のベストポエムは杜崎沙弓さんの、ラララ君の心は……」


「分かった！」


　沙弓は即そく答とうした。


「分かったわよ引き受ける。だけど助手をつけて。私の実家は、古いだけで他ほかに能がないのよ」


「一人でやんなさいよ」


「和美、これ以上私を苦しめるつもり？」


　歯を食いしばりながら懇こん願がんしている。よほど悔くやしいらしい。


「でもねえ、あとお嬢じよう様さまっぽいのは……雪ゆき江えお姉さんとか怜れい子ことかかな……」


　片かた野の坂ざか雪江、柴しば崎ざき怜子といったマトモ系の面々は素す早ばやく逃とう亡ぼうしようとし、クラスメートと揉もみあいになっていた。和美は騒さわぎを横目で見つつ、


「夕菜がいいかしら」


「……はい？」


　事じ態たいがまったく呑み込めず、傍ぼう観かん者しやになっていた夕菜は、自分を指さした。


「わたしが……お嬢様ですか？」


「そうよ。夕菜はいつも言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいだし、白奉に憧あこがれてたじゃない」


「でもわたし、そんな立りつ派ぱな家の生まれじゃ……」


「そこらへんは沙弓がフォローするから」


　和美は分かったような分からないようなことを言った。ぱんぱんと手を叩たたく。


「はーい、そこで雪江お姉さんと怜子をリンチにかけようとしている人たちも手を止めてー。二年Ｂ組お嬢様アンド執しつ事じ計画の講こう師しが決まりました。杜崎沙弓さんと宮間夕菜さんです。拍はく手しゆ」


　ぱらぱらと、猫ねこの足音みたいな音が起こった。沙弓は仏ぶつ頂ちよう面づらで腕うでを組み、夕菜は戸と惑まどったように頭を下げる。


　和樹は止めきれなかった己おのれの無力さと、ろくでもないことになりつつある流れを、しみじみ嚙かみしめていた。こうなることはある程てい度ど予想していた。目的さえはっきりしていれば、クラスの連中はひねくれた道を取りつつ進むのである。分かりきっていたことであった。


　だがここから先は、さらに和樹の予想を上回るというか逸いつ脱だつする事態となった。





　　　　○





　和樹は「お嬢様だ！」「執事だ！」と、聞きようによってはどこかのフェチクラブの内うち輪わ揉もめにも取れる連中を残し、教室を出た。帰き宅たくするためである。夕菜は「おつきあいしますから、先に帰っていてください」と言っていた。


　靴くつを履はき替かえながら「玖く里り子こさんや凜りんちゃんは、もう家かな」と考える。ずいぶん時間がたっていた。


「式森」


　不意に声がかかる。


　振り返ると、そこには仲丸がいた。


「待ってくれ。話がある」


　と彼は言った。よく見ると浮氣や来花といった面々もいる。


「えーと、なに？」


「お前は、さっきの松田のやり方をどう思う」


「どうって……普ふ通つうの松田さんじゃないの」


　いつもの和美の手法と少しも違ちがうところがない。相手の弱みを揺ゆさぶる手口は健けん在ざいだ。


「さっき密ひそかに話しあったんだが、やはり問題がある。杜崎のポエム……あれはあれで興きよう味み深いんだが、とにかくそれを持ち出して強要するとは、とてもお嬢様を目指す人間のやることとは思えん」


　浮氣たちも「その通り」とうなずく。和樹は「君たちがそういうことを言うのか」と思っていた。


「このままでは、清せい廉れんなはずのお嬢様と執事が汚けがされてしまう。それでだ、俺たち松田の専せん横おうに反対する有ゆう志しが集まって、『真のお嬢様と執事の全てを学ぶ会』を結成した」


「まあ……いいと思うよ」


　和樹は言外に「勝手にしてくれ」というニュアンスを匂におわせた。仲丸は気づかない、あるいは気づいても無視していた。


「そこでお前の役目だ」


「待った。今、役目って言わなかったか？」


「お前はこの会の名めい誉よ雑ざつ用よう係だ。風かぜ椿つばきさんと神かみ城しろに話をつけて欲ほしい」


「は？」


　突とつ然ぜんのことに、和樹は「名誉をつければいいってもんじゃないだろ」と反論するのを忘わすれた。仲丸は続ける。


「松田は講師に杜崎と夕菜ちゃんを選んだ。それを上回る人材が欲しいんだ。風椿さんは実家が金持ちだし、神城は杜崎と同じくらい家が古い。うってつけなんだ」


　言われてみればそんな感じもした。親しん密みつなので忘れがちなのだが、本来なら玖里子も凜も違う階かい層そうの人間なのである。誰はばかることのない雑種の和樹とは違っていた。


「でも、引き受けるかなあ……」


「クラスの半分近くが俺たちの趣しゆ旨しに賛同している。後あと戻もどりはできない」


　そんな大層なものではなく、「松田の手て柄がらになるのが嫌いやだから」などの理由に違いない。それだけのことで半数が敵てきに回るのがＢ組であった。


「説得してくれ」


「玖里子さんは分からないけど、凜ちゃんはなあ……」


　基本的に真ま面じ目めでストイックな少女である。動機と内ない容ようの不純さを知ったら、軽けい蔑べつするだろう。


「安心しろ。策さくがある」


　仲丸は和樹にある言葉を教えた。


「……確かに効ききそうだけど」


「だろ。あとはお前の双そう肩けんにかかっている。頼たのんだ」


　彼は和樹の細い肩かたを、がっしりと摑つかんだ。





　　　　○





　家で話を聞かされた玖里子と凜の反はん応のうは、予想通りであった。


「お嬢じよう様さまと執しつ事じ？　あんたのクラス、集しゆう団だんで催さい眠みん術じゆつにでもかかったの？」


　呆あきれた様子で玖里子は言った。


「あれってみんなで習うとかそういうもの？　学びごとは大事だけど、自然に身につく要素が大きいんじゃない？」


　和樹としては、まったく否ひ定ていする気になれない。特に「催眠術～」のあたり。


「僕もそう思いたいんですけど、言い出したら聞かないクラスですから。なんとしても立りつ派ぱなお嬢様と執事になって、松田さんたちを打だ倒とうしたいらしくて」


「二年Ｂ組がなにをしようと驚おどろかないつもりだったけど、いつも度ど肝ぎもを抜ぬかれるわね」


「同感です」


　玖里子はリビングの椅い子すに座った。ずっと立ち話だったのだ。


「で、あたしになにしろって？」


「金持ちの観点から、執事の指し導どうをして欲しいって言ってました。風椿家なら、執事の千人や二千人くらいいるはずだって」


「二千はオーバーだけど、いるにはいたわ。ひげを生やした立りつ派ぱなおじさんが、姉さんたちの手足になっていたわね」


　玖里子の姉たちは、それぞれビジネスウーマンとして活かつ躍やくしている。自じ宅たくに仕事を持ち帰ることも多かった。


「でもあたし、そんなに知らないわよ。あたし自身ががさつだしねえ」


「適てき当とうでいいと思います。どうせみんな、執事がどんなのかって知っちゃいないんですから」


　いいながら、我われながらいい加か減げんだと和樹は思った。玖里子は肩をすくめる。


「ま、いいけど。本当に好き勝手やるわよ」


「全然オッケーです」


　これで一人はすんだ。問題はもう一人である。


　会話を聞いていた凜は、ずっとむすっとしていた。


「凜ちゃん……」


「引き受けない」


　間かん髪はつを入れずに拒きよ絶ぜつが返ってきた。


「お嬢様とか執事とか、なにを考えているんだ。しかも校長先生の覚えがめでたくなるためとはけしからん。誰だれか止めなかったのか」


「止めたんだけど、無む駄だな抵てい抗こうだった」


「とにかく私は断ことわる。礼れい儀ぎ作法は本家で鍛きたえられたが、実家は豆とう腐ふ店だ。他ほかを当たれ」


「いや凜ちゃんが適任だってみんなが」


「お門かど違ちがいだ」


　とりつくしまもない。


　凜の気持ちはもっとも、というか正しすぎて困こまるくらいだが、和樹も依い頼らいされた身である。頭に仲丸に教えられた言葉を思い浮うかべた。


　自室に戻ろうとする彼女に言う。


「凜ちゃん、杜崎さんは引き受けたんだけど」


　剣けん豪ごう少女は、身体からだごとこっちに向いた。


「なんだと」


「杜崎さんはお嬢様のアドバイザーになるって。なんかね、『神城の人間にはどうせできない』って言ってたらしいよ。お願いするだけ無駄だからやめとけばって」


　適度に噓うそを交えながら伝えた。心の中では「仲丸がやれって言ったんだから」と付け加える。


　日本刀を持つ手が、強く握にぎられた。


「……前の勝負は私の勝ちだと思ったが、杜崎の人間は根に持つタイプか」


「そこはよく分かんないけど、仲丸は根に持つタイプにしたいみたい」


「あの女はまた勝負を挑いどむのだな」


「その解かい釈しやくでもいいかも」


「……承しよう知ちした」


　凜ははっきりと言った。


「引き受けよう。ただし、私の特訓は厳きびしいぞ。魔ま物もの退たい治じに甘あまさは禁きん物もつだ。命取りになる」


「相手は魔物じゃないけどね」


　和樹の呟つぶやきが耳に入っていない。「よし」と気合いを入れると、特訓メニューの組み立てをするのか、二階に駆かけ上がっていった。


　もちろん止めたり、誤ご解かいを解とくことはしなかった。そもそもスタートからして話がおかしいのだ。軌き道どう修しゆう正せいしようにも、正しい道が存そん在ざいしない。落ち着くところに落ち着くだろうと考えていた。


　しかしそれでも彼は甘かった。事態はさらにややこしくなっていくのである。





　　　　○





　翌よく日じつ。


　和樹が遅ち刻こく気味にＢ組の戸を開けると、教室内は罵ば声せいの渦うずであった。


　なんだなんだと思っていると、奥おくで栗くり丘おか舞まい穂ほが手を振ふっていた。


「にゃー、和樹君」


「舞穂ちゃん、これなに？」


　片かた耳みみに指を突つっ込こむ。それほどうるさかった。


「あのねー、仲丸君と松田さんが喧けん嘩かしてるんだって。お嬢様のことで言い合いになっちゃったって」


　見てみると、確たしかに仲丸を中心にしたグループと、和美を中心にしたグループで争っていた。


　どちらも口くち汚ぎたなく相手を罵ののしっている。さらに聞くと、最初は「クラスが一丸になる必要があるのに、どうして対抗組そ織しきを作るのか」で揉もめたのだが、すぐに「どうして生物部の合宿に乗じる計画が失敗したのか」に変わり、それから「三か月前の儲もうけ話を仲丸が黙だまっていた」ことで騒ぎ、ようやく最初に戻ってきたところであった。


「このお嬢様計画をねえ、わたしたちは絶ぜつ対たい成功させなきゃなんないのよ！」


　和美が強い口調で言う。


「相手は白奉学園出身の教きよう師しよ。しくじったら大変じゃない」


「だから俺たちも講師を呼んだんだろ。万が一にも失敗がないようにだ」


　仲丸も言い返す。


「夕菜と沙弓でいいじゃない。船頭を多くしたら、山に登るどころか空飛ぶわよ」


「お前の指し示じ下かにあるのが安心できない。クラスから協力金名目で金取る気だろう」


「労働の対たい価かは夕菜と沙弓に渡すわよ。わたしは別べつ途と手数料を徴ちよう収しゆうするだけで……」


「やっぱり儲ける気じゃねえか！」


　また火種が発生する。こうなると悪事が次々に告発され、際さい限げんがなくなるのがＢ組流である。授じゆ業ぎようどころか攻こう撃げき魔法の撃うちあいが始まってもおかしくない。


　例によって、まともな判はん断だん力りよくを持つのは和樹しかいなかった。再ふたたび「止めないと責せき任にん持たないよ？」と、人ごとだと思って背中ばかり押おす神様への義ぎ理り立だてのため、彼は割わって入った。


「待った待った、みんな落ち着いて！」


　はいそうですかと素す直なおに落ち着く人間は、Ｂ組にいない。「お前も金狙ねらいか」「てめえから血祭りにあげてやろうか」とヤジが飛ぶ。


　ぐっと耐たえて、言葉を続けた。


「クラスの中で揉めてどうするんだ。このままじゃ授業にならないよ」


「いいじゃない。授業が潰つぶれて喜ばない生徒はいないわよ」


　身も蓋ふたもないことを言う和美。


「こんなことじゃいけない。伊庭先生だってがっかりする」


「いや、がっかりしないな」


　仲丸が言う。


「きっと病室でゲームボーイアドバンスとかしてるぜ。入院生活を満まん喫きつしてるに決まってるだろ」


　そうだろうなと和樹も思う。自分の命よりゲームが好きな女じよ性せいだ。


　危あやうく納なつ得とくしそうになるのを、急いで振り払はらった。


「で、でも、代理の先生ももうすぐ来るんだからさ。こんなところ見せてたら意味ないじゃないか」


「……そういやそうだな」


　と仲丸。


「新しい先生にこれがバレたら問題だ。危うくつまずくところだった」


「そうね。今までの例でいくと、議論に四日。統とう一いつ組織のための準じゆん備び会で十日はかかるわ。伊庭先生はとっくに退院してるわよ」


　和美がこっちを向いた。


「ありがとう式森君。目が覚めたわ」


「いやあ、まあ」


　和樹はほっとした。奇き跡せき的な聞き分けの良さである。自分の言うことに従したがってくれるなんて、現Ｂ組史上初めてではないだろうか。


　しかし次の台詞せりふで、彼は月までぶっ飛んだ。


「というわけで勝負よ、仲丸君！」


　和美は指を突きつけた。


「どっちの組織がお嬢じよう様さまアンド執しつ事じにふさわしいか、試合を申し込むわ！」


「ふっ、面おも白しろい」


　仲丸は短い髪かみを無理にかき上げた。


「俺おれたち『真のお嬢様と執事の全すべてを学ぶ会』と戦うとは、怖こわいもの知らずが」


「わたしたち『世界を統すべるお嬢様アンド執事俱く楽ら部ぶ』をなめないでもらえるかしら」


　いつの間にか、和美の側にも名前ができていたようだ。二人は顔をくっつけんばかりに睨にらみ合った。


　外れそうになった顎あごをなんとか戻しながら和樹は、


「あ……あの……勝負って、なにをどこで……」


「それは話がついてるわ」


　和美は携けい帯たい電話を取り出した。


「お嬢様といえば白奉学園。あそこを借りてお嬢様と執事勝負をおこなうの！」


　和樹は「うわー!!」と叫さけんだ。あんな少女小説の舞ぶ台たいみたいなところに、Ｂ組生徒が出向くのである。馬ば鹿かの不正輸出だ。


「ここでやればいいじゃないか！」


「生徒会長の那須さんが、なにかあったら来てくれって言ってたじゃない。頼んだら、快くオーケーしてくれたわよ」


　携帯電話の履り歴れきを見せる。いつ交こう換かんしたのか那須時雨の名前があった。


「噓うそじゃないって分かった？」


「で、でもなんで……」


「どっちが優すぐれているのか、本物のお嬢様の目で判はん定ていしてもらうのよ。これで不正はあり得ないわ」


「よかろう」


　絶ぜつ句くする和樹を捨すて置いて、仲丸は了りよう承しようした。


「文もん句くはない。受けよう」


「勝負は週明け月曜放課後。それまでせいぜい無む駄だな練習でもしてることね」


「けっ。返り討うちにしてやるぜ」


　和美と仲丸は睨み合ったまま、高らかに笑った。


　頭を抱かかえてうずくまっている和樹を残して。




　第十七話　対決！　白奉学園・中










　決戦の前にやることと言ったら決まっている。特訓である。残念ながら遺い書しよを書くことではない。


　式しき森もり和かず樹きにとっては遺書の方がいくらかましだった。とくにＢ組のクラスメートたちが揃そろってしたためれば、さぞかし見み応ごたえがあるに違ちがいない。Ｂ組には今まで散々悩なやまされてきたので、爽そう快かいな気分になることは間違いなかった。


　ありがちな話ではあるのだが、世の中は誰だれかの思い通りには動いてくれなかった。とくに和樹のためには絶ぜつ対たい働かないと決めているらしく、ここ数日はやることなすこと裏うら目めに出るばかりであった。おかげで今や、「お嬢じよう様さまと執しつ事じになるべく対決する」なんて訳わけの分からない事じ態たいに発はつ展てんしている。


　僕ぼくが遺書を書くべきなのかな、なんて境きよう地ちに達しつつある和樹を尻しり目めに、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこの『真のお嬢様と執事の全すべてを学ぶ会』と松まつ田だ和かず美みの『世界を統すべるお嬢様アンド執事俱く楽ら部ぶ』は、それぞれ特訓にいそしんでいた。


　まずは『真のお嬢様と執事の全てを学ぶ会』。臨りん時じ講こう師しに風かぜ椿つばき玖く里り子こと神かみ城しろ凜りんを招しよう聘へいし、練習に余よ念ねんがない。


　メンバーを校庭に並ならべ、仲丸は演えん説ぜつを始めた。


「今ここに二つの組そ織しきが存そん在ざいする。俺おれたちと、俺たちじゃない連中だ。どっちが組織として正しいか、松田に思い知らせなければならない」


　お嬢様と執事の話が、どうして極きよく左さの内ゲバみたいな路線問題となるのか不明だが、それがＢ組理論というものである。


　仲丸の演説に、賛同するものは多い。


「和美のやり方は汚きたない。あたしたちが勝たないと、世間に間違った印象を与あたえてしまうわ」


　そう主しゆ張ちようするのは鳴なる尾お来らい花か。最近は主しゆ義ぎをころころ変えるので、「風かざ見み鶏どり新聞」などと呼よばれている。


「これはいわば聖せい戦せんよ。正しさを世に伝える。正義はあたしたちにある」


「うむ。戦う前から勝利は手に入ったも同然だ」


　あちこちから「そうだ、そうだ」との声。


「ということは、特訓する必要はないんじゃないか」


　浮う氣き光みつ洋ひろが、そんなことを言い出す。


「勝ったも同然なら、昼ひる寝ねでもしてよう。勝手に松田たちが負けてくれる」


　これまた「そうだ、そうだ」の声があがる。仲丸のところには、とりわけ面めん倒どうなことを嫌いやがる面子メンツが集まっていた。


「それも一つの手だ。というか、楽ができるならこしたことはない」


　と仲丸。


「だがあえて俺は特訓をしたい。俺が言うのもなんだが、松田は油ゆ断だんがならない。あいつを二度と立ち直れないような目にあわせるには、訓練しかないんだ」


　思いもよらない真ま面じ目めな意見に、一同は黙だまり込こむ。


「そこまで言うなら仕方ないが、どうやんだ。痛いたいのはごめんだぞ」


「なんのために講師を雇やとったと思ってんだ」


　仲丸は手を叩たたいた。


「先生、先生！」


　アホどものアホな議論をぼんやりと聞いていた玖里子と凜は、慌あわてて進み出た。


「このお二人が、俺たちに秘ひ策さくを授さずけてくださる。先生、お願いします」


「秘策って……ねえ」


　玖里子はすでに、秘策どころか愛あい想そが尽つきる寸すん前ぜんであった。


「なんかさっきから聞いてると、お嬢様や執事から遠い話ばかりしてたわよ。結局どうなりたいの」


「そりゃお嬢様や執事ですよ。そのために講師をお願いしたんですから」


　なにを当たり前のことを、と仲丸は言いたげだった。


　玖里子はため息をついた。


「分かったわよ。じゃあやるわね」


　そう宣せん言げんしてから、隣となりの凜に小声で、


「で、お嬢様の訓練ってどーするの」


「玖里子さん、お嬢様ではないのですか」


「あたしはがさつなんだって。凜の方がお嬢様っぽいでしょう」


「本家のしきたりしか知りません」


「それでいいわよ。執事はあたしが引き受けるから」


　背せ中なかを押おされ、凜は大きめの声で話しはじめた。


「では、お嬢様になる……かどうかは分かりませんが、特訓を開始します。九州の本家の例にならいます。女性の方はこちらへ」


　女子だけが別の所へ連れて行かれる。校庭の隅すみ、ちょうど芝しば生ふになっているところだった。


「全員横に並んでください。一列」


　来花以下、女の子たちは戸と惑まどいながらも言われたとおりにする。凜は彼女たちに、棒ぼうきれを配った。


「本来なら竹刀しないでおこなうのですが、都合により棒にします。では素す振ぶり千回」


　一いつ斉せいにえー、と声が上がった。


「なんで素振り!?」


「剣けん道どうなんてやったことない！」


　凜はまったく聞く耳を持たなかった。


「神城の本家のやり方にのっとります。我われ々われは退たい魔まの一族として己おのれを鍛きたえなければならないのです。そのための特訓です」


「お嬢じよう様さま関係ないじゃん！」


　来花が文もん句くを言う。


「神城流で構わないと言われました。本家では男より女の方がよい退魔師しになれると伝えられています」


　凜が自前の日本刀を抜ぬいた。日光に反射してぎらりと光る。


「逃にげ出すようであれば、刀の錆さびになってもらいます」


「……なんで暴ぼう力りよく的なの」


「杜もり崎さきごときに負けるわけにはいきませんので」


　全員、それが本音か、と思った。


「でははじめ。いち、に」


　女の子たちはかけ声をかけながら、木の棒を振り下ろした。


　さて、仲丸たちはといえば、玖里子による講義を受けていた。


「あたしが思うに執しつ事じというのは」


　玖里子は古ぼけた移い動どう式の黒板を引っ張ぱり出してきて、板書をしていた。


「ワインや葉巻の銘めい柄がらを理り解かいすることよりも、政せい財ざい界かいの裏うら事じ情じように通じていることね」


　ほお、と感心したような男子生徒たち。


「要人の嫌きらいな食べ物から、妾めかけの住所まで全すべて把は握あくしている。それを逐ちく一いち雇やとい主に報ほう告こくすることによって、己の存そん在ざいをアピールするわけ」


「いつもの俺たちと、やってることがあまり違わないんだけど」


　と仲丸。


「あたしの知ってる姉さんたちの執事は、みんなこんなのだったわ」


「さっきお嬢様や執事と遠い話がどうこう……」


「気にしない。じゃあやるわよ。まず、そうね。あなた」


　玖里子に指名されたのは、浮氣だった。


「あなたが知っている裏情報を、なんでもいいから話して」


「……なんで？」


「その情報をどうすれば役に立てるか考えましょう。さあ、執事的な観点から話して」


「……えーと、じゃあ最近聞いた話を。校内新聞に乗るはずだったテスト解答の漏ろう洩えい問題が握にぎりつぶされたけど、あれは鳴尾が金を受け取ったからです」


　生徒たちがざわつく。


「他ほかには？」


「仲丸が食券を買い占しめて高たか値ねで売り抜けようとしてます。すでに三倍の値が付きました。俺がその情報を摑つかんだら賄わい賂ろを渡してきて……」


「待て待て待て！」


　泡あわを食った仲丸が叫さけぶ。


「適てき当とうなことを言うな！　全部ガセネタだ！」


「ガセじゃねえ！　俺はお前の携けい帯たい電話の履り歴れきを調べたんだ。食堂のおばちゃんからネタはあがってんだ！」


「犯はん罪ざいじゃねえか！」


　つかみ合いになる寸前、玖里子が制せいした。


「騒さわがない。浮氣君は執事だとすると、その情報をどうやって使う？」


「売って金に換かえます」


「どこが執事だ！」


　仲丸だけではなく、他の生徒までが文もん句くを言った。


「馬ば鹿か、売って執事の権けん利りを買うんだ！　それなら文句ないだろう！」


「執事の権利なんかあんのか？」


「権利証しようは俺が発行する！」


「結局お前の金かね儲もうけじゃねえか！」


　仲丸が怒ど鳴なり、浮氣を指さした。


「みんな、こいつはきっと松田の手先だ。俺たちを陥おとしいれようとしてる！」


「言うに事欠いてそれか！」


「こいつを追い出せ！　執事の権利証の発行元は俺に変へん更こうだ！」


「お前かよ！」


　全員が一斉に叫び、あとは手のつけられない乱らん闘とうとなった。





　一方こちらは、和美率ひきいる『世界を統すべるお嬢様アンド執事俱く楽ら部ぶ』。


「お嬢様と執事がどうして世界を統べるのか」なんて疑ぎ問もんを抱いだくのは和樹くらいのもので、和美たちにとっては愚ぐ問もんである。お嬢様と執事はそういうものなのだ。これは常じよう識しきの範はん疇ちゆうに属ぞくすることであって、「どうして一足す一は二なの？」という園児と同じくらい幼おさない思考だ。


　そのような特とく異いな常識を持つ一いち団だんであるから、特訓方法もたいそう変わっていた。


　場所は葵あおい学園の体育館。中には和美たちしかいない。さっきまで練習していたバレーボール部には、金を渡わたして場所を譲ゆずらせた。顧こ問もんの教きよう師しだけは文もん句くを言っていたが、風ふう俗ぞく店に入る寸すん前ぜんをとらえた写真によって、以後邪じや魔まをしないことを誓ちかってもらった。


「お嬢様特訓に、手抜きは許ゆるされないわ」


　一同を前にして、和美は言い切った。


「今ごろ仲丸君たちも、必死で特訓をしているはずよ。後れをとるわけにはいかない」


「それはいいけど、どんなことをすればいいの？」


　結ゆう城き松まつ葉ばという女子生徒が訊きいてきた。このグループは、男子生徒よりも女子の数が多い。


「仲丸君たちを上回る、苛か烈れつな特訓よ。血ち反へ吐どを吐はくくらいやれば、きっと勝てるわ」


　体育座ずわりをして聞いていた生徒たちが、ざわついた。


「血反吐？　時代錯さく誤ごだ」「痛いたいのやだ」なんて文句がそこかしこから出てくる。


　和美は手を振ふって黙だまらせた。


「静かに。わたしだって痛いのは嫌よ。マゾじゃないんだから」


「もっと楽な方法考えてよ」


　さすがＢ組生徒、松葉の苦く情じようは、奇くしくも仲丸たちと同じものであった。


　和美はふっと笑う。


「考えてあるわ。楽っていうか、手間いらずで審しん査さ員いんの度ど肝ぎもを抜ぬく。そうすれば勝ちも同然よ」


　松葉以下、女子生徒たちは感心した。手間いらずということは低コストと同義であり、度肝を抜くのだから高いリターンがある。高校生でこれは、金勘かん定じようが染しみついていなければ出てこない発想である。


「さすが和美ね。どんな手を使うの」


「そこで講こう師しの登場よ」


　和美は手て招まねきをした。


「夕ゆう菜な、沙さ弓ゆみ」


　おずおずと出てきたのは宮みや間ま夕菜、苦虫を嚙かみ潰つぶしているのは杜崎沙弓であった。


「あなたたちにモデルになってもらうから」


「モデル？　わたしたち、講師じゃないんですか」


　夕菜が訊いた。


「スタイルの良さが必要なら、杜崎さんは分かりますけど、わたしは自信がないです」


「グラビアとかのモデルじゃないわよ。わたしが考えたアイディアを、やってくれればいいの」


「はあ……」


　夕菜の疑問をそのままに、和美は座っている面々に向き直った。


「みんな、お嬢じよう様さま学校で重要なものってなにがあると思う？」


　女子生徒たちは、顔を見合わせた。体操部所しよ属ぞくの福ふく西にし慧けい子こが、疑ぎ問もん符ふを浮うかべつつ言う。


「そんなのお嬢様言葉に決まってんじゃん。教室でも話したじゃない。『してくださらないかしら』とかそんなのでしょ」


「甘あまいわね。わたしは『お嬢様学校』って言ったのよ」


　ちちちと指を振る。


「お嬢様学校といえば白はく奉ほう学園。白奉といえば女の園。女の園といえば──」


　和美は高らかに宣せん言げんした。


「百ゆ合りよ!!」


　全すべての人間の頭の上に「は？」という文字が浮ふ上じようした。


「めくるめく倒とう錯さくの世界！　禁きん断だんの同どう性せい愛あい！　咲さき乱みだれる百合の花……はちょっと意味が違ちがうけど、とにかく百合っぽさがないと駄だ目めなのよ！」


　彼女は拳こぶしを握にぎりしめて熱ねつ弁べんをふるった。この場合の百合とは、女の子同士のプラトニックな恋れん愛あい感かん情じようをさしている。恋愛とまではいかなくとも、「友情を超こえたなにか」だと和美は説明した。


「百合度が強ければ強いほどぐっときて、勝利に近づくのよ。夕菜、沙弓。出番よ！」


　指名された二人は「え」と呟つぶやいてたじろいだ。


「百合の例を見せて。ここで」


　例ってなんだ。夕菜が迫はく力りよくに圧あつ倒とうされながらも反はん論ろんする。


「な……なんで百合なんでしょう」


「今言ったでしょ。Ｂ組の美女二人が百合を見せつければ、白奉の人たちも納なつ得とくするわよ。自分たちと同じだとか言って」


「それは……白奉の皆みなさんを誤ご解かいしているような気がします」


「してない。百パー……ううん、一億パーセント確かく実じつよ」


「なんていうんでしょうか、女子校に幻げん想そうを持ってる人たちだったらそうかもしれませんけど……多分違うと……」


「馬ば鹿かね。白奉学園の生徒は全員、涙なみだを流しながら感かん激げきして、ついでにお布ふ施せを差し出すに決まってるわ。一兆ちよう円えんくらい」


　やっぱり金か、と何人かは思ったが、文もん句くにはならなかった。和美が異い様ように目をぎらつかせていたのである。へたなことをすると嚙かみ付かれそうであった。


「さあやって見せて」


「え……やるって……」


「百合よ。いちゃつきなさい」


「そんな、松田さんがやればいいじゃないですか。綺き麗れいなんですから」


「わたしは嫌よ。こういうのは講師の役目」


　夕菜は恐おそる恐る沙弓を見た。格かく闘とう少女の顔は、苦虫を嚙み潰つぶすどころではなかった。


「冗じよう談だんじゃない」


　沙弓は言った。


「和美の戯ざれ言ごとに付き合ってられないわ。もっとましなことするのかと思ったのに、百合？　ついに昼間から夢ゆめを見るようになったの？」


「あらま。百合がまともじゃないっての」


「正せい常じようからは遠いわ」


　怒いかりの混まじった拒きよ絶ぜつにも、和美は泰たい然ぜんとしていた。沙弓に近ちか寄よると、背せ伸のびをして耳元になにやら囁ささやく。


　格闘少女の顔面が、見る見るうちに蒼そう白はくになる。


「……そ……そんなことまで……」


「ポエムノートだけじゃなくて、イラストノートまで渡わたしたのがまずかったわね。公表したら、あんた死にたくなるんじゃない」


　沙弓は唇くちびるを嚙みしめ、脅きよう迫はく者しやの少女を睨にらんだ。


「卑ひ怯きよう者もの……悪あく魔まめ」


「ああ気持ちいい響ひびき。わたしも出世したのね。さ、はじめて」


　不ふ敵てきに笑う和美。沙弓は悔くやし涙なみだを浮かべ、夕菜の正面に立った。


「夕菜……」


　ただならぬ雰ふん囲い気きに、夕菜は怯おびえた。


「……な、なんでしょう杜崎さん？」


「ごめん……」


「え……え!?」


　恐おそろしくなって、後ろに下がる夕菜。その分だけ、格闘少女が前に詰つめる。


　さらに夕菜は下がり、沙弓は前に進む。下がり、進む。下がり、進む。尺しやく取とり虫の運動みたいなことが幾いく度どとなく繰くり返され、ついに夕菜は壁かべ際ぎわに追いつめられた。


「夕菜、私には、他ほかに選せん択たくの余よ地ちがないの……」


「な……なに言ってるんですか。杜崎さん、気を確たしかに！」


「少しだけ我が慢まんして」


「我慢って……嫌いやです、やめてください！」


　夕菜の拒絶はほとんど悲鳴だった。それにも拘かかわらず、沙弓は小こ刻きざみに震ふるえている両りよう肩かたに手をかける。




[image: ]


「野の良ら犬いぬに嚙まれたと思って。私もそう思うようにする」


「わたしは嚙まれたくありません！　痛いたいじゃないですか！　こういうことは和樹さんとだけ……もももも杜崎さん、どこ触さわっているんですか!?　きゃー!!」


　百合の範はん疇ちゆうを完全に飛び越こえた行こう為いに、体育館のエントロピーは異様な増ぞう大だいをみせた。Ｂ組生徒たちは興こう奮ふんしてにじり寄り、何人かは「カメラ」「ビデオ」と騒さわぎながら教室に走っていく。


「これ百合じゃありません！　もっと別なことです！」


「お願いだから大人しくして。すぐにすませる！」


「あーん、助けてー!!」


　夕菜の悲鳴は途と切ぎれることなく、体育館から流れていた。





　さてこちらは、詐さ欺ぎの片かた棒ぼうを担かついでしまったような表情をしている和樹。このどうしようもない現げん象しように対し、海よりも深く後こう悔かいしているところであった。


　持ち前の優ゆう柔じゆう不ふ断だんと成り行きのせいで、事じ態たいがここまで訳わけの分からないものになってしまった。責せき任にんの一いつ端たんは、どう考えても自分にあった。


　こうなってしまった以上、傍ぼう観かん者しやに徹てつする、と達観するには、彼はちょっとばかり責任感がありすぎた。なにしろ、今回は白奉学園で戦うつもりなのである。向こうの人たちは、Ｂ組がどれだけパーな連中か知らない。へたをしたら葵あおい学園全体に迷めい惑わくがかかってしまうかもしれないのだ。とにかくなんとかして、「頭のおかしいクラスメートが、人様に迷惑かけないように」するつもりであった。


　この場合、必要なのは味方である。徒と手しゆ空くう拳けんを絵に描かいたような男なので、誰かいないことには生まれたての羊ひつじよりなにもできない。


　しかし、夕菜は和美側、玖里子と凜は仲丸側についている。中立的立場で、かつ親しい人間の助力が欲ほしかった。


　とすると。


「にゃー、和樹君、これからなにするのー？」


　誰もいなくなった二年Ｂ組の教室、嬉うれしそうににこにこしているのは栗くり丘おか舞まい穂ほである。舞穂ちゃんに頼たよるなんて、僕の人間関係はものすごく狭せまいんだなと和樹は思った。


「えーとね、今クラスでなにが起こってるかは知ってるよね」


「うん。エッチなことをするのに、ホテルに行くか自分の部屋にするかで争っているんだよね」


「全然違うよ。昨日舞穂ちゃんも言ってたでしょ。どっちのお嬢じよう様さまと執しつ事じが正しいかで言い争ってるの」


「えー、つまんなーい。エッチなことの方がいいー」


　舞穂は不満げに頰ほおを膨ふくらませた。


「面おも白しろいつまんないじゃないから。大変なことになる前に、止めようと思うんだ」


「止めてからエッチな話をするの？」


「しないから。止めるだけ」


「じゃなにもしなーい」


　彼女は口を尖とがらせたまま横を向いた。最近の舞穂は知ち恵えがついてきて、なにかにつけ謝しや礼れい代わりに「エッチな秘ひ密みつ」を要求する。


　仕方なく、和樹は言った。


「分かったよ。じゃあ終わったらね」


「エッチな話する？」


「……誰かがしてくれるよ、多分」


　曖あい昧まいな約束をする。和樹はこの手の中学男子みたいなネタには強くないので、誰かに押しつけようと思った。


　味方を得たものの、エロ少女一人だけでは心こころ許もとない。できればもう一人いるのがよかった。


　しかし誰がいる。こんなことを頼める人間はもういない。Ｂ組のマトモ系けいに話を持っていく手もあるが、沙弓は脅きよう迫はくされて講こう師しになったし、あとの面子メンツは自じ己こ防ぼう衛えい意い識しきが強く引きこもっている。特訓のせいで空っぽになった教室で、彼は延えん々えん頭を悩なやませた。


　と、引き戸ががらりと開かれた。


「式森君、一いつ緒しよに帰……あれ？」


　やってきたのは山やま瀬せ千ち早はやであった。


「どうしたの？」


　若わかきウェルテルのごとく苦く悶もんする和樹を見て、千早は怪け訝げんな顔をした。


「山瀬さん……」


　彼は顔を上げた。


「ちょうどよかった。僕のものになって欲ほしいんだ」


「……え!?」


「あ、ごめん。僕の手助けをして欲しいんだ」


　千早は顔を赤くしながら返事をした。


「びっくりした……助けってなに？」


　和樹はかいつまんで説明をした。白奉学園にお使いに行ったところから、仲丸と和美が対立しているところまで。現在のＢ組は特訓に余念がないことも付け加えた。


　彼女は眼をぱちくりさせながら聞いていた。


「……文化祭のときも思ったけど、Ｂ組ってすごく変わってるよね」


「いつもこんな感じだから、時々、世の中が変なんじゃないかって思うことがあるよ。……でもなんで文化祭のことを知ってるの？」


「あ、ごめん。えっと、助けるのは構かまわないよ。手伝う」


「ありがとう……」


　胸むねをなで下ろす和樹。人数が増ふえるのは、それだけで心強い。ましてや千早は非ひ常じようにマトモだ。人を「マトモか、そうでないか」で分けるのもなんだか悲しいが、今はそのことがなにより重要だった。


「いいけど、どんなことをするの」


　少し考えてから、彼は答えた。


「とりあえず……説得係」


「なにそれ」


「説得して対決を止やめさせる」


「えー……あたし、Ｂ組の人たちを説得する自信ないなあ。あたしの言うこと、聞いてくれないんじゃない」


　千早は困こまったようになった。マトモなだけに、状じよう況きよう判はん断だんもできている。


「いや、Ｂ組じゃないんだ。あいつらなに言っても無む駄だだから。説得するのは白奉学園の生徒会長さん」


「は？」


「会長の那な須すさんに、こんなことで学校を貸かさないようにお願いする」


　和樹は説明した。いくらＢ組の変人どもでも、場所がなければ対決のしようがない。お嬢様の眼がん前ぜんでおこなうのが重要なのだから、白奉学園が使えなければ自然消しよう滅めつするはずである。もしかしたらそこらの路上でやるかもしれないが、そうなったら警けい察さつの手に委ゆだねればいい……。


　聞きながら千早は、軽くうなずいていた。


「あたしと舞穂ちゃんが、説得に付き合うのね」


「そういうこと」


「いつやるの？」


「これから。すぐに白奉に行こうと思う」


　和樹は鞄かばんを手にして立ち上がった。千早は肩かたをすくめて同行に同意し、舞穂は「お出かけ、わーい」と無む邪じや気きに喜んだ。





　　　　○





　あいにく、和樹は那須時雨しぐれの携けい帯たい番号を知らなかった。和美は抜ぬけ目なく聞き出していたが、そこまでの周しゆう到とうさはない。そのためアポなし訪ほう問もんになってしまった。


　白奉学園へは制せい服ふくのままで行った。向こうはお嬢様学校なので警けい備びが厳きびしい。へたにうろうろしているとつまみ出される恐おそれがあるからだ。葵学園の制服なら安心してもらえる。


　三人は校門から敷しき地ち内に入り、受付で名乗ってから、「生徒会長の那須さんに会いたいのですが」とお願いした。


「わー、広いー」


　舞穂が喜びながらも感心していた。


「ねー和樹君。葵学園よりも広いね」


「向こうに公園があったでしょ。あそこまで敷地なんだって」


「あそこ、公園じゃないわよ」


　と言ったのは千早である。


「そうなの？」


「建物あったでしょう。あれ、白奉学園の寮りよう。ここ全寮制で、全部敷地内にあるんだって。購こう買ばいもレクリエーション施し設せつも学校経けい営えい。だからとても広いのよ」


「へえー」


　和樹は恐れ入りながらも、驚おどろいていた。そうなると、この学校は前に見たときよりも何倍も大きいわけだ。


「山瀬さんよく知ってるね」


「まあね」


　千早は意味ありげな笑え顔がおをしていた。


　しばらくしてから、時雨自身がやってきた。彼女は和樹の顔を覚えていた。


「あら。この間はご苦労様でした。式森さんとおっしゃるのですね」


　彼は慌あわただしく挨あい拶さつをすると、連れの二人を紹しよう介かいした。千早は「うわ、綺麗な人……」と感心しており、舞穂は「すごーい。綺麗だけどきっとエッチ……」と余よ計けいなことまで言おうとしたので、和樹が口を塞ふさいだ。


「本日は、どのようなご用よう件けんでしょうか」


「すいません、那須さんに用事があったんです」


「わたくしに？……では、生徒会室でお話をうかがいます」


　時雨が先に立って案内した。


　生徒会室は校こう舎しやとは離はなれた場所に建てられていた。敷地の奥おくまった場所にあり、周囲の雑ざつ音おんに悩なやまされないところにある。なんだか茶室のようで、実じつ際さいに茶室も併へい設せつされているとのことであった。


　和風の外見とは裏うら腹はらに、内部はまるでサロンであった。調度類がバロック調で、高級ホテルの一室のようだ。和樹たちは、金色の刺し繡しゆうが施ほどこされているソファを勧すすめられた。


「芙ふ美み香かさん、お客様にお茶を」


　時雨が一年生らしき女子生徒に言う。芙美香が「お紅こう茶ちやでよろしいでしょうか」と訊いてきたので、三人は同時にうなずいた。


　しばらくしてから、白はく磁じのカップに注つがれた紅茶が運ばれてくる。千早が香かおりに気づき、「ヌワラエリヤだ……」と呟つぶやいた。


「どうぞ召めし上がってください。今、お菓か子しを運ばせますね」


「は、どうも……」


　和樹は口の中でもごもごと言う。お嬢様というか、上流社会のようなもてなしに、緊きん張ちようしっぱなしであった。陰いん謀ぼうと野望のせいで、別の意味で緊張が解とけないＢ組とは、えらい違いである。


　三人はしばらくの間、紅茶をすすり、手作りらしきクッキーを黙もく々もくとかじった。


　一通り味わったあたりで、時雨が声をかけた。


「ご用件はどのようなことでしょう。葵学園の松田さんからお電話がありましたが、なにか関係でも？」


「大ありです」


　和樹はＢ組で起こったことを、ざっと述のべた。とにかくうちの連中はろくでもない。このままだと白奉学園にも計り知れないくらいの迷めい惑わくをかけるかもしれません。


「それで、松田さんから連れん絡らくが行ってると思うんですが、考え直してもらえないでしょうか。はっきり言って、うちのクラスの願いなんか聞く必要はありません」


　彼は言い切った。自分のクラスにどれだけマイナスの評ひよう価かをしても、言い過すぎた気がしないところが恐ろしい。


　時雨は、相変わらずのにこやかな表情であった。


「松田さんは、礼れい儀ぎと知ち性せいをかけた勝負をしたいので、場所を貸かして欲しいとおっしゃっていました」


「そんなの噓うそです。むしろ校内に侵しん入にゆうしたのをいいことに、金目のものを持ち去ろうとします」


　そんな計画はなかったが、和樹の心中には根こん拠きよなき根拠が存そん在ざいしていた。過か去このおこないからいって、やるに決まっている。


「あら、そんなことはありませんでしょう。松田さんはいい方でしたわ。物もの腰ごしの丁てい寧ねいな女性です」


　時雨はやんわりと、和樹の台詞せりふを否ひ定ていする。


　彼は首を振った。


「それが手なんです。外そと面づらだけは異常にいいんですから、騙だまされちゃ駄目です」


「葵学園の皆みなさんがいらっしゃることは、当学園の生徒たちも楽しみにしております。魔ま法ほうのことでは都内でも三本の指に入る高校ですから、きっと参考になると思っております」


「あいつらに関しては悪影えい響きようしかありません。考え直すなら今です」


「式森さん」


　時雨がかしこまった。


「ご自分の友人をそのように悪くおっしゃるのは、感心しません。我わが校の校風は『友愛』です。葵学園の皆さんの申し出を受けたのもそのためですわ。お友達の大切さを、どうかお分かりになってください」


「あいつら友達じゃないんですけど……」


　仲丸も和美もしきりと「親友」と言ってくるが、和樹は一秒たりともそう思ったことがなかった。詐さ欺ぎ師しの儲もうけ話ほどにも誠せい意いを感じていない。


「あの……那須さんは、どうしてそこまで葵学園にこだわるんですか？」


　そう言ったのは、それまで黙だまっていた千早だった。


「言葉はあまり良くないんですけれど、白奉学園は閉へい鎖さ体たい質しつだと聞きました。校門でも部外者のチェックは厳きびしくやっています。他ほかの学校の生徒を大量に入れるのは、文化祭以外に例がないはずですけど」


　時雨が意外そうな表情をする。


「あら……よくご存ぞんじですのね」


「母が白奉出身なんです」


「まあ。どうりでお詳くわしい」


「あたしも中に入ったのは初めてです」


　千早はにこりとする。


「それで、那須さんのこだわりを聞かせてもらえれば、あたしも式森君も、安心できるのですけど」


　時雨はしばらく無言になった。それから聞こえるか聞こえないかくらいのため息をつく。


「芙美香さん、しばらく席を外しておいてくれませんか」


　言われた女子生徒は軽く頭を下げると、部屋から出て行った。


「……さきほど山瀬さんが言われたとおり、本学は伝でん統とうある女子校という立場からか、たびたび閉鎖性を指し摘てきされております。中には時代遅れの旧きゆう弊へい体質と称しようする方もいらっしゃいます」


「でも、それが売りになっているんじゃないでしょうか」


「はい。わたくしもですが、生徒たちは皆そういう校風に憧あこがれて入学したのです。ですから、どう批ひ判はんされても、苦になったりはいたしません」


「じゃあなおさら、他校の生徒を入れない方がいいのでは」


「それが……困こまったことになってまして」


　初めて時雨は、ためらいのようなものを見せた。今日会ったばかりの、他高校の学生に話していいものかどうか、迷まよっているのだろう。


　千早は急せかさなかった。言葉を求めるのは、逆ぎやく効こう果かになるからだ。


　しばらくしてから、時雨は口を開いた。


「……女子校という特異性でしょうか、変な常じよう識しきがはびこっているのです。それで、他校の学生と触ふれあう機会があれば、少しは普ふ通つうになるのではないかと思いまして」


「変な常識って、なんでしょう……？」


「お恥はずかしい限かぎりですが……お金、です」


「はい？」


　千早だけではなく、和樹も耳を疑うたがった。きょとんとしているのは舞穂。


「お金に関することなのです。どういうわけか、わたくしが入学する前から『女子校の沙さ汰たも金次し第だい』などの標語が存在しまして」


「はあ……」


「価か値ち観かんの全すべてをお金に求めるのです。端たん的てきに申しますと、お金儲もうけの上う手まい人間が、白奉では一番偉えらいのです。とにかく年中、金、金と」


　どこかで聞いた話である。和樹の心中は、地じ震しんを感知したナマズのように不安で一いつ杯ぱいだった。


「それだけではありません。生徒たちは儲けたお金を賄わい賂ろに使って、権けん力りよくを手に入れようとするのです」


　絶ぜつ句くした和樹の代わりに、千早が反はん応のうする。


「なんですかそれ。どこかの政せい治じ家かじゃあるまいし……」


「当校で将しよう来らいの夢ゆめを訊くと、一位は必ず『権力者』になります。金を握にぎって権力も握る、だから偉い。全てこのような思考なのです。『スカートの中は黒ければ黒いほどよし』……これは前生徒会長の台詞せりふですが、万ばん事じこのような調子で。クラスの学級委員を決めるときも、賄賂があちこちで飛び交かって、一向に決定しません。全クラスの三分の二が、学級委員不在です」


　話すうちに、時雨の表情はどんどん暗くなっていった。もっともそれを「気の毒だな」と思っているのは千早だけで、和樹の意識は切れかかっており、舞穂はクッキーのおかわりをしようかしまいか迷っていた。


「しかもここには、『裏うら生徒会』が存在しております」


「…………」


「『裏生徒会』だけではありません『真生徒会』『伝でん統とう生徒会』『超ちよう高こう精せい度ど高こう密みつ度ど新生徒会設せつ立りつ準じゆん備び機関発ほつ足そく委員会』など、生徒の数だけ組織があるといっても過か言ごんではありません。先ほどの芙美香さんも、『第六十五回生徒総そう会かい運うん営えい事じ務む局きよく調ちよう査さ部ぶ第七課別班』が送り込んだエージェントで、わたくしを監かん視ししております」


　あまりに長い組織名なので、千早は覚えるのをやめた。


「なんで、那須さんの監視を」


「恐らく、当人も組織も、どうしてわたくしを監視対象に組み入れたかは忘わすれているはずです。そういうものなんです。組織も入り組んで、訳が分からなくなってますから」


　時雨は、今度は遠えん慮りよなく、長い長いため息をついた。


「それが悩みの種なんですか」


「あと一つございます」


「ま、まだですか」


「現げん在ざいの当校で大流行しているものがあるのです。百ゆ合りです」


「……えーと、お花の」


「そうだったらどんなに気楽か。はっきり言いますと、軽い同性愛、変へん態たいです」


　こんな美人の口から「変態」なんて言葉が出てくると、それだけで倒とう錯さく的な魅み力りよくがある。しかし本人は真しん剣けんであった。


「あちらこちらでお姉様だの妹だの、妙みような姉し妹まいのちぎりがおこなわれているんです。擬ぎ似じ的な血けつ縁えん関係となり、三年間愛に生きなければならないとか。おかげでヤクザも顔負けの姉妹の増ふえ方です。他ほかにも女同士の約束の誓ちかいをするとか、樅もみの樹きの下で愛を告白するとか、そんなのばかり」


　説明を聞くにつれ、千早の血けつ圧あつはどんどん降こう下かしていた。彼女はなんとか気力を奮ふるい起こした。


「それで……那須さんはなんとか学校を普通にしたいんですか」


「はい。わたくしが生徒会長になった……いえ、ならされたのも百合のせいなのです。美人の優ゆう等とう生せいを生徒会長にして、誰が妹になるか競うのだそうで」


　自分で美人や優等生と称しようしても、不ふ思し議ぎと嫌いや味みに感じられなかった。誰もが一目見て、「綺麗で頭もいいに違いない」と思うからだろう。これは確かに、パートナーの座ざを巡めぐる競争が起こっても不思議ではない。女同士でなければ。


「悪いことに、生徒会長という立場は、なんだかしっくりくるのです。……誤ご解かいなさらないでください。わたくしは男性の方が好みです」


「ですよね、ええ、あたしも」


　千早はこくこくうなずき、ついでに余よ計けいなことを口走った。


「これでお分かりでしょう。わたくしは葵学園の皆様に期待しているのです。せめて他の学校の雰ふん囲い気きが分かれば、このようなこともなくなるのではないかと」


　和樹は時雨の言葉を、ぼんやりと聞いていた。


　なんというか、金と権力に取り憑つかれているなんて、まるでＢ組だ。しかも全校規き模ぼなので、スケールが大きい。さすがに百合はないが、この二つを合わせたらどうなるのであろうか。


　むろん彼は、Ｂ組が百合の特訓までして、まったく同じになりつつあることを知らない。
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「ところで……式森さん」


「はい？」


「この前とは別の女性と一いつ緒しよなのですね」


「は……ええまあ。前の女の子は事情で来られなくなったんです」


「ずいぶんおもてになるのですね」


「えっ……いや、山瀬さんは友人です」


　とりあえず笑え顔がおを作って否ひ定ていする。千早が複ふく雑ざつな面おも持もちをしていたが、和樹はもちろん気づいていない。


　三人は、そのまま白奉学園を辞じした。すっかり遅おそくなっている。和樹は前に訪おとずれたときの、何倍も疲ひ弊へいしていた。


「なんか……Ｂ組を送り込むって、正しいんじゃないかと思えてきた」


　帰りの電車の中で、思わず愚ぐ痴ちる。


「でも那須さんは、まともになることを期待しているんでしょ」


「そうなんだよなあ……」


　どっちの生徒たちも満足するかもしれないが、時雨の健康には多大な影響があるかもしれない。


「あーどうしよう。那須さんは止めてくれるかと思ったのに」


「にゃー、別の人に頼たのんだら？」


　と発言したのは舞穂。おみやげにクッキーをもらい、大変満足そうである。


「紅あか尉い先生とか、紫し乃の先生とか」


「それ、話がややこしくなるだけだから」


　とくに紫乃は、しなくていいイタズラを考えつくに決まっている。


「じゃあなにもできないね」


「うー」


　和樹は腹はらの底からうなり声を上げた。


　かくして『真のお嬢じよう様さまと執しつ事じの全すべてを学ぶ会』と『世界を統すべるお嬢様アンド執事俱く楽ら部ぶ』は、対決の日を迎むかえる。




　第十八話　対決！　白奉学園・下










　式しき森もり和かず樹きの目の下は真っ黒であった。野球選手がやっているような日光よけではなく、パンダの真ま似ねをしているのでもない。肉体疲ひ労ろうと心労が蓄ちく積せきし、歌か舞ぶ伎き役者の隈くま取どりみたいになっていた。


　もちろん原げん因いんは、自らが所しよ属ぞくする二年Ｂ組の友人たちである。この「友人」というのは彼らが自じ称しようしているのであって、和樹はそう思ったことが一度もない。それが正しいお嬢じよう様さまと執しつ事じを巡めぐり、対決しようとするので頭が痛いたい。馬ば鹿かを濃のう縮しゆくして抽ちゆう出しゆつしてない連中により、心はいつも雷らい雨うであった。


　さらに今回は、余よ計けいな心配も加えられている。決戦の場は白はく奉ほう学園を借りておこなわれるのだが、ここが輪をかけてとんでもなかった。見かけは女子校であり中身も女子校なのだが、生徒が変わっている。金と権けん力りよくに固こ執しゆうし、日々陰いん謀ぼうにいそしむという、まるでＢ組の拡かく大だいバージョンであった。


　ここまでくると心配することが意味を持たなくなってくる。こういう馬鹿共は放ほうっておき、警けい察さつか軍隊に処しよ分ぶんを任まかせるべきであった。和樹はそう思って、入院している伊い庭ばかおりの下もとへ行った。


「わたしの代わりに、面めん倒どう見てくれ」


　担たん任にん教きよう師しのかおりは、ベッド脇わきのテレビに懐なつかしのファミリーコンピュータを直結させながら言った。


「あいつらは爆ばく弾だんと同じだ。多少の暴ぼう走そうは諦あきらめるが、誘ゆう爆ばくされたら困こまる」


「そういうのは、高校生じゃなくて爆弾処しよ理り班はんの仕事だと思うんですけど」


「Ｂ組でまともなのは、キミか宮みや間まくらいしかいない。監かん視ししないとなにされるか分からない」


「夕ゆう菜なも手伝っているんですよ。お嬢様の臨りん時じ講師とか言って」


「じゃあすまないが、キミ一人でやってくれ。あとで『仮か面めんライダー俱楽部』の攻こう略りやくを教えるから」


「いりません。……伊庭先生こそ、もう退たん院いんできるんじゃないんですか」


「入院患かん者じやに元ゲームショップの店員がいて、ファミコン時代のゲームに強いんだ。今度『ファミリースタジアム』で勝負することになってる。勝つまで帰らない」


　かおりはテレビとファミコンのスイッチを同時に入れると、全ての言葉をシャットアウトした。


　そんなわけで、和樹は孤こ立りつ無む援えんだった。正せい確かくには、栗くり丘おか舞まい穂ほと山やま瀬せ千ち早はやだけが味方だった。


　彼はその二人の前で、頭を抱かかえていた。


「あー、あー、あー、もうー」


　まるで珍めずらしい牛のうなり声だ。


「勝負は明日だってのに」


　さすがに千早は同どう情じようした顔だ。


「伊庭先生によろしくって言われちゃったんでしょ」


「自分がゲームしたいだけだよ。おまけに勝負に負けたからって、退たん院いん日びを延のばしているんだ。医者が出て行けって言っても、ベッドを空あけないんだって」


「どうするの？」


「なんとかして新聞に載のらないようにしないと。勝負が中止になる方法を考えなきゃ……」


　痛みが激はげしくなる頭を押さえながら、悩む。


　しばらくしてから、頭を上げた。


「山瀬さんと舞穂ちゃん……もっと手伝ってくれるかな」


「いいわよ」


「いいよー」


　二人とも承しよう諾だくしてくれた。


「なにかアイディアあるの？」


　千早がもっともなことを訊きく。和樹は軽くうなずき、


「ないわけじゃないけど……三人じゃ不安だなあ」


　できれば白奉学園にも味方が欲ほしいところだ。


「那な須すさんにも頼たのまない？」


　と千早が言った。


「あの人はなんていうか、まともでしょ。今の白奉学園に悩んでいたから、協力してくれると思う」


「でも勝負をしてくれって言ってたからなあ」


「それはもう仕方ないわよ。穏おん便びんにすませるようにすればいいんじゃないかな。誰だれにも迷めい惑わくがかからないようにすればいいじゃん」


「それを那須さんに？」


「うん。もう一度行ってみようよ」


　千早の言葉に従したがい、再ふたたび白奉学園を訪おとずれることになった。事前に連れん絡らくを入れると（千早が携けい帯たい番号の交こう換かんをしていた）、時雨しぐれは快こころよく「お待ちしております」と言ってくれた。


　前と同じように、生徒会室での面会となる。詳くわしい話を聞いた時雨は、なんだか驚いているようでもあった。


「あの……葵あおい学園の皆みなさんが、わたくしたちの学校と同じことを考えているのですか？」


「はい。金と権けん力りよくが大好きです。お嬢じよう様さまと執しつ事じの勝負ではなく、どれだけ欲よくに忠ちゆう実じつかの戦いになると思います」


　和樹は断だん言げんした。時雨はまさかといわんばかりに首を振ふる。


「そんな……葵学園の皆さんは、品行方正で優ゆう秀しゆうだと伝えられています。それではまるで、うちの生徒ではないですか」


「そっくりですね」


「特に二年Ｂ組の方たちは成せい績せきも優すぐれていて、葵学園を代表するクラスだと聞いていましたのに……ああ、どうしましょう」


　気の毒なくらい落ち込む時雨。もっとも和樹も同じで、「Ｂ組がいい噂うわさで伝わっているなんて」と、世の中が信じられなかった。


　舞穂は例によってクッキーを食べている。冷静なのは千早であった。彼女は和樹の台詞せりふを引き取った。


「ですから、なんとかまともな勝負にしたいんです。那須さんのお力も借りたいと思ってお願いにあがりました」


「わたくしの？」


「はい。白奉学園の生徒会長さんが味方についてくれれば、安心です」


「それは……力ちから添ぞえをするのはやぶさかではありませんが、どのようにすれば」


　千早が肘ひじで隣となりをつついた。和樹は我われに返る。


「あ……えーとですね、失敗させようと思うんです」


「失敗……中止ではないのですか」


「はい。今さら中止にすると、Ｂ組は『キャンセル料払はらえ』と騒さわぎ出す可か能のう性せいがあります」


「それは理り解かいできます。うちの生徒たちも損そん害がい賠ばい償しようの訴そ訟しようを起こすと言い出すに違ちがいありませんわ」


「ですから、勝負自体を大して盛もり上がらないように、興こう行ぎよう的な失敗にすればいいと思うんです」


「主しゆ旨しは分かりました。どのような方法で？」


　彼はざっと話した。千早と舞穂も聞くのは初めてなので、興きよう味み深ぶかげだった。


「なるほど……」


　時雨は納なつ得とくしていた。


「お話は分かりました。うまくいくかははっきりしませんが、やってみなければ分かりませんね」


「ええ。事前の準じゆん備びも必要ですから」


「わたくしはなにをすればよろしいですか？」


「審しん査さ委員長なので、なんでもかんでも低い点を付けてください。そうすれば、他の人も従うと思います」


「肝かん心じんの勝負に使う内ない容よう物ぶつは？」


「それはこっちで」


　和樹はちらっと千早を見る。彼女もうなずいていた。


「にゃー、舞穂もいっぱい手伝うー」


　クッキーをたくさん頰ほお張ばりながら、背せの低い少女が言う。


「仲なか丸まる君と松まつ田ださんのをね、全部××××なものにするー。他にも電気で動く×××とか、リモコンの×××や、歌か舞ぶ伎き町でしか売ってない×××××もたくさん……」


　あらぬことを喋しやべりだしたので、和樹は急いで口を塞ふさいだ。


「余よ計けいなことはいいから、普ふ通つうに手伝って」


「むぐ……でも××××の方がみんな興こう奮ふん……」


「いいの！」


　若じやつ干かんきつめに叱しかる。舞穂は「むー」と不満そうだったが、承しよう諾だくした。


「えー、まあこんな感じですが、きちんとやればうまくいくんじゃないかって」


「はい……でも××××というのは……」


「あー、それは忘わすれてください。幻げん聴ちようです幻聴。はは」


　和樹は乾かん燥そうした笑い声をあげ、話を終わらせた。舞穂はそんな彼を、むっとしながら見つめていた。





　　　　○





　そして当日。


　葵学園二年Ｂ組の面々は、連れだって白奉学園まで行った。もちろん『真のお嬢様と執事の全てを学ぶ会』と『世界を統すべるお嬢様アンド執事俱く楽ら部ぶ』は別々に行動している。この二つは教室でも、口をきかなかった。


　白奉の校門で、二つの組そ織しきは顔を合わせた。


「ふっ……。松田、負けるために来るとはご苦労なことだな」


　仲丸由ゆ紀き彦ひこが挑ちよう発はつめいた発言をする。松田和かず美みは動じない。


「あら、仲丸君こそ、泣いて帰らないように気をつけたら。涙なみだを拭ふくティッシュが欲ほしかったら売ってあげるわよ。高たか値ねで」


「ぬかせ。お前こそ盗とう撮さつ写真を撮とられないように気をつけるんだな。負け犬の写真なんか誰だれも買わねえだろうけどな」


「ふん。タダで撮ったら承知しないわよ」


「モデル代、二円くらい払ってやるよ」


　互たがいに、「けっ」と吐はき捨すてて、中に入った。


　会場となる白奉学園の第一体育館は、かなりの大きさであった。八クラスが同時に使用できるというから、並なみのサイズではない。観客席には白奉の生徒たちが鈴すずなり……ではなく、それなりに座すわっていた。


「なによ、もっと客を入れてくれって頼たのんだのに、少ないじゃない」


「観客の多い少ないが関係あんのか」


「大ありよ。お嬢じよう様さまグッズや執しつ事じグッズを販はん売ばいするつもりなんだから」


　和美は足あし下もとの包みを指さす。ぬいぐるみや便せん、Ｔシャツが顔を覗いていた。


「この野や郎ろう、俺おれにも分け前をよこせ」と文もん句くをつける仲丸を、和樹は黙だまって眺ながめていた。実は時雨に「あまりお客さんを入れないでください」と頼んだのは彼なのである。他校の生徒だろうとなかろうと、商売を始めるのは分かりきっている。少しでも野望を防ふせぐつもりであった。


　観客席はドット絵みたいに、ある一角だけ生徒が固まり、別の一角は誰も座っていないという、不自然な形になっていた。なんでも白奉の生徒が座ざ席せきに勝手に値をつけて、転売を繰くり返した結果らしい。強ごう引いんに買わされた教きよう師しが仏ぶつ頂ちよう面づらで座っているところもある。


　体育館の中央は白いテープで区切られ、勝負のためのコートとなっていた。離はなれた場所には机つくえが並べられていて、審査員が着席している。全員「お嬢様の中のお嬢様」白奉学園の生徒である。彼女たちが勝ち負けを決める。


　背はい後ごには電光掲けい示じ板ばんが設せつ置ちされていた。ここにそれぞれの獲かく得とく点数が、審査員により十点満点で表ひよう示じされ、合計点が高い方が勝ち。


「あ、あ」とマイクテストの音声が響ひびいた。コートの中央に、葵学園の女子生徒が進み出る。


「……えー、それでは、第一回、というか多分これが最初で最後の、『どっちがお嬢様と執事にふさわしいか選手権』を開かい催さいします。あたしは司会を務つとめさせていただく、葵学園の山瀬千早です。よろしくお願いします」


　ぺこりと頭を下げる千早。観客席からは拍はく手しゆ、葵学園側から「なんでＦ組の女の子が司会なんだ」との声が上がった。これも和樹の仕し業わざである。Ｂ組から人を出したら、なにを喋しやべるか分かったものではないからだ。火に油どころか火薬をくべるはず。


　千早は手元の紙束をがさがさいわせた。


「では選手宣せん誓せい」


　和美と仲丸が、颯さつ爽そうと立ち上がろうとする。


「……は、やめにして、さっそく試合に移うつりたいと思います」


　二人はバランスを崩くずし、「なんなんだよ」と文もん句くを言いつつ着席した。むろん、一呼こ吸きゆうするごとに「金、権力」と言い放つ宣誓文を、和樹が破やぶり捨すてた結果である。


「まず第一試合です。『真のお嬢様と執事の全すべてを学ぶ会』の出場選手は鳴なる尾お来らい花かさん。『世界を統すべるお嬢様アンド執事俱楽部』からは中なか田た一いち子こさんです」


　二人がコートの白線をまたぐ。どちらも大きめの荷物を持っていた。


　来花が不ふ敵てきに笑った。


「一子……悪いけど、邪じや魔まなあんたには消えてもらうわ。お嬢様の地位は、あたしのような知的な眼鏡めがねっ娘こにふさわしいのよ」


　言われた演えん劇げき部ぶ部長も負けてはいない。


「偉えらそうに予告しなくていいわ。なにが知的な眼鏡よ。ただの近きん眼がん乱らん視しのくせに。あたし、前からあんたのことが嫌きらいってことにしたから」


「大根演劇部長、口だけは減へらないのね」


　来花は、審しん査さ員いんと観客席に向かって腰こしを折った。


「おはようございます、皆みな様さま。本日もいいお天気で、爆ばく撃げきにはぴったりです」


　観客席は「なかなかの挨あい拶さつですわ」と囁ささやきあっていた。普通はブーイングが飛ぶ。


「皆様、『真のお嬢様と執事の全てを学ぶ会』……の中でもとくにあたしは、お嬢様に必要な重要な要素に気づきました。それは賄わい賂ろと脅きよう迫はくです」


　お嬢様にほど遠い宣言だが、観客席から「その通りですね」「脅迫の一つもできないようでは、大和やまと撫子なでしことして恥はずべきことです」と声があがる。


「あたしが持っているこれは、『世界を統べるお嬢様アンド執事俱楽部』のメンバーの賄賂の現げん場ばを押おさえた証しよう拠こ書類です。これを突つきつけて、口止め料をせしめるつもりです。さすがにＢ組全員分だと命が危あぶな……ええと、とにかく目がくらくらするくらいあります」


「そんなのはでっち上げです！」


　一子が反はん論ろんする。


「白奉学園の皆さん、今日は爆撃より振ふり込こめ詐さ欺ぎにぴったりのお日ひ柄がらです。爆撃は破は壊かいこそすれ、金は生み出しません。それよりもあたしのこれを」


　一子が茶色い封ふう筒とうを振りかざした。


「ここには『真のお嬢様と執事の全てを学ぶ会』の人でなし共がおこなった、帳ちよう簿ぼの改ざん記録が、データで保ほ存ぞんされてます。多すぎて全部目を通すと半年かかります。ＵＳＢメモリに収おさまりきれないくらいありました。学校側に渡わたせば息の根が止まるでしょう。来花の新聞部が酷ひどくて、備び品ひん購こう入にゆう費ひが全部カラオケ代金に化けてました」


　来花はぎょっとした。


「あんたそれ、どこで手に入れたの!?」


「うるさいわね。新聞部にもあんたのやり方に不満を持っている人間はいるの」


「あたしも演劇部の豪ごう遊ゆうの証拠ばらすわよ。都内の高校演劇大会、部員全員でさぼって遊んでいたでしょ！」


「どこまで知ってんの!?」


　摑つかみ合いになる寸すん前ぜん、千早のアナウンスが割わって入った。


「はーい、両者の意気込みをうかがいました。ではさっそく、勝負に……」


「一子、あたしの証拠品を見て腰抜かさないでね！」


「あんたこそ、泣き出したって知らないわよ！」


　来花と一子は目から火花を出しつつ、それぞれの荷物に手をかける。


　タイミングを計ったように、同時に取り出した。


「これが『世界を統すべるお嬢じよう様さまアンド執しつ事じ俱く楽ら部ぶ』の人でなしによる……あれ」


「こっちが『真のお嬢様と執事の全すべてを学ぶ会』のアホ共の記録……あら」


　二人は変な声を出した。ばらまかれた書類その他は、賄賂や使い込みの証拠ではなかった。


　千早が拾い上げる。


「ええと……これは茶さ道どうの印刷物ですね。『裏うら千せん家けの心得』とあります。こっちは琴ことの練習方法、小お笠がさ原わら流の手引き……こっちはＵＳＢメモリじゃありません。茶ちや杓しやくです。高こう価かそうですね」


　審査員たちに渡された。観客席からは「どんなお嬢様よ」「いまどきお茶や礼れい儀ぎ作法なんて古すぎます。これからは恐きよう喝かつですわ」などの文もん句くが聞こえてきた。


　審査委員長の時雨が大きく咳せき払ばらいをする。


「がっかりしました。こんな子こ供どもだましのような道具で、果たしてお嬢様と言えるのでしょうか」


　来花と一子に、焦あせりの色が浮うかぶ。


「こっ……これはなんかの間違いです。きっと一子の陰いん謀ぼうです！」


「あたしじゃない！　茶杓なんか持ってたら、すぐに売り払はらってます！」


　千早は手を振って二人を黙だまらせる。


「では審査員の方たちに採さい点てんをしてもらいましょう。どうぞ」


　電光掲けい示じ板ばんに並ぶゼロの列。二人とも見事な零れい点てんだった。


「これでは勝負になりませんね。得点なしのドローです」


　来花と一子は首をかしげながら、それぞれの席に戻もどった。「あんなので勝てるわけがありません」との容よう赦しやない声まで飛ぶ。


　和樹は見えないようにガッツポーズをした。彼と千早、舞穂が三人がかりですり替かえたのである。「勝負をうやむやのうちに終わらせる」ために計画した、必死の策さくであった。葵学園だけではなく、白奉学園でも隙すきあらば持ち物を確かく認にんして入れ替えをしている。Ｂ組にばれたら、串くし刺ざしどころではすまない。そのため、時雨にまで頼み、アリバイすら作って完かん璧ぺきを期していた。


「次の勝負にいきましょう。『真のお嬢様と執事の全てを学ぶ会』からは柴しば崎ざき怜れい子こさん。『世界を統べるお嬢様アンド執事俱楽部』からは片かた野の坂ざか雪ゆき江えさんです。どうぞ」


　乾かわいた拍はく手しゆと共に、呼よばれた女子生徒がコートに立つ。


　眼鏡をかけた秘ひ書しよ風の女じよ性せい、怜子が口を開く。


「柴崎です。私はまず、自らの意思で選手として登場しているのではないことを、ここに表明します」


　仲丸たちの席から、「きたねえぞ」「裏切る気か」と罵ば声せいがあがる。


「監かん禁きんされて、無む理り矢や理り承しよう諾だくさせられました。この事実こそが、『真のお嬢様と執事の全てを学ぶ会』の悪あく辣らつぶり、すなわちお嬢様としての品性として有ゆう益えきである証明だと思います」


　今度は観客席から「あら」と感心した声。「非ひ道どう＝お嬢様」の図式を信じ込んでいる白奉学園の生徒たちには、説得力のある理論であった。


「他ほかにもあります。昨日おこなわれるはずだった、学級委員選挙……の事前投票権を決める会合の予備会合の臨りん時じ会議です。抜き打ちでおこなわれるはずだったんですが、式森君、宮間さん、舞穂ちゃん、沙さ弓ゆみをのぞいて全員出席しました。例によって権力に直結するため、揉もめに揉めて決定しなかったのですが、そこで私は危うく学級委員にさせられそうになりました。『眼鏡をかけているから学級委員』なんて訳わけの分からない推すい薦せんだったのですが、実は陰謀なのです。裏で私を操あやつって実権を握にぎろうとしていたんです。報ほう酬しゆうを出すからと言って接せつ触しよくしてきたのが、『真のお嬢様と執事の全てを学ぶ会』の会長、仲丸君です」


　観客席からは感心の声が、選手側の席からは仲丸の「裏切りだ、俺ははめられた」の抗こう議ぎがあがった。


「お嬢様と執事の理論から言えば、これは正当な行こう為い。でも私としては腹はらが立って仕方がない。よって、勝負と同時に告発します！」


　怜子の毅き然ぜんとした態たい度ど。白奉の生徒からは「あの方をお姉様に」などという声が出た。一方仲丸は、自じ己こ保ほ身しんのための弁べん明めい書しよを大急ぎで作成していた。


　次は雪江の番である。清せい楚そで、未み亡ぼう人じんのように落ち着き払った女子生徒であった。「お母様と呼ぶべきかしら」との声が聞こえる。隣には、男子生徒の御みくり厨や真しん吾ごがいる。何な故ぜか首から下がマントで隠かくされ、口はガムテープで塞ふさがれていた。


　彼女はぺこりと頭を下げた。


「片野坂と申します。本日は、わたくしの考えた執事バトラーについて発表させていただきます。わたくしも自分の意思で出場したのではありませんが、多大な報酬を約束されまして……まあともかく」


　こほんと咳払い。


「わたくしの実家にも執事はおりました。ギャンブルの負けをサラ金で埋うめようとして、借金まみれになった男性です。東京湾わんに沈しずめられるか、野犬のエサになるかというところで引き取ってきまして、我わが家でただ働きすることになったのです。実家は山やま奥おくにございまして、同じような執事の皆みなさんが何十人とおりました。そこで鉱こう山ざん労働に従じゆう事じするのです。逃とう亡ぼうすることのないように、鉄てつ条じよう網もうで住じゆう居きよを囲みまして、ドーベルマンを巡じゆん回かいさせておりました」


　観客席は、「それって執事じゃなくてタコ部屋の労働者じゃないかしら」と囁ささやきあっていた。無論好意的に。


「しかし多数の執事の監視……いえ管理……いえ……とにかく限げん界かいがあります。そこで編あみ出されたのが電流による逃走防ぼう止しシステムです。執事が仕事をさぼる、あるいは逃亡しようとすると、全身に電気が流れます。一発で言うことを聞きますわ。本日は御厨さんにお願いして、取りつけさせて貰もらいました」


　御厨はガムテープを貼はられた口で、もがもがうめいている。雪江は耳元で「もう少し我が慢まんなさって」と告げていた。


「この場で逃走防止システムを作動させてみます。もしかしたら御厨さんの命に関かかわるかもしれないのですが、それはそれということで」


　しれっとした顔で、雪江は説明を終えた。怜子がガムテープで口を封ふうじられた男子生徒を見つつ、


「ちょっと、御厨君半泣きじゃない。死んだらどうするの」


「あら。わたくしの実家では死んだ人はいないことになっています」


「どんな実家よ。どこらへんが執事なの。私、雪江お姉さんはもう少しまともだと思ってたけど」


「柴崎さんこそ、本当は仲丸さんに脅おどされたのではなくて、好意を持っていたから出場されたのではないのですか？」


　不思議そうに首をかしげる雪江。怜子は一いつ瞬しゆんでゆであがった。
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「なななななに言ってるのよ！　どんな根こん拠きよがあって……！」


「式森さんだったかしら。柴崎さんは男性に惚ほれやすい性せい格かくを、治された方がよろしいかと……」


「司会、司会、早く続けて！」


　怜子が腕うでをびゅんびゅん振り回した。千早はしばらく間を置いてから、マイクを握にぎりしめる。


「個こ性せい的な紹しよう介かい、ありがとうございました。柴崎さんは……」


「告発告発！　証拠写真持ってきてるから！」


「分かりました。片野坂さんはお隣の男性ですね」


「はい」


「では合図と同時に公開してもらいます。いち、に、さーん！」


　怜子が写真をばらまき、雪江はマントを剝はぐ。おおっと歓かん声せいがあがら……なかった。


　ひらひら舞まい落ちる写真を、千早が拾った。


「ええと、これは男子生徒の盗ぬすみ撮どり写真ですね。なんか普通……あれ、これ式森君？」


　怜子が千早に飛びつき、写真を奪うばった。


「男の子の写真ばっかり。証しよう拠こなんてどこにも」


「喋しやべらないで！」


　一方マントの中から出てきたのは、真っ白な鳥であった。


「ハト？」


　ロート製せい薬やくのコマーシャルよりも派は手でに、ハトが体育館の中を飛んでいく。拘こう束そくされていたはずの御厨は逃げだしていく。電流のお仕置き道具はどこにもない。観客席からは「手品のつもりかしら」「好みの男の方を見せびらかすのでしょうか」とブーイングが起こった。


「お静かに。では採点をお願いします」


　審しん査さ員いんがつまらなそうにボタンを押す。今度もまたゼロの大行進。


「零れい対零で引き分けでーす。動きがありませんねー」


　怜子と雪江は納なつ得とくのいかない顔で下がっていく。


　和樹は「なんで僕ぼくの写真？」と疑ぎ問もんに思いながら舞穂を見た。今回のすり替かえをおこなったのは彼女である。


　舞穂は急いでそっぽを向いた。


「さて佳か境きように入……ったかどうかは分かりませんが、第三試合です。おおっ、今度はどちらもエースの投入、仲丸由紀彦さんと松田和美さんです」


　苛いら立だたしげな拍はく手しゆと共に、仲丸と和美がコートに出てきた。


　中央でじろっと睨にらみ合う。溶よう接せつみたいな火花が散った。これまでの選手とは違ちがい、さすが憎にくしみの度合いが段だん違ちがいだった。


「仲丸君。あなたのとこの役立たずより、マシなことができるのかしら」


「役立たずならお前の仲間も負けてねえな」


「ふん」


「けっ」


　二人は証拠の品や証人を持っていない。手ぶらであった。だがどちらも、自信ありげだった。


「皆みなさん！」


　千早がなにか言う前に、和美は話しはじめた。


「ここにいる仲丸君は、高校生として最低な男です。テストがあれば問題を盗もうとし、行事があれば場所代をせびろうとします。学生というより、ヤクザとテキ屋が合体しています」


　挨あい拶さつもお嬢じよう様さま言葉もない、ぎらぎらした目つきで語っている。さすが、言葉に熱がこもっていた。


「彼の好きなものは金と権力。札さつ束たばを目の前にすれば、自分の人生だって平気で売り渡わたしかねません……。皆さんはここで思うでしょう、それこそが執しつ事じにふさわしいと。皆さんだけじゃない、日本中の人が思うはずです」


　いや日本はもっとまともだから。そう考えるのは和樹他ほか数名だけで、体育館内の大多数は、大きくうなずいていた。


「仲丸君は執事にふさわしい悪あく魔ま……ですがわたしも負けていません。仲丸君が悪魔ならわたしは魔王です！　去年の十二月、一年生だったＦ組で、初めてのカップルが誕たん生じようしたときがありました。当時は祝福しようとする雰ふん囲い気きがほんのちょっぴりあったのですが、いち早く察さつ知ちしたわたしが潰つぶしました。他クラスでもカップルは死ぬべきなのです。それだけじゃありません、クリスマスは学校中が浮うかれ、男と女が愛を確たしかめ合いますが、わたしの目の黒いうちはそんなことはさせません。当時の葵学園のカップル数は三十二組。この全すべてをわたしが解かい消しようさせたのです。半日で！」


　異い様ような迫はく力りよくであった。白奉学園の生徒たちは、後ずさりしそうであった。


「解消にはただデマを囁ささやけばいい……男女の慟どう哭こくは、年末の第九よりも甘かん美びな音楽です。しかも、ついでに我わがＢ組は総そう出でで街へ繰くり出し、都内のラブホテルというラブホテルを、片かたっ端ぱしから使用不ふ能のうにしてやりました。魔法で。子こ供どもが作りたけりゃ墓はか場ばでやってりゃいいんです」


　けけけけと笑う和美。和樹の脳のう裏りに、去年の年末に発生した謎なぞのラブホテル爆ばく破は事じ件けんが思い浮うかぶ。彼だけが知らないことであったのだ。


「どうです、自分でいうのもなんですが、この悪あく辣らつぶり、わたしこそお嬢様にふさわしいのです！」


　勝利宣言を謳うたいあげる和美。歓声と拍はく手しゆが沸わき上がる。


「待ちな、まだ俺が終わってねえ」


　仲丸が水を差した。


「たいした悪あく党とうだが、所しよ詮せんは国内レベルの話だ。小さいな」


「なによ、あなたはどうだっての」


　仲丸は体育館中を見回す。


「審査員と観客の皆みなさん、今、松田がクリスマスでの破壊活動を自じ慢まんしたが、俺はこんなもんじゃありません。同じクリスマスに、俺もやりました」


「噓うそよ。仲丸君、あのときいなかったじゃない」


　和美が呟つぶやくが、仲丸はにやりと笑った。


「日本にはいなかった。去年のクリスマス、アメリカにいたんだ。アメリカ人の大半はキリスト教徒。周囲は宗しゆう教きよう家かの生誕を祝いわいつつ、赤い服の不法侵しん入にゆう者しやを待ちこがれる狂くるったイベントばかり。俺はそこで……サンタを皆殺しにした！」


　引きまくる和樹。それに反して、白奉の生徒たちは前のめりになった。


「まず町中の赤い服着た奴やつらに黒いペンキをかけるところから始まった。バイト雇やとうのに苦労したぜ。それだけじゃ物足りないので、別の衣い装しようをすり替えることもした。ある保ほ育いく施し設せつでは、サンタの代わりに貞さだ子こがやってきてパニックになったそうだ。しかも、俺はとどめにノーラッドに潜せん入にゆうして、サンタが撃げき墜ついされるプログラムをレーダーに組み込んでやったのだ！」


　北米航空宇宙防衛司令部ノーラツドでは、クリスマスになると謎の飛行物体（ソリに乗ったサンタ）をレーダースコープに映うつし出し、追つい跡せきするお遊びをやる。仲丸はそこに細工したのであった。


「まだある。俺は中学時代からクリスマスはアメリカにいるが、そのたびに日につ系けい企き業ぎようのビルにテロリストを招まねき入れたり、国こく際さい空港を占せん拠きよさせたりしている。変な刑けい事じが解決してしまうが……ともかく、グローバリゼーションが尊ばれるこの時代、海外でクリスマス殲せん滅めつ運動をおこなっている俺の方が偉えらい。これこそ執事だ！」


　両手を天に掲かかげる仲丸。ここでも歓かん声せいが上がり、和美の時より大きな拍手が起こった。


　和美は足をがんがん踏ふみならす。


「なに!?　実家が金持ちだって自慢したいの!?」


「馬ば鹿か言うな。俺んちは、クリスマスとバレンタインデーに嫌いやがらせするために、日ひ頃ごろから貯ちよ金きんを欠かさないんだ。努力の結果だ！」


「わたしはね、クリスマスデートしようとしたお姉ちゃんを別れさせたことがあるわよ。あんた肉親売れる!?」


「金になるならお袋ふくろだって売ってやる！」


「わたしなら配送サービスまでするわよ！」


　いがみ合う二人。千早が汗あせを拭ふきつつ、マイクに言った。


「えー、お話はよく分かりました。お二人は、なにかお嬢様と執事にふさわしい品などを……」


「はいはいはい！　わたし、破壊工作を映えい像ぞうで見せます！」


　和美が両手を広げ、空中で四角を描えがくように動かす。空間の一部が切り取られ、画像が表ひよう示じされた。自らの記き憶おくを映像化する、大変高度な魔法である。


「きたねーぞ、俺も！」


　仲丸も同じ仕草を、もっと大きな動きで対たい抗こうした。映画のスクリーンみたいな映像が出現する。


「見ろ、全米を恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれた瞬しゆん間かんを！」


「わたしのが上よ！」


　二人の操そう作さする映像が、一瞬だけ乱みだれた。直後に、校こう舎しやの屋上が映うつし出される。よく見ると、高校生が二人、抱ほう擁ようしていた。


　葵学園側の座ざ席せきが、急速にざわめき始める。抱だきしめあっているのは、仲丸と和美であった。


「あーっ、なんということでしょう。仲丸さんと松田さんのラブラブシーンです。これは見せつけあってるのでしょうか？」


　千早がアナウンスであおり立てる。仲丸のスクリーンが全体図で、和美のスクリーンがアップを映していた。


「ばっ、馬鹿、違う！」


　仲丸が顔を真っ赤にして反論した。


「陰いん謀ぼうだ、誰かがカウンターで魔法を使いやがった。こんなのは知らない。俺おれのせいじゃない！」


「わたしのせいでもないわ！　悪いもんじゃないけど……とにかく違うのよ！」


「なにか言い訳わけをしていますが、どうなんでしょう!?」


　マイクに叫さけびながら、千早は微び妙みように指を動かす。大半の人間が知らないことだったが、これは以前、二人が屋上で語り合っていたときのものである。屋上には他に人がいなかったが、実は千早だけが、向かいの校舎の廊ろう下かから見ていたのだ。


　すでに葵学園の生徒たちは「殺してやる」「八つ裂ざきだ」と大騒ぎだった。白奉学園の生徒も「男女の恋れん愛あいなんて不ふ潔けつです」「女同士でないと」と違った文もん句くが飛ぶ。


　怒いかりのエネルギーが充じゆう満まんする中、採点となる。これも当然ゼロの行進。


　千早がなにかを言う前に、仲丸と和美はコートに乱らん入にゆうしたＢ組生徒に捕とらえられ、ぐるぐる巻まきにされた。


「大変な試合でした。では……あー、もうお時間ですか。あと一試合ですね。その前に、那須さんから一言お願いします」


　千早は時雨の方を見てうなずいた。別に試合時間が定められているわけではなく、適てき当とうなタイミングで終わらせることになっていた。


　千早が時雨にマイクを渡わたす。「きゃー、時雨様ー」の声。


「審査委員長の那須です。わたくしはこのゼロ対ゼロという結果に、大変落らく胆たんしております」


　冷ややかに体育館内を眺ながめる。


「はっきり申し上げますが、口先だけでなんら得るところがありません。お嬢じよう様さまにも執しつ事じにもほど遠い、ただのいたずらです。これは我わが白奉学園にも同じことが言えます。日頃の馬鹿げた騒ぎは、はたから見ればこれほどみっともないものなのです。よく理り解かいしてください」


　さすがにＢ組の生徒たちと白奉の観客席は神しん妙みようになった。


「次の試合が最後ですが、ここでまたも点数が入らないようでしたら、今後一いつ切さい当校でのイベントは中止いたします。お金だの権けん力りよくだの、つまらないことは口にしないでください」


　もちろん点数なぞ入るはずがない。和樹に舞穂、千早に時雨がぐるになって工作しているのだ。最後まで落胆させ、葵学園にも白奉学園にもお灸きゆうをすえる。それが目的であった。


　時雨は着席し、千早がマイクを引き取る。


「最後の試合となりますね。『真のお嬢様と執事の全すべてを学ぶ会』からは浮う氣き光みつ洋ひろさん、『世界を統すべるお嬢様アンド執事俱く楽ら部ぶ』からは結ゆう城き松まつ葉ばさん……はい？」


　仲丸が縛しばられたまま手を振っていた。


「なんでしょう？」


「どうせ最後だから、選手の交代をしたい。いいだろ」


「構かまいませんけど」


「じゃあわたしたちも」


　と和美。二人は選手名を書いた紙し片へんを千早に渡す。彼女は目を通し、驚おどろいたようになった。しばらく逡しゆん巡じゆんした後、喋しやべり出す。


「……では新しい選手となります。『真のお嬢様と執事の全てを学ぶ会』は風かぜ椿つばき玖く里り子こさんと神かみ城しろ凜りんさん。『世界を統べるお嬢様アンド執事俱楽部』は宮間夕菜さんと杜もり崎さき沙弓さんです」


「は？」とか「うえー」という声が響ひびき渡る。ごたごたしたあげく、四人は押し出されるようにしてコートに登場した。


「えー、風椿玖里子です。こっちが神城凜。お嬢様言葉と執事について、講こう師しやってました」


　玖里子が自じ己こ紹しよう介かいをし、凜は頭を下げる。


「とりあえず……そうですね、お嬢様に必要な技ぎ能のうである、魔物退たい治じを演えん舞ぶ風におこないます」


　驚いた凜が、玖里子に「なんですかそれは。どうやればいいのです」と抗こう議ぎをしていた。


「あたしが説明するから、適当にやんなさいよ……ではまず、不意に現れた魔物と戦うための、居い合あい斬ぎりから」


　凜が腰を低くし、日本刀を抜き放つ。銀の線が空中に現われた。


「続いて二頭の魔物と戦うための、二段斬り」


　一回、二回。素早く縦たてと横に刃やいばを走らす。


「今度は魔物に反撃されて服がはだけたときのポーズ。お嬢様っぽく」


「は!?」


　凜が目を丸くした。


「なにを言ってるのです!?」


「はやくやんなさい。ほら」


　玖里子が凜を無理にコートに倒し、ついでに胴どう着ぎの襟えりを乱みだした。


「お、お嬢様はこんなことを……」


「すんのよ。続きまして今まさにエロいことをされそうになったときの、抵抗するふりのポーズ。やっぱりお嬢様っぽく」


「待ってください、どこがお嬢様なのですか！　なんでこんなことまで……」


「勝利のためには仕方ないじゃない」


「なんで今さら……玖里子さん、なんですかポケットの札さつ束たばは。誰からもらって……」


　玖里子が凜の口を押さえて、強ごう引いんに脱ぬがそうとする。


「えー、文句を言うので全てを省しよう略りやくしまして、エロいめにあったあとで泣き崩くずれるポー」ズ、と言う前に凜の日本刀が玖里子の後頭部にヒット。彼女はコートに崩れ落ちた。


「棄き権けんです、この勝負は棄権します！」


　凜は一方的に宣せん言げんすると、玖里子を引きずって体育館から出て行った。


「大変なことになりました。このままでも『世界を統べるお嬢様アンド執事俱楽部』の勝利ですが、まだ無得点なので試合は……続行ですね」


　千早は審しん査さ員いん席にうなずいた。


「では宮間さんと杜崎さん、どうぞ」


　コートの夕菜はきょろきょろしたまま落ち着かなかった。もう一人、沙弓の方は、屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめていた。


「……杜崎沙弓です。やはり、お嬢様の講師をやっていました……」


　和美から「沙弓ー、分かってるでしょうね。ちゃんとしないと、あんたのオリジナルラジオ番組『沙弓ちゃんのイケイケゴーゴー』が世間に公開されるわよー」との脅きよう迫はくめいた応おう援えんが飛ぶ。


「くっ……ほ、本日は、お嬢様として重要な要素、百ゆ合りで勝負します」


　歯を嚙かみ鳴らしながら、沙弓が言う。観客席が「まあ、お綺き麗れいな方はやはり百合趣しゆ味みがあるのですね」「新しいお姉様がまた一人」と囁ささやいていた。


「ここで百合の行こう為い……なんてことをしたら、私の精せい神しんは耐たえられそうにありません。そ、その代わり……先日葵学園でおこなわれた練習での、百合シーンをご覧らんにいれます」


　夕菜が「えっ、あれを見せるんですか!?　杜崎さん！」と驚おどろく。長身の格かく闘とう少女は聞こえないふりをした。


　沙弓はＢ組の荷物の中から、映写機を持ち出した。「和美、覚えてなさい。和美、覚えてなさい」と呟つぶやきながら、セット。


　スクリーンは魔法で空中に作りあげる。ジジジ……と作動音がして、映し出されようとする。


「きゃー、杜崎さん、やめてください！」


「もう遅おそいのよ夕菜。私と一いつ緒しよに、堕おちるところまで堕ちましょう！」


「誤ご解かいを招まねく言い方しないでください！」


　夕菜は慌あわてて止めようとするが、沙弓は頑がんとして動かない。


　ぱっと画面が切り替かわった。


「え……」


　夕菜はぽかんと口を開けた。彼女だけではなく、沙弓も、Ｂ組生徒も、白奉の生徒も。


　映っているのは、仲むつまじく事前工作の打ち合わせをする、和樹と千早だった。


　一いつ瞬しゆんだけではない。映像は次々に切り替わり、葵学園で和樹は千早に頭を下げ、一緒に白奉学園で策さくを練り、寄より添そうように帰き宅たくの道についていた。


　時雨が怪け訝げんな顔をしながら、


「……これはただのデートのシーンでは？　とても勝負と呼べるものでは……ひっ！」


　悲鳴が漏もれる。時雨だけではなく、白奉学園の生徒全員が、恐きよう怖ふの目で見つめていた。


　夕菜の表情が、夜や叉しやに変化を遂とげようとしていた。
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「和樹……さん……」


「待った待った夕菜、なにかの間違いだ！」


　和樹は悲鳴混まじりの弁べん解かいをした。


「あんな映像は知らない！　陰謀だ！　山瀬さんと一緒にいたのは本当だけど……」


「本当なんですか……」


　彼女の全身で雷らい光こうがきらめく。いつものウンディーネではなく、もっと禍まが々まがしいものが形成されようとしていた。


「ちょ、ちょっと……あの映像すり替えたのは舞穂ちゃんだよね!?　どうして!?」


　彼は急いで、隣となりの少女を見る。


「しーらない」


　舞穂はそっぽを向きながら、クッキーを食べていた。


「あー！　舞穂ちゃん、僕が××××を禁きん止ししたからでしょ！　恨うらみに思って……こらー！」


「にゃー、和樹君が襲おそってくるー」


　さっさと逃にげ出す舞穂。和樹はなおも追いかけようとしたが、そこに夕菜が立ち塞ふさがった。


「どこに行く気です!?」


「いえ、その……許ゆるして！」


　すでに彼女の髪かみは天を突ついており、雷光が飛び交かっている。危き険けんを承しよう知ちしている葵学園側は荷物をまとめて遁とん走そうしていたが、白奉の生徒たちは理り解かいできないまま硬こう直ちよくしていた。


「お嬢様方、お逃げになってくださいっていうか、逃げてー!!」


「問答無用！」


　次の瞬間、体育館に爆ばく発はつ音おんが轟とどろいた。





　結局。


　死者は出なかったものの、白奉学園の被ひ害がいはかなりのものとなった。ただし、時雨は葵学園側に損そん害がいの請せい求きゆうをおこなわず、「自らへの戒いましめ」として、白奉生徒全員が損害額がくを均等に負ふ担たんすることにした。


　Ｂ組側も何人か爆発に巻き込まれた。「なにか金目のものを」と引き返してきた結果である。その中には仲丸と和美もいる。


　ところで体育館の中からは、奇き跡せき的に無む傷きずだった電光掲けい示じ板ばんが発見された。


　やはり点数は、零れい対零のままだったという。




　番外編　カム・トゥゲザー










注：これは「メイドの巻」の世界観かんとはまた違ちがい、本編にＭＭＭのメイドが現れたら……という設せつ定ていの下もとで書かれています。時期はまだ寮りよう住ずまいをしているときです。そのつもりでお楽しみください。








「あら……」


　宮みや間ま夕ゆう菜なは、思わず言葉を発はつしていた。


　学校からの帰り道、今日は珍めずらしく一人だった。彼女は友達と話をするのが好きなので、できるだけ誰だれかと一いつ緒しよに帰るようにしている。もちろん和かず樹きと帰るのが一番いい。


　もっとも夕菜はよくても和樹は嫌いやがることが多い。生せい理り的てき嫌けん悪お感かんではなく「照れる」のだ。「怖こわいから」というすさまじい理由もたまに顔を出す。


　照れくさいというのは、彼女も十分承しよう知ちしていた。実は夕菜にもそんな感情はある。だが和樹のことが好きという気持ちが遥はるかに大きいため、完全に隠かくされてしまうのである。それになんと言っても、好きな人と一緒に帰き宅たくすることは楽しかった。


　なので「恥ずかしい」と逃げ回る和樹に憤ふん慨がいすることは多い。「わたしと一緒にいるのはそんなに恥ずかしいことなんですか」というわけだ。ちょっと理解ができない。


　和樹は「どうせいつでも会えるじゃないか」と主しゆ張ちようしているが、そういうことではない。二人で帰るのが重要なのだ。一種の儀ぎ式しきというか、女の子心しん理りである。


　風かぜ椿つばき玖く里り子こに聞いたところによると、「逆に男の子の心理としては、そこで照れる」らしい。


「だから、少しは我が慢まんしなさい」


　と彼女は言うのだが、なにか違うような気もする。そういうものかもしれないが、いまいち納なつ得とくがいかなかった。


　今日も一人で帰宅だった。もっともこれは担たん任にんの伊い庭ばかおりを手伝っていたせいで、和樹は関係がない。おかげでクラスメートとも帰れなかった。


　なので、ぶらぶらと、遠回りでもして帰りましょうと思っていた矢や先さきであった。


　視し線せんの先に、一人の女性がいた。


　なにやら困こまった顔つきだ。地図を手にして、途と方ほうに暮くれている。時々顔を上げてはあたりを見回しているから、迷まよっているのだろう。ここは初めてなのだろうか。


　夕菜は小走りに近づいた。困っている人は見み逃のがせない性せい格かくだ。見返りを求めるとかいうものではなく、助けるのはごく自然な行こう為いとして身についているのだ。やはり照れることはなく、彼女の中で人助けへの敷しき居いは低い。


　側そばまで行った。


「どちらに行かれるんですか？」


　そう言ってから、夕菜はしみじみと相手の服ふく装そうを眺ながめてしまった。いや、さっきから「ちょっと変わっているな」とは思っていたのだ。


　黒っぽいワンピースらしき服に、白のエプロン。頭にはフリルのついたカチューシャ。


　これはいわゆるメイド服。目の前にいるのはメイドさんであった。


　変わっていると言ったら語ご弊へいがあるかもしれない。夕菜だって「可愛かわいらしい」とは思ったのだ。ただ道ばたで見るとは思わなかったので戸と惑まどった。


「あの……」


　もう一度声をかけてみる。


　その女性はこっちを向いた。


（外人さんだ……）


　ますます戸惑いが大きくなる。日本語で話しかけたことを後こう悔かいした。


「えっと……メイ・アイ・ヘルプ・ユー？」


　相手はにこりとした。


「日本語でいいですよ」


「あ……す、すみません」


　言ってから、なんであやまっているんだろうと思った。どうも少しずつやることがずれている。


　女性は微笑ほほえんでいる。ずいぶん綺き麗れいな人だなと夕菜は感じていた。お世せ辞じではなく、本心からそう思うのだから、男性からはどれだけ美人に見えるのだろう。


　銀色の髪かみが日光に照らされて輝かがやいていた。西洋人特とく有ゆうのきつい顔立ちではなく、どことなく親しみが持てる気がする。もしかしたら少しだけ東洋の血でも入っているのだろうか。


　そこで夕菜ははっとして、相手の女性が、興きよう味み深げにこっちを眺めていることに気づいた。いけない、しみじみと凝ぎよう視ししてしまった。


「あの……お困りでしたら」


「それはありがとうございます。どうも道に迷ったみたいです」


　日本語の発音も上う手まい。もしかすると読み書きもかなりのレベルにあるのかもしれない。


　夕菜は横から地図を眺めた。


「どちらに行かれるんですか？」


「ここの学校です」


　彼女は地図の一いつ角かくを指さした。夕菜は驚おどろいて口を開ける。


「そこ、わたしが通っている高校です」


「おや、そうでしたか。アオイガクエン……と読めばいいのでしょうか」


「はい」


「どうやっていけばいいのでしょう」


「そうですね……」


　夕菜は少しだけ考えると言った。


「よかったら、案あん内ないします。口で言うより早いですから」


「いえ、それは」


　とメイド女性は答えた。


「メイドたるもの、案内するならともかく案内されるのは間ま違ちがっています。メイドとしての領りよう分ぶんを超こえています。教えていただければ、自分で行きますので」


　やんわりとした拒きよ絶ぜつであった。親切を無む碍げにされた形であるが、不ふ快かいではない。この女性の物もの腰ごしが、きちんとしているからだろう。


　夕菜は一いち応おう言ってみる。


「でも、ちょっと行けばありますから」


「そうですか……」


　メイド女性はわずかに視線を泳およがせた。


「ではお願いします。あとでなんらかのお礼はさせていただきますので」


「気を遣つかってもらわなくてもいいです。すぐそこですから」


「ありがとうございます」


　実に丁てい寧ねいな女性だった。極きよく力りよく夕菜に迷惑をかけないようにしている。申もうし出でを受けたのも、あまり断ことわると失礼になると感じたからのようだ。


「失礼ですが、お名前は」


「宮間夕菜です」


「素す敵てきなお名前です。わたしはリーラと申します」


　メイド女性はそう言うと、優ゆう雅がな動作で礼をした。





　夕菜とリーラは二人で葵あおい学園に向かった。


　いつも行き慣なれている道なので、夕菜には気楽である。むしろリーラが迷ったりしないよう注意していた。


　というのも、この銀ぎん髪ぱつメイドが横に並ならばなかったからだ。斜ななめ後ろに位置している。三尺下がって師の影かげ踏ふまずと言うが、自分はそこまで偉えらくないと夕菜は思っていた。


「あの、リーラさん」


「はい」


「横に来てもらえませんか。その方が気楽です」


「私はメイドです。そこまでの身分ではありませんから」


　お気になさらないでください、と彼女は言う。


「あと、わたしのことは、リーラとだけお呼よびくだされば結けつ構こうです」


「でも、いきなり呼び捨てなんて……」


「そちらの方が、わたしも気楽になれます」


　彼女は微笑んでいた。


　リーラは並んでくれなかったが、さっきよりは近づいた。


　校門が見えてくる。まだ開いていたが、生徒の姿すがたはない。わずかに、部活動に興きようじる声が聞こえていた。


「あそこです」


「ありがとうございます」


　リーラは再び、丁寧に腰こしを折った。


「わざわざ申し訳ありません。あとでお礼をさせていただきます」


「いいです、そんな」


　夕菜は言った。なにか大変なことをしたわけでもない。


「リーラはどんな用事なんですか」


「視し察さつと申しますか……確かく認にんです」


「学校見学ですか」


　自分で訊ききながら、違うなとは感じた。さすがにこの女性が受験するのは考えにくい。誰だれか身内のものが関係しているのだろうか。


「そうではありません……説明しづらいのですが、わたしどものご主人様の引いん退たいが決まりまして」


「えーっと、ご主人様って、あの頭を下げて『お帰りなさいませ』ってやる、あのご主人様ですよね」


「そうです。無む論ろん、挨あい拶さつだけではありませんが……。このままでは職しよくを失うしなうのと同様なことになりますので、新しくお迎むかえすることになりました」


「はあ……でも、うちの学校になにか関係があるんですか？」


　メイドを雇やとうのだから、資し産さん家かでなければならないだろう。基き本ほん的てきに金は出て行く一方のはずだから、懐ふところに余よ裕ゆうがある必要がある。


　この学校の教師が主人になるのだろうか。夕菜が知っている教師と言ったら伊庭かおりだが、あの文もん無なし教師に余分な金があるはずない。メイドを雇こ用ようするよりゲームソフトを購こう入にゆうするに決まっていた。


　なんとなく、養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきのことが思い浮かんだが、逆に想像がつかない。大きな屋や敷しきに住んでいるはずだが、特に不自由していなさそうだ。


　とすると、生徒だろうか。玖里子が一番ありうる。あそこの家は金持ちである。メイドなら千人単位で雇えそうだ。


　リーラは見み透すかしたように微笑んでいた。


「男の方かたです」


「え……男性なんですか？」


「はい。ＭＭＭではあらかじめ雇用主のことを一通り調査します。希望者が優ゆう先せんなのですが、まれに適てき任にん者しやの方に、雇ってくださるようお願いすることがあるのです」


「え……ＭＭＭ？」


「そういう組織がある、とお考えください。その、現ご主人様とＭＭＭ本部が、日本人のハイスクール生徒を指名したのです」


「なんだかややこしいんですけど、その人がうちの学校にいるんですか」


「はい」


　なんとか理由が分かった。


　確かにメイドなのだから、雇用主がいなくなるのは痛いた手でだろう。霞かすみを食べて生きられるわけではない。継けい続ぞくして雇ってくれる人がいればいいに決まっている。


　しかし、だからといって高校生というのはどうなのだろう。小こ遣づかいをもらっている身分が多いだろうし、せいぜいバイトをして雇われる立場のはずだ。


　恐おそる恐る訊いてみた。


「……本当に日本の高校生なんですか」


「はい」


　さらりとした口く調ちようだが、断だん言げんには違いない。


「でも高校生にはメイドさんが雇えないと思いますけど……」


「現ご主人様から資産の一部を引き継つぐことになっております。元々、資産の運用はわたしに任まかされておりまして、利り益えき分ぶんを使ってもよいと」


「へえ……訊くのは失礼かもしれませんけど、おいくらくらいなんですか」


　リーラは微笑んだまま、なにも言わなかった。


　立ち話もなんなので、校舎の中に入ることにした。放ほう課か後ごからしばらくたっているので、人ひと影かげは少ない。


　銀ぎん髪ぱつのメイドは周囲をゆっくり観察していた。


「……日本の後期中等教育施し設せつは、コンパクトなのですね」


「えーっと、狭せまいってことですか？」


「そう聞こえたようでしたら謝しや罪ざいいたします」


「広くはないですけど、どこもこんなものだと思います」


「先ほど、ちらりとプールが見えましたが……」


「ええ。どこの学校にもあります」


「ほう……」


　これは感心していた。あとで聞いたら、「プール完かん備びは世界的に見ても珍めずらしい」とのこと。


　彼女はまだ、天てん井じようや壁かべ、扉とびらを眺ながめていた。時々手で触さわっていたりもする。


「……この扉ですが、中に鉄てつ板ぱんなどが入っていたりしますか？」


「はい？」


「機き関かん銃じゆう弾だんに対応できているのかどうかですが」


　夕菜は目をぱちくりさせた。


「ええと、普ふ通つうの合ごう板ばんだと思います」


「少し不安ですね。いざというときに、盾たてにすることができません。さきほどから見ていると、天井の化け粧しよう材ざいにも心こころ許もとないところがあります。下へ手たをすると、上からの射しや撃げきで弾たまが貫かん通つうするかもしれません」


「貫通……ですか」


「それだけならまだしも、手しゆ榴りゆう弾だんの爆ばく風ふうで穴が空くのがいただけないかと。通常、爆風は上へ抜ぬけるものではありますが」


　夕菜は彼女が喋しやべり終わるのを待ってから訊きいた。


「あの、なんの話でしょうか……」


「万が一の対たい処しよです」


「リーラの話では、テロリストが襲おそってくるように聞こえます」


「滅めつ多たにないことですが、一パーセント以下でも可か能のう性せいがあるのなら、対処法を考えるのも仕事のうちです」


　ごく普通に答えるので思わず納なつ得とくしそうになるが、メイドとは思えない思し考こう法ほうだ。なんだか危機管理の専門家みたいなことを口にしている。


「それってメイドの仕事なんですか」


「一部ではありますが」


　一部でも仕事なのが凄すごい。


　ついリーラの全身を眺ながめてしまった。もしや武器を持っているのではなかろうか。


　彼女は考えを見み透すかしたようで、


「今は武ぶ装そうしておりません」


「えっ……」


「日本は治ち安あんのいい国ですから、そこは神しん経けい質しつになっておりません。もちろんご主人様が近くにおられるときは、装そう甲こう車両も動員して万ばん全ぜんを期します」


「装……甲？」


「ご主人様の身を守るのも、大切な務めです」


　なんだかよく分からなかったので、夕菜は聞かなかったことにした。


　二人は校舎の中を、まだ少ししか歩いていない。きちんと案あん内ないしようとして、はっとする。


「ちゃんと見学しますか？　先生に許きよ可か取らなきゃ」


「いえ……。拝はい見けんしたところ、もう授じゆ業ぎようが終了しているようですので」


「それはまあ……」


　とはいえ、授業中となるとまた立ち入るのが難むずかしい。近ちか頃ごろはどこの学校も、部外者の訪ほう問もんを警けい戒かいするからだ。逆に考えると、許可があれば大だい丈じよう夫ぶ。


「じゃあ明日にしましょうか」


　リーラはちょっと寂さびしそうな顔をした。


「残念ながら、明日は別のところで仕事があるのです。今日しか時間が取れなかったので、訪問しようと思ったのですが」


「そうですか……」


　夕菜も残念な気分になった。どうせなら中をちゃんと見てもらいたかったのである。男の子に用があるとのことだったので、彼女には関係ないのではあるが、乗りかかった船だ。なんといっても、このメイドと一いつ緒しよにいるといい気持ちになっていた。


　しょんぼりした夕菜を、リーラは静かに見つめていた。やがて、


「宮間様、お手数をかけるようで申もうし訳わけございませんが」


「なんでしょう」


「よろしければ、寄き宿しゆく舎しやに案内していただけませんか」


「寄宿舎……ああ、寮りようですね。いいですよ」


「そちらなら生徒の方かたもいらっしゃると思いますので」


「分かりました。わたしが住んでるところになっちゃいますけど、いいですか？」


「はい。もちろんです」


　その返事を聞いて、オーケーした夕菜は気分が軽くなった。自分に手伝えることがあったので、ちょっと誇ほこらしげにもなる。流りゆう暢ちような日本語を操あやつるメイドなら、なんでも一人でできるのだろうと思っていたのだ。


「じゃあ、暗くならないうちに行きましょう」


　夕菜はそう言って、先せん導どうした。





　　　　○





　夕菜はリーラを、彩さい雲うん寮りように案内した。というか彼女は、他ほかの寮は場所しか知らない。やはり自分が住んでいるところになる。


　銀ぎん髪ぱつメイドはここでも、建物を興きよう味み深ぶかげに眺めていた。


「……なにやら変わった構こう造ぞうに見えます」


「ええ、そうなんです」


「もしや二つだった建物が、くっついたのですか？」


「そうなんです、よく分かりましたね」


「なんとなく感じただけですが」


　そう答えるリーラ。すぐに中には入らず、まず非常口の位置を確認していた。


「一いち応おう、後ろにも出入り口があるのですね」


「そのはずです。鍵かぎが錆さび付ついているみたいですけど」


「防犯を考えるといいことではありませんね」


　二人は中に入らず、敷しき地ちの中なか庭にわで話をしていた。その脇わきを、寮りよう生せいたちがちらちら見ながら通りすぎていく。


　リーラも気になったらしい。


「やはりこの国では、メイドが珍めずらしいのでしょうか」


「普通は気になると思います」


「メイド服は目立ちますか」


「えーっと、服だけのせいじゃないはずです」


　むしろリーラ本人のせいだろうと思う。顔形といい物もの腰ごしといい、優ゆう雅がでなにより美しい。注目しない方が無む理りというものだ。


　時々立ち止まって、ぼうっと眺ながめている寮生もいる。男女問わないのがまた凄い。


　リーラ本人は、口で言ったほど気にしてはいないらしい。


「ここは、男女共同なのですか」


「はい。前は違ちがったんですけど」


「モラルの面で問題が出ませんか」


「今のところはないみたいです」


　問題を起こして欲しいのにしてくれない人もいます、と小声で付け加える。


　リーラは納なつ得とくしたのかうなずいた。


「そろそろ入ってもよろしいですか」


「そうですね。案内します」


　また夕菜が先に立つ。


　中に入って驚おどろいた。部屋という部屋から生徒が顔を出し、あるいは廊ろう下かに立っていたのである。しかも一人残らずこっちを注目している。


　夕菜はすぐ近くにいたクラスメートを捕つかまえた。松まつ田だ和かず美みである。


「松田さん、なんの騒さわぎなんです？」


「いや、綺き麗れいなメイドさんがいるって言うから」


　答える彼女の視線は、終しゆう始しリーラを向いている。


「いつ知ったんです」


「ついさっき。学校に来てたって噂うわさもあったんだけど、まさかここで見るとはねー」


　さすが高校生。噂の流れるスピードが非ひ常じように早かった。部活帰りの生徒が触ふれ回ったりしたのだろう。


「これは一目見ておかなきゃいけないと思ったの。いやー、眼がん福ぷく眼福」


　なんだか幸せそうだ。彼女に限らず、みんなにやにやしているのが、なんとも凄いというか。


　和美のことは放ほう置ちし、夕菜は「行きましょう」と告つげた。


「あまり廊下にいると、人だかりができちゃいます」


　とは言ったものの、はてさてどこに行けばいいだろうか。


　考えていると、リーラが、


「宮間様のお部屋が拝はい見けんしたいのですが」


「え……わたしのですか？」


「はい」


　夕菜は意い表ひようを突つかれ、答えに迷った。


「え……でも私の部屋なんて見たって、面おも白しろくもなんともないと思いますけど」


「わたしはメイドです。部屋を見てつまらないと感じたりはしません」


　変わった理り屈くつに感じたが、そこまで言うのならと彼女は承しよう諾だくした。


　一目見ようと近ちか寄よってくる寮生たちを「駄だ目めです」と牽けん制せいしつつ案内する。


　この寮は、廊下を挟はさんで男女の部屋が向かい合わせになっている。綺麗な扉が女子で、薄うす汚よごれている方が男子。


　自分の部屋まで来た。


「こっちです」


　鍵かぎを開けた。が、リーラは立ち止まったまま。


　彼女は向かいにある部屋をずっと見つめていた。


「どうしたんですか？」


「いえ……こちらの方は」


「和樹さん……式しき森もり和樹さんの部屋です。まだ帰っていないはずですけど。買い物に行くって言ってましたから」


「そうですか。こちらの方のことを、ご存ぞんじなのですね」


「はい。もちろん」


　夕菜はここぞとばかり、はっきりと言った。


　そして部屋の中に招まねき入れる。薄うす暗ぐらくなっていたので、電気を点つけた。


「こんな感じですけど……たいしたことありませんよ」


　なんとなく照てれくさくなって言う。クッションやぬいぐるみの数は多いが、他に立りつ派ぱなものがあるわけではない。もちろん机つくえはあるが、ポスターを貼はっていたりもしない。


「とてもよく整せい頓とんされています」


　リーラはメイドらしい感想を口にした。


「お人ひと柄がらが表れていますね。素す晴ばらしい」


「そこまでのことはありませんけど……」


「いいえ、なかなかできることではありません。実は、掃そう除じをさせてもらおうと考えていたのですが……必要ありませんね」


「褒ほめてもらえるのは嬉うれしいんですけど、どうして掃除を……」


「お礼のつもりでした。しかし、ここまできちんとされていると、メイドとしての出番がありません」


　リーラはしばらく思し案あんする素そ振ぶり。やがて言った。


「宮間様、お食事はいつもどこでとられるのですか？」


「え？　食堂ですけど……」


「厨ちゆう房ぼうは借りられるのでしょうか」


「場合によるんですけど、今の時間帯は無む理りかもしれません」


「交こう渉しようしてみましょう」


　彼女は「しばらく離はなれます」と夕菜に告げ、部屋から出て行く。


　それほどかからないうちに戻ってきた。


「貸かしてもらえることになりました。短時間ですが」


「そうですか。……なにをするんです？」


　根本的な質問をした。リーラはにこりとして。


「宮間様に、私の料理を味わっていただこうと思いまして」


「えっ、わたしに!?」


「はい」


　さすがに驚おどろいた。メイドが料理を作るのはそれほどおかしなことではないと思うが、別に雇やとい主ぬしではないのだ。こっちからできることはなにもない。時じ給きゆうで賃ちん金ぎんを支し払はらえと言われても、今日はちょっと財さい布ふの中が心こころ許もとないのだ。


　リーラはにこやかな表情を崩くずさない。


「単たんなる好こう意いですから、ご心配なく」


「でも悪いですよ。材ざい料りよう費ひだってかかりますよね」


「話はついています。軽けい食しよくになってしまいますが、よろしければ」


「なら……」


　夕菜は呟いた。そこまで言うのなら逆ぎやくに受けないと悪いだろう。それに軽食だったら、作る時間もかからず、簡かん単たんですむ。


　彼女はうなずいた。


「じゃあお願いします」


　しかしリーラは立ったままだ。


　きょとんとする夕菜。


「あの……」


「お言葉を返すようで心こころ苦ぐるしいのですが」


　とリーラ。


「わたしはただのメイドです。『お願い』をする必要はございません。ただ一言『やれ』とお命じになればそれでいいのです」


　彼女ははっきりと言った。これも職業的な自じ負ふの一種だろうか。卑ひ屈くつではなく、誇ほこりすら感じられる。


「分かりました。えーと、じゃあ……」


　ふと思いつき、あえて付け加える。


「わたしのことを宮間様と言うのをやめてください。様付けなんて、なんかくすぐったくて」


　リーラは首こそ振ふらなかったものの、断わりの台詞せりふを口にする。


「それは無理というものです。メイドとしての人じん格かくが問われてしまいます」


　やんわりとしていたが、やはりはっきりとした口調だった。


　なんだか逃にげ道を塞ふさがれた格かつ好こうになった。


「うーん……」


「どうぞ」


「じゃあ……えーと、やってください」


　どうしても丁てい寧ねい語ごになってしまう。それでもリーラは「かしこまりました」と一いち礼れいすると、食堂へと向かっていった。





　たいして時間もかからず、リーラは軽食を持ってきた。夕菜はトーストかなんかだろうと思っていたが、見て仰ぎよう天てんした。オムレツだったのである。ふんわりと焼いたスフレリーヌ。しかもパンとスープ付き。


　思わず冷れい凍とう食品なのかと疑うたがってしまった。しかし、厨房に冷凍オムレツがあるとも思えない。


　おまけにテーブルクロスまで用意していた。室内のテーブルに敷しき、ナイフとフォークにナプキンまで並ならべるとちょっとしたレストラン感かん覚かくだった。


　夕菜は知らず知らずのうちに、テーブルの前に座すわっていた。


「どうぞ、召めし上がってください」


　リーラが少し離れたところに立つ。


　いただきますと呟つぶやいてナイフでオムレツを切り、フォークで口に運ぶ。


「……おいしい」


　感かん心しんしてしまった。卵料理は火ひ加か減げんが難しい。彼女も料理を作るからよく分かる。このオムレツは完璧だった。自分でもここまで作れない。しかも短時間に。


「とてもおいしいです」


「お褒ほめいただき光こう栄えいです」


　なんでもないことのように、リーラは返事をする。


　せわしなくナイフとフォークが動いた。ゆっくり食べようと思ったのだが、自然と早くなったのだ。それだけ味がいいのである。


　瞬またたく間に平たいらげた。するといつの間にか、紅こう茶ちやが用意されている。いつ持ってきたのだろうか。おかげで「わざわざどうも」と礼を言ってしまった。


　これまた完かん璧ぺきな温おん度どの紅茶を啜すすり、人ひと心ごこ地ちついた。


「ふう……」


「ご満足いただけたでしょうか。簡単な料理でしたが」


「簡単だなんて……。これで文もん句くを言ったら罰ばちが当たっちゃいます」


　夕菜は急いで首を振ふる。


「わざわざ、わたしなんかにこんなことしなくたって」


「宮間様だからだとお考えください」


　彼女はまた優ゆう美びな手つきで食器を下げていた。


　全てを片かた付づけてから、リーラは時間を確かく認にんした。


「……そろそろ帰らなければならないようです」


「え……あっ」


　夕菜ははっと気づいた。


「男の子に用があるんじゃありませんでした？　次じ期き主人とか」


「まだ候こう補ほの方です。実はさきほど確認したのですが、留る守すだったようです」


「それは……」


「会うことはかなわないようです」


　ほんの少しだが、残念そうに見えた。明日は別べつ件けんで仕事らしいから、もう無理だろう。どこに住んでいるのかは聞いてないが、日本ではなさそうだし。


「残念ですね」


「はい、ですが人の縁えんとはこういうものだと思っております。おかげで、別の素す晴ばらしい方と知り合うことができました」


「そうなんですか」


「宮間様のことです」


　リーラはにこりとする。夕菜は頰ほおが熱くなるのが感じられた。


「からかわないでください」


「本心です。……ところで宮間様」


「はい？」


「メイドの主人になってみる気はございますか？」


　夕菜は「えっ」と声に出してしまった。考えもしなかったことで、さすがに意い表ひようを突つかれた。


　自分がメイドの雇い主になる。当たり前だが考えたこともない。たとえ金がかからなくても、想像のうちにはないことだ。


　リーラが頭を下げる。


「失礼いたしました。冗じよう談だんです。宮間様のお部屋を拝はい見けんして分かっておりました。メイドが必要ないお方だと」


「そういうものですか……」


「仕事のしがいがないというのも、それはそれで寂さびしいものでございます。それに……」


　いったん台詞せりふを切り、リーラは笑えみを作る。


「わたしと宮間様が性せい格かく的てきにあわないことも考えられますので」


「まさか」


　反はん射しや的に答え、夕菜も笑った。


　デジタル時計の数すう値ちが、いくつか変わる。外はもう暗くなっていた。


　リーラは静かに言う。


「ではこれでおいとまいたします。後あと片かた付づけは全すべてすませますので、お気き遣づかいなされませんよう」


「なにもしない方が、態たい度どとしては正しいんですよね」


「はい」


　リーラは「失礼します」と告げると、部屋から出ようとした。


　そこを夕菜が呼び止める。


「ごめんなさい。一つだけ質しつ問もん、いいですか」


「どのようなことでしょう」


「聞きそびれていました。選ばれた主人の男の子って、誰だれなんですか？」


　リーラの目が一いつ瞬しゆんだけ扉の外に注そそがれた、ような気がした。


「申し訳ありません。それはメイドの秘密です」


　銀髪のメイドはそう答え、今度こそ部屋から出て行った。






　あとがき







　築つき地じです。まぶらほの短たん編ぺん集しゆうをお届けします。今回の番ばん外がい編へんはちょっと毛け色いろを変えてみました。あの人が出てきます。あの人と言ったらあの人です。メイドの人。





　連れん載さいもそろそろ丸八年になろうとしています。早いものです。二年前に赤あかん坊ぼうだったうちの猫も、すっかり大きくふてぶてしくなりました。当時はよちよち歩いて可愛かわいらしくにゃーにゃー鳴いていましたが、今では執しつ筆ぴつ中ちゆうにモニターの前で寝る、あるいはキーボードを踏ふむことを習しゆう性せいにしており、作さ業ぎよう効こう率りつ低てい下かに一ひと役やく買っています。


　母猫からそうするように言われていたのか、仕事の邪じや魔まをすればそれだけいいことがあると信じているようです。あんまり無視していると手を嚙かむのでまったく油ゆ断だんがなりません。おかげでこっちは、毎日のようにノートパソコンとＵＳＢキーボードを抱かかえて外で仕事をする羽は目めになっており、なんのためにパソコンを新しん調ちようしたのかわかりゃしません。しかし家族によると、私がいない間は基本的に大人しいとのこと。


　まあでも、ペットは心をいやしてくれるので、そういう意味では役に立っています。と思っていたら、猫の毛でパソコンが廃はい熱ねつ不ぶ足そくになり熱ねつ暴ぼう走そうしました。おい。





　さてさて、すでに発行されているはずですが、まぶらほを連載しているドラゴンマガジン誌が、リニューアルして隔かく月げつ刊かんとなりました。まぶらほもそれにともないリニューアル……には別にならず、連載は続きます。なにしろ、アンケートではいまだ上位にいるのです。すなわち読者の皆みな様さまのおかげです。判はん型けいこそ変わりましたが、ドラゴンマガジン共とも々ども、今後もよろしくお願いします。





二〇〇八年三月二十日




築つき地じ　俊とし彦ひこ
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第十三話『それはきっと壺のせい』


　　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年７月号


第十四話『とりっぷ・ざ・わーるど』


　　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年８月号


第十五話『生物部合宿伝説』


　　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年９月号


第十六話『対決！　白奉学園・上』


　　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年10月号


第十七話『対決！　白奉学園・中』


　　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年11月号


第十八話『対決！　白奉学園・下』


　　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年12月号


番外編　『カム・トゥゲザー』


　　　……書き下ろし





まぶらほ


～じょなんの巻・さん～
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